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敦!鹿毛詩音残巻反切の研究(上〉

平 山 久 雄

第 1部序 論

1 . 論文の目的・残巻の概要

この論文の主たる目的は，敦煙発見の三種の“毛詩音"残巻につい

て，それらの含む音注ことにその中の反切をしらベ，音注が反映する方

言における音韻や音声の状況を推定することにある1)。

三種の残巻とは，いわゆる Stein文書 No.2729、いわゆる Pelliot文

書 No.3383、Stein文書 No.10 (Verso)であり 2入これらはいずれも，

毛詩およびそれへの注釈で、ある前漢の毛亨による伝(毛伝入後漢の鄭

玄による謹(鄭室〉に見える文字について，音注によりその発音を示し

たもので，その故に“毛詩音"の名で呼ばれている。音注には主として

反切を用い，直音その他の方法も若干用いているO 音注のほかに，字体、

字義などに関する注も少数あるo S.2729は，園風・周南・関惟の序の

終り近くから，同じく唐風・山有植の二章まで129行を存し， P.3383は，

大雅・早麓の三章から同じく召畏五章まで96行を存するoS.lO V.は，

S.lO (毛詩および伝翠の残巻，園風.~tß風・燕燕から同じく静女まで，

97行を存する〉の文字に対し，そムの裏面にあたる紙背の場所に，細字を

もって音注を主とする注を記したものである。これら残巻の含む音注の

数とその種類による内訳は次表の通りであるめ。

S.10V.に関する数字は，今までに判読できた音注についてであり，

未だ判読できぬ音注が若干ある O

本稿は，序論、資料、本論の3部より成る。今回は(上)として序論および資

料の部までを掲載する。
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反 切 直 音 合計

種類iのベ数 種類|のベ数 古口 字 戸調注 (のべ数〉
S.2729 844 1101 14 14 2 3 1120 

P.3383 549 667 62 79 4 2 752 

S.10V. 96 101 37 39 1 1 142 

本論で詳述するが，これら残巻はし、ずれも相似た系統に属しながらも

互に別の“毛詩音"editionにもとずく写本である。正式の書名および

撰者は不明，書写年代はし、ずれも唐代，音注に反映した音韻の状況によ

る撰述の年代は 7世紀半ばより 8世紀半ばに至る聞に収まると見られ

る4)。

敦煙発見の音注資料5)の中からとくにこれらの残巻をまとめてとり上

げるのは， “毛詩音"という内容の共通性によるのではなし、。これら残

巻に含まれる反切が，その他の敦陸資料をも入れて，当時までの一般の

反切資料に含まれる反切とは非常に異なる独特な原則によって構成され

ており，その故に音韻史の史料として特別の価値をもっと考えるからで

ある(~ 9参照〉。敦爆発見の毛詩音残巻としては，他にいま一種，レ

ニソグラードのアジア諸民族研究所所蔵の敦憧文書のうち且x-1366a 

残巻がある。同研究所所蔵敦健文書の目録6)および小川環樹教授が同研

究所を訪れられた際の手記を示されたのによって見ると，本稿でとり上

げる諸残巻と体裁の似たものであり， その含む反切もまた同様の原則

から成っているように思われるが，詳細な研究を彼地の学者に期待した

L 、。小川教授手記によれば，同残巻の反切はのベ80箇ほどであるO

また， P.2529毛詩故訓伝残巻には，字努に音注を施した部分があるわ

が，羅振玉「鳴沙石室古籍叢残J(1917年〉所収の写真によって検べた

ところでは，全部で 10項ほどに過ぎず，反切 1項を除きあとは直音で

あるO また， S.5705毛詩故訓伝残巻にも，字努に施した音注が 11項あ

るが，王重民氏の指摘8)のとおり，それらは経典釈文の音注を抄写した

ものであ00これら残巻の音注はいずれも，他の毛詩音残巻の音注のよ
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敦煙毛詩音残巻反切の研究 (上〉

うに特殊な構成の反切を多く含むものではないので，本稿では研究の対

象としない。

以下の部分では，本稿全体の論述にとって必要と思われる予備的事項

の説明や討論を行っておきたいO

j主~ 1 

(1) 音注は，文字の発音の指定を通じて，それの解せられるべき意味を指定す
る場合が少くない。つまり， 一つの文字にこつの音があに それぞれ異なった

意味に対応しているとき， それらのうち一方の音に読むべきことを指定するの

は，一方の意味に解すべきことの指定であることが多い。また，ある文字Xに対

して，その通常の読音Aとはやや異なる音Bに発音すべきことが注されていると

き， (それにはいろいろな原因がありうるがそのーっとして) Bを通常の読音と

する他の文字Yのもつ意味によって(すなわちXはYへのいわば仮借であるとし

て〕解すべきことを指示したものと見られる場合がある。このような意味におい

て， 1"毛詩音」はやはり 「毛詩音義」的な性質を多分に含んでおり，したがって

「毛詩音」は毛詩およびその伝築への注釈として研究されるべき面をもってい

る。また，本稿で扱かう毛詩音残巻は，のちに校録文註に示す如く，それの掲げ

る毛詩および伝築の文字に関して，経典釈文や現行の毛詩注疏との聞にかなりの

異同を含んでいるから，校定の材料として，或はテキストの変遷を知る資料とし

て，用いられることができる。これらの面については，本稿では殆ど立入ること

をしない。適任者によって将来なされるであろう研究に対し，材料を提供するこ

とになれば幸である。

(2) Steinの将来した文書はロンド γの BritishMuseumに， Pelliotの将来し

た文書はパリの BibliothequeNationaleに，それぞれ蔵せられている。

(3) 1"如字」とは，その文字が読まれるもっとも普通の音に読め，という意味

の音注。「声調注」と記したのは，その文字の読まれるべき音を，声調によって指

定したもの(例えば「鈎有苦葉」の「机」に対し「凡之上声」と注するごとき〉。

「反切J1"直音」については~ 3を参照。

音注の数は，資料部の音注総表に載せてあるものの数である。この他，とくに

残絞や汚損，写誤の多い S.2729において，被音注学のみあって音注の文字(反切

の場合は上字・下字の双方〉がi扶けていたり判読できないもの，或は明らかに誤

りがあるが校訂できないもの，が少数ある。反切や直音の種類というのは，反切

の上字・下字，直音に用いられた文字の同じい音注を 1種と数えたもので，被音

注字は必らずしも同じくない。
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(4) 本論で述べるが，これらの年代は残巻によって異なり， P.3383はS.2729に

比べその反映する音韻体系の年代が新らしい。またこれら残巻の反切には一種の

層位の複合が認められ，その中の古い層は7世紀半ば以前の音韻体系を反映する

可能性がある。

(5) これらとしては，切韻系韻書や経典釈文，玄応一切経音義の残巻をのぞき，

毛詩音の他に「礼記音J(S. 2053) 1"楚辞音J(P.2494) 1"文選音J(P.2833) 

が主なものである。

(6) M. 11. Bop06beBa一且eCHTOBCKaH，11. C. rypeBu可， JI.H. M巴Hb回目KOB，

B. C. CrrupuH， C. A. llIKOJIHp OrrucaHue KUTa員CKUXPyKarruceii且YHb-

xyaHcKoroφOH且a11HcTuTyTa Hapo江OBA3UU， BbIIIyCK 1， MocKBa 1963 

pp. 605~606 参照。

(7) 王重民「敦燈台籍叙録」北京 1958p.29参照。

(8) 王重民「敦煙古籍叙録Jp.35参照。経典釈文と一致しないただ 1つの例

外は鰭(周煩，潜)に対する「音掌」という注である(釈文は「音常J)が，こ

れは被注字のっくりに引かれて「常」が「掌」に誰ったものであろう(両字は同

音であるから差支えなしつ。

2. 切韻方言の音節構造と音韻体系

唐代における中国語の音声や音韻を論ずるには， 1"切韻J(601年成書)

の反切に反映している方言の音韻体系を基準として，それとの異同やず

れを問題にすることから出発するのが通例である1)。敦埠毛詩音反切を

研究するにもやはりこの方途がとられるので，切韻方言の音節構造と音

韻体系について述べておく必要がある。なお，切韻方言は6世紀末に洛

陽や郭を中心とする河南省地方の方言を基礎として成り立っていた北方

標準語であり，南京を中心とする南方標準音の要素が若干加味されてい

たといわれる2)。

2. 1 音節構造

切韻方言の音節構造は

IMiMuVE / T A~B 

という式により一般的にあらわされるo 3) 但L音節によっては Mi，

Mu， E， A~Bの各要素は存在しない(或はゼロである〉ことがある O

以下，各要素について簡単に説明するO

1: lnitial戸母。音節初頭にあらわれる子音。

- 6 -
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M:  Medial介母。 1と Vの中間にあらわれる副母音。 M の位置に

立つ音韻としては揃介音 j-i-j，合口介音 j-u-jおよびそれらの

結合 j-iu-jがあり， 反切の構成を説明する便宜により/一i-jを

Mi， j-u一/を Muの記号であらわす。

V: Principal V owel主母音O 音節の中核をなす母音。

E: Ending4)韻尾。音節末尾にあらわれる副母音および子音。

T: Tone声調。 音節全体の上にかかる高さ長さ等に関する一定の音

調。

A~B: 重紐。 Iが帯組・見組，Miを含み Vが前舌母音であると

いう三保件を同時に有する音節には r重紐」と呼ばれる二種類の

音節の区別があった。それらの中「韻鏡」などの韻図の4等欄に配

置されている種類の音節をA類 3等欄に配置されている種類の音

節をB類とよぼう o A類と B類の聞の音的区別については，音声的

な意味では Miにおける前舌的円寸 (A類):中舌的 H一](B 

類)， 1ににおける口蓋化 (A類):非口蓋化 (B類)，の二面にあ

わせ存した，と考える5)。 但しその音韻論的な処理については更に

よく考えたいのので，本稿では A，B の記号を音節のさいごに添

えてその属する類をあらわす。

Iを声母というに対し，MiMuVEjTを韻母とL、う O

実際の音節にあてはめていえば，例えば「亀」の音 jkiuei平 Bjを

構成する各音韻ははじめから順に 1Mi Mu V E T A~B に該当す

るo r列J jliat入/では MuA~B を欠き， r馬Jjma上/では Mi

Mu E A~B を欠いている。

2. 2声母

切韻方言の声母 Iを音韻記号によって表に示す。これは Kar1gren氏

の推定音7)に対して小部分の改訂を加えたものに基いている。 jtsj等は

単一の破擦音音素をあらわす。各 Iの音声は，その音韻記号を音戸記

号として見たものに略等しし、。但し fは口蓋化音をはそり舌音をあ

-7 -
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らわす。

各音素にはそれに該当する字母名を附す。 字母名はいわゆる 36字母

の名称によるが，照穿肱審『曜の諸母で韻図の 2等欄にあらわれるものを

荘初崇生侯 3等にあらわれるものを章昌船書常として区別する。また

轍母の 3等を匡母に併せ 4等は羊母とする。非敷奉徴は帯静並明に併

せ区別しなし、。このようなとり扱かし、や字母名は李栄「切韻音系」のそ

れ8)に同じいが，娘母を泥母から区別する点だけが異なる。

これらの I音素を，調音部位や調音方法にしたがし、帯組等8つの組

に分ける。李栄氏との違いは日羊の同母を章組に加えたことにある。組

の前には，居音など伝統的な「五音」の枠による分類を掲げたの。

表には掲げないが，これら Iを気音や戸の有無等により，次のよう

に分類するのが習慣である。全清摩擦音は伝統的には全清音に入れられ

るが，いまとくに区別した。

全清音:無声無気音 帯端知精荘章見影

次清音:無声有気音 務透徹清初昌渓

全濁音:有声音 並定澄従邪崇{侯船常群匝10)

次濁音:鼻音，流音，有戸弱摩擦音 明泥来娘日羊疑

全清摩擦音:無声摩擦音 心生書暁

戸 母 表

務 並 明

居音 /P p' b m/ 

透 定 泥 来組 来

/t  t‘ d n /1/ 

舌音 知組知 徹 澄 世良
f F f 

/t t d n/  

清 従 'L土 邪

/ts ts‘ dz s z/ 

-8 -
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敦燦司三誇妥残老妻反切の併究 〈加と〉

際組 初 刀足手て 挨

音! /ts ts蚕 dz s z/ . . . @ . 
章総 主主 E同3 船 書 ?言 日 三手

f f 

dz 
F f 

/ts ts' 8 z j/ 

J1!. 君平 暁

/k  lど g n 手 h 行/

2. 3 母

内 七11首鼠 h (JJ部批狩古昔箇嚇引7irよって表に示す。 し T および A~B

は省略し， λ;JiMuVE アとし℃は平・上・

去・入の り吋，入戸は内波音 j-p，ぺ， -k， -ukjをEにもつ音

節のみにあらわれ，逆にこれらの王者部が担う られるG

韻母の韻詰誤解釈は三根谷徹氏12)に大体よっている。開廷の解釈は

もっとも compactな体系を示し， かつなた敦嬢宅詩音皮切の構成E室長5

を知る上に極めて有潟と考えるからである。間氏の解釈は Karlgren氏

の推定音13)じその後の修正設さどとり入れた昔{閣に基く。これらの韻母が

として実現される場合には，構成する謡音素が瓦にかなり持化しる

I:c 

ったかたわをとること

は次の 2点である。

i) 之韻を賂韻開口から豆7JIJして j-iArnjとしたことo新たにEj-rnj

、14)。 した解釈がさ提谷氏と異なるの

)
 

-
1
 

・1

ることになる。

よび戦韻を VjAj とVjejを含む韻母に

したこと。

これらの改誌は音韻史上かなり重要な3意味をもっており 9 その根拠に

ついては別摘で詳しく述べるはずで、あるt5凡なお，以上は本稿で必要と

するかぎりの改訂であり，後績を jarnjと兇た方がよくはないか，

と音韻の Vを/証/と克之ら余地はないか，毒事の間鰯は疑問のまま

してふれないことにする問。

9 
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各韻母の音韻表記には，それに該当する韻目名を附す。韻目名は康韻に

よるO 平声と入声の韻目名だけを掲げ，平声の韻目名はそれに対応する

上・去声の韻目をも包括した意味に用いる問。韻目名には開・合の分類

を附す。一韻が開・合に関しどちらか」方の韻母しか含まない場合も，

一貫して開・合の分類を記す。本稿では，Mu /-u-/を含まない韻母

〈または音節)を開口，Mu /-u一/を含む韻母(または音節〉を合口，

と定義する。但し E として/-u， -UI)， -uk， -m， -p/ (これらを属音

E と呼ぶ〉をもっ韻母(または音節〉は，規則的に Muを含むことが

なく，従って開口に属する筈であるが，のちに敦憧毛詩音反切の構成を

しらべる便宜の上から，開・合に対する第3の類と特に見なして，唐

音 E属(唐音韻尾属〉と呼ぶことにする。

韻母や音節を Mi/-i-/の有無により直音類 (Miを含まないもの)， 

拘音類 (Miを含むもの〉に分け，更にその内部を次のように分けるO

0直音類

I類;奥舌 V/a， A/を含む。 1類韻母はし、わゆる 1等韻に属するO

E類;前舌 Vのうち /a，官j1めを含む。 E類韻母はし、わゆる 2等韻に属

する。

N類;前舌 Vのうち /e/を含む。 N類韻母はいわゆる直音4等韻に罵

するO

(なお，名称上E類というのは存在しない〉

O拘音類

C類;奥舌 V/a， A/を含む。 A・B・ AB 類の如く I や A~B による

類の細分を伴なわない。

A類;前舌V/a， e/を含み 1が認・見組(唐・牙喉音〕に属し，重

紐 A の特徴をもつもの。

B類;上と同じく，重紐 B の特徴をもつものO

AB類;前舌 V/a， e/を含むが 1が帯・見組でない(つまり舌・歯

音である〉もの。重紐 A~B の対立がない。

-10 
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議母表における鵠母は，これらの韻母類によって組分けがえ立されてい

る。

、て 1つの韻母が2つの韻尽に議当していることがあ

るO その場合の分かれる保件は次のおくで、ある。

jien，巴tj

jiu日n，iuetf19) 

jie払 i告に iuekj

f 1が薙組のとき;議関，櫛関
l 1 が悲鐙でないとき;虞~j ，

(B類のとき，および fが娃組のとき;

t
A類およびA瑚(醐をのぞく〉のとき;

狩矛百，

JA瀬およびAB懇のとき;溶3喜多誉会札昔合
lB類のときおよびIが襲超のとき;議関ラ職箆，

反対に 1 つの韻闘が 2 つの韻母~含んでいることもある。

ち〈但し， A・B.AB類のよ設いは査員母の違いに算えない。): 

l類とC類 ;東，

E類とAB類;

歌隊，歌合

日額とお翻 ; 1索開，賠払突合，附会

B類とC類 ;蒸関，験開(lが務議のとき ji刊 B，iをkBj， 1 

組のとき jie1)， iekj，それ以外のとき jiA司， iAkj) 

いてーを51¥，、た欄は，その校震に入るべき韻母がじづさい

、て見出されないところの， 音韻体系の“あきま¥攻守i

いた欄は，ぞれら“あきま"の中，Muと議案手 E との異化作用のため

とLて議員5的に説明される部分である。

11-



北大文学部紀要

直 音 類

類

歌開泰関 豪 寒開局開唐関鐸開 北口氏 ヨ4主E主 づζ 沃

G Ql au an at a1) ak am ap aU1) auk 

歌合泰合 桓合末合唐合鐸合

ua UQl ¥ uan uat ua1) uak ¥ ¥ ¥ ¥ 

日台関 侯 痕関投開 登開徳関車 i日L 東 屋

Al AU An At A1) Ak Aロ1 AP AU1) Auk 

模合灰合 魂合没合 登合徳合

UA UAl ¥ UAn UAt UA1) uAk¥ ¥ ¥ ¥ 

E 類

麻開央関肴 冊l関鐸開庚関阿関街 j甲 江 覚

a a1 au an at a1) ak am ap aU1) auk 

麻合央合 間l合鐸合庚合陪合

ua Ua1 ¥ uan uat ua1) uak ¥ ¥ ¥ ¥ 

佳開皆関 山開 賠開耕関委開成 治

官 官1 官n 百t 官町 uk 官町1 up 

佳合皆合 山合離合耕合重要合

uu um ¥ u官n m~t UB1) uBk¥ ¥ ¥ ¥ 
リ

lV 類

斉開講 先開屑開育関錫閲添 市占

et ek 
C 

el eu en e司 em ep 

斉合 先合屑合青合錫合

uel ¥ uen uet ue1) uek ¥ ¥ ¥ ¥ 

。ゐ
唱

E
A



敦k皇毛詩音残巻反切の研究 (上〉

撤 コ日生二 類

C 類

歌開療関 フじ関 月開 陽関薬開厳 業 鍾 燭

1a 1Q1 lQn 1at 1QI) iak 1αm lQp iauI) iauk 

歌合癒合 フじ合 月合陽合薬合

!Ua iuai¥ iuan iuat iuaI) iuak¥ ¥ ¥ ¥ 

魚関微関尤 欣開迄開蒸関職開凡 乏 東 屋 之
.-' 

1A 1M 1AU 1An 1At 1AI) iAk 1Am 1AP iAUI) iAUk iAlU 

虞合徴合 文合物合

1UA iUAi¥ !UAn !UAt ¥ ¥ ¥ ¥ 

A • B 0 AB類

麻関 祭関宵 仙閲際関庚開陪関盤 葉

1a 1a1 1au lan 1at 1aI) iak 1aロ1 1ap 

祭合 イ山合酵合庚合間合

iuai¥ iuan iuat iuaI) iuak¥ ¥ ¥ ¥ 

支閲 日旨間 帯 員開質問清蒸閑昔開侵 絹
環開櫛関 関職DfJ

1e 1巴1 1eu 1巴n 1et 1eI) iek 1em 1ep 

V包 支合 脂合 諒員合術合清合昔合
合質合 職合

1ue 1ue1¥ iuen iuet iueI) iuek¥ ¥ ¥ ¥ 

ごト
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北大文学部紀要

2. 4 声母と韻母の結合関係

戸母と韻母の結合には，戸母の組と韻母の類に関し次表に示す一定の、

選択がある。 Oはその結合があること xはないこと， (0)は少数の

場令にのみ例外的にあることを各意味する。¥は類の定義により当然結

合のない部分である。

ぷ瓦竺~I 手苦 端 来 ま1日 精 荘 章 4見

L N O O O × O × × O 

E O (0) O O × O × O 

A， B O ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ O 

AB  ¥ (0) O O O O O ¥ 

C O × O O O O O O 

但し個別的の韻母についていえば，じっさいの声母との結合範囲が，

その属する類に許容された範囲に比べて狭いことがあるO 例えば， C類

韻母のうち微療欣迄文物元月凡乏厳業の諸韻に属する韻母は帯組・見組

とだけしか結合しない，一般に直音類韻母は邪母・群母と結合しない，

等々であるO

声母が諒組の場合には，韻母に開・合の対立が存在しなし、。これは唐

を合せて調音される暫組 Iの下で開@合雨韻母の音声的区別が困難で

あるのに起因するが，開・合の対立がないとはし、ぇ，帯組 Iに結合し

てあらわれる韻母が，音韻論的にみて開口であるか合口であるかが問題

となるO この問題の十全な解決はかなり困難と思われるが，本稿では韻

図でのとり扱かいや開・合により韻が分れる場合の属し方の大勢などを

参考にして，前苦 Vを含む韻母(すなわち， II， N， A， Bの各類〉

の場合は関口，奥舌 Vを含む韻母(すなわち1， cの各類〕の場合は
合口，と仮に扱っておく。 じっさいの扶況は更に E などの保件によっ

てはいま少しこみ入っていたと思われる O

-14 -
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敦燥毛詩音残巻反切の研究 (上〉

" 

註~ 2 

(1) i切韻J(但し原本切識は伝わらないからそれに代るものとしての「広韻」

または「完本壬韻J)にはそれの反映する方言における一応すべての音節の音が，

反切によって示されているので，反切の研究を基礎とする音価推定により，その

方言の音韻体系の全体を再構できる。これに比べ，音義などの注音資料では，そ

れに含まれる反切はすべての音節を覆うことができないので，それ自体の中から

完全な音韻体系を再構することは多少とも困難である。したがって，これらの反

切を切韻方言の音頭体系にあてはめて解釈し，矛盾が生ずる点についてその矛盾

を解消できるような調整を加えたものを，それぞれの資料が反映する音韻体系と

みなすのである。敦:鹿毛詩音の場合もこの例にもれない。切韻方言の 3，000を超

える音節数に比べ， S.2729の反切でもその弘弱を覆うことができるに過ぎない

(同音をあらわすのに 2種以上の反切が使われることがあるから，反切のあらわ

す音節数は反切の種別数より更に若干少ない。 S.2729では約790，P.3383で

は約 500である。)。

(必有坂秀世「惰代の支那方言J (有坂秀世「国語音頭史の研究」東京1957

増補新版 pp. 285~302 所収〉の見解による。

(3) この式は，河野六郎博士が提唱され，ひろく用いられている中国語の音節

構造の一般式 IMVF/Tを，切韻方言について若干 modiかしたものである。

(4) 韻尾はふつう F(Final) の記号で書かれるが，韻母もまた Finalというの

で，混同を避けて改める。

(5) 介音の区別については，有坂ー河野説による。有坂秀世「カールグレン氏

の助音説を評すJi国語音韻史の研究」増補新版 pp.327~357 所収(もと 1937~

39)，河野六郎「朝鮮漢字音のー特質J(言語研究31939 pp. 27~53) 参照。但

しB類介音はこれらの説ではより中舌的なー1ーと推定されているが，本稿の京日

き音価でも事実の説明に支障を来さぬと思う。介音の違いが芦母口蓋化の違いを

伴なうことについては，唇音に関しては上記有坂論文 p.342，河野論文 p.46に，

牙喉音に関しては河野論文 p.47に，それぞれ言及がある。声母口蓋化の差異を

音頭論的に重視して，重紙を/j/を含む芦母 (A類〉と/j/を含まない声母

(B類〉の区別と解釈した論文に，三根谷徹「韻鏡の三・四等についてJ(言語

研究 22/23，1953， pp. 56~74) がある。

(6) 私は，重紙の音韻論的区別を声母の上におくことについては三根谷氏の説

に傾いているが，未だ考えが決まらないのは，口蓋化要素としての/i/を析出

するか，それを析出せず単純な口蓋化音素と非口蓋化音素の対立(例えば/T/:

/p /)とみるか， またいずれの場合にもせよ， 重量æを含まぬ種類の音節(~2， 

3でいう直音類およびC類〕に対してこれら二系列の声母のいずれを配当するか

小
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北大文学部紀要

という点である。

(7) Bernhard Karlgren “Etudes sur la phonologie chinoise" Stockholm 1915 

~1926， pp. 342~580 (華訳本，高木漢著，羅常常・李方桂・越元任合訳「中国

昔前学研究」長沙 1940，上海 1948，台北 1962，pp. 239~436)。

(め 李栄「切韻音系」語言学専刊第4種(改訂重印本〕北京 1956，p.4参照。

⑩) 伝統的な五音の分類は，羊母〔喰母四等〉を牙喉音に入れるなど点でここ

に掲げるのと完全には一致していない。

M) 匝母は，前述の如く，通常次濁音とされる喰母三等(子母〉の場合も含ん
で九、る。

帥 これら四声の調値には，入声が短促を特徴としたと考えられる以外は，推

定の困難な点が多い。

(1?)三根谷徹「中古漢語の韻母の体系J(言語研究 31， 1956， pp. 8 ~21)。同

氏の解釈の大きな特徴は，上古音に関する頼惟勤氏の説 (1上古中国語の喉音韻

尾について」お茶の水女子大学人文科学紀要 3，1953， pp. 51 ~64) を中古音の

解釈に用いて，二系列の喉音韻尾 j-rj，-kj， j-u司， -ukjを措定したJ互にある。

なお，現代諸方言で後者の韻尾を有する韻母の例として福州方言におけるーOUrj，

oukなど(藍亜秀「福州音系」国立台湾大学文史哲学報 5，1953， pp. 241~331 

など参照〉の他，近ごろの報告では揚州方言における---JUrj，コ明(北京大学中

国語言文学系語言教研室編「漢語方音字j医」北京， 1962 p. 7参照〉がある。

~3) Etudes. pp. 598~700，華訳本 pp. 451 ~536. 

制 例えば jiA一/の結合は概ね [iる-Jのごとくであったと考えられる。
帥 「切韻における蒸職設と之韻の音価」と題する別稿を用意している。

。。 更に，註 (6)でふれた問題の解決いかんでは，声母韻母を含めて音韻体
系全般にかなりの組み替えが必要となる場合も予想されるが，本稿の論述はそれ

によって実質的な変更を受けることがなく，ただそれに伴ない若干の表現を替え

るだけで済むと思う。

。1) 例えば，鐙韻は平声鐙韻の他に，上声腫韻，去声用韻をも併せ代表し，入

声燭設は別に掲げる。泰韻など去声しかない韻はその去声の韻目を掲げる。

¥18) jTljはその記号からすれば中音 V であるが，芦母の分布(知組や荘組と

結合すること〉からみて jajと同じ特徴を示すので，前舌 Vの中に含める。二

等韻母における jajと M が音声上どのように区別されていたかは，難かしい
問題である。

(19) 真合，質合と誇合，術合とがどのような基準で分けられているかは，一見

しては必らずしも明瞭に知られないが，詳しく検べるとこのような分化僚件が明

らかとなる。拙稿「切韻系韻書の例外的反切の理解について」日本中国学会会報

-16 -
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敦:埋毛詩音残巻反切の研究 (土〉

14， 1962， pp. 180~196 参照。

3. 切韻反切の構成

.-

敦J鹿毛詩音に含まれる反切(敦埠毛詩音反切と略称〉の構成の特異性

を説明するまえに，それと対置される一般的な反切の代表として，切韻

系韻書1)の反切(切韻反切と略称〉の構成を概観しておこう。

まず反切とは何かといえば，ある 1つの漢字の音を示すのに，他の 2

つの漢字の音を組合せて用いるやり方である。反切を受けとる者の側か

らいえば，読み方のすでに明らかな字音2つを手がかりとして，未知の

字音1つを知るのである。反切の第1字を反切上字(略して上字)，第

2字を反切下字(略して下字)，反切によって音を示される字を反切帰

字(略して帰字〉という。上字は声母が帰字と共通，下字は韻母が帰

字と共通であるように選ばれ，上字声母と下字韻母とを加えたものとし

て，帰字の音をなす音節があらわされているのであるO 例えば虞韻では

「岡」の音を示すのに「古郎切」という反切を用いるが，これは「古」

/kUA上/の戸母 /k/と「郎J/U1)平/の韻母 /U1)平/の和として「岡」

の音を /ku1)平/とあらわしたものである。「切」とは反切のしるし，ま

た「反」とも書き2)、省略されて書かれないこともある。反切と並ぶ53tJ

の標音法として直音があり， I甲音乙」の形式により，音を示される字

(甲〉と同音で読み方が明らかな字(乙〉を用いるやり方であるO 直音

は甲と同音の乙に適当な字がないと使えないから，一般性において反切

に劣るけれども，適当な字がある場合には直接的で簡明な点で反切にま

さる。敦:埋毛詩音が反切の外に若干の直音を混じているのはそのためで、

ある。

さて切韻反切について見ると，上字は単に帰字と戸母 Iが一致すれ

ばよいというだけではなし、。揃介音 Miについても一致するのが原則と

なっているO すなわち，帰字が Miを含む場合には，下字が Miを含

Rト

ヴ
，
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むのは勿論，上字もまた Miを含み， ，)需字が Miを含まない場合は上一

字もまた Miを含まない， という傾向が甚だつよいのである。再び度

韻の反切を引けば， さきの「岡」の揃音にあたる「聾Jjkia刀平/をあ

らわす反切「居良切」では，下字に Miを含む「良Jjlia1)平/を用い

るだけでなく，上字にも Miを含む「居JjkiA平/を用いるのである。

かくて，切韻反切の上字は帰字と IMiを一致させるのを原則とする

が，上字の Mu以下の要素に立つ音についても，帰字との一致という

かたちではないが，一定の選択が加えられていると観察される。すなわ

ち，それらの要素には一見どのような性質の音でも自由に等しく立つこ

とができそうに思われるが，事実はそれと甚だ異なるのであるO 各要素

ごとに選択の状況を略述しようわ。

Mu: 帰字の開・合にかかわりなく共通して同じ上字が使われるが，そ

れらの上字は殆どみな関口である。但し，模韻 jUAjに属する上字は

例外で，合口であるにもかかわらず，開口の帰字をあらわす反切にも

ひろく用いられているの。

V: 帰字の Vの性質にかかわりなく，奥舌 Vを含む上字が多く用い

られるO すなわち，帰字が直音の場合には I類に属する上字が，帰字

が拘音の場合にはC類に属する上字5)が，それぞれ多く用いられるO

E: 帰字の E の性質にかかわりなく， ゼロあるいは j-1)， -k， -Ul! 

(すなわち非円唐の奥舌音〕を E にもつ上字が多く用いられる。暦

音 E 属の上字は概して使用が少なく，ことに j-m，-pjをもっ上字

の使用は稀である。

T: 平・上・入三戸を T とする上字はいずれも多く用いられているが

去声を T とする上字はあまり用いられない傾向があるO

A~B: A類またはB類の帰字をあらわす反切には， A~B の対立を

もたないC類の上字の用いられることが多し、。これは，奥舌 Vを含

む上字を多用する現象と関聯している。

~ 
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下字の Iについても選択がある。下字を選びうる音的範囲は上字の

場合に比べ狭いので(すなわち帰字と同じ韻母をもっ字の範囲に限られ

る)，必らずしもその選択方針をつらぬくことができない場合が少くな

いと思われ，したがって統計上の数値からその選択方針を逆に推知する

作業はとくに慎重を要するが，気音や声の有無に関しては，全清音の I

がもっとも多く用いられるのに対し次清音の Iはあまり用いられない，

などの現象にはやはりそれに対応する音的な選択がはたらいていたと認

めてよいであろう O 戸母の組についてみれば，見組や来組などが多く用

いられる傾向，帰字の Iと同じ組あるいは調音の近い組が用いられる

傾向，の 2つが交錯しているといえるであろう。但しこれらは，帰字のe

声母組や韻母類によってかなり異なる様相を呈する。

切韻反切の中には，これまでに概観してきたのとは異なりむしろ敦佳

毛詩音反切や後述する慧琳音義反切に近い構成を有するものも若干混じ

ているが，それらは比較的に少数でありの， 上述の構成による反切が多

数を占めるO 本稿で切韻反切の構造をいうときはこの主体をなす反切に

よるのであるO 六朝以来唐代までの反切資料についてみると，慧琳音義:

などわずかな例外をのぞいては，それらの主体をなす反切の構成は切韻

反切と大同小異であるように見受けられ7)， また敦埠毛詩音反切等に似

た構成の反切を部分的に含む点も切韻反切の場合と同様である(それを

含む比率は資料により多少がある〉。

i主~ 3 

臼) 原木「切韻」はその後たびたびの部分的修訂を経て， r.広韻J(1008年〕に
至る。これらを総称して「切韻系韻書」という。原本切韻は失われ，今日完全な

テキストとして残っている editionは「広韻」および「王仁陶刊謬補飲切韻j

(宋糠政木，いわゆる完木王韻〕であり，その他の editionは部分的に残ってい

るものがあるにすぎない。原本切韻の反切は，これらの修訂版において，その面

白を大きくは変えることなく引き継がれたと見られるので，今日残っているこれ

ら editionの反切を，一応原本切韻の反切の代用とみなして，取扱かうことがで

きる。

-19 -



北大文学部紀要

(2) 1"反J1"切」の字義については，玉カ「漢詩音勤学J(1957北京〉第十四節

「反切J，藤堂明保「中国語音頭論J(1957東京)p.84など参照。

(3) 以下述べるところは，隆志章「古反切是忽様構造的J(中国語文126，1963 

年第5期， pp. 349~385，以下「陸氏論文」と略称〉の論述を基礎とし， それに

拙稿「隆志掌教授『古反切是~、様構造的J を読むJ (中国語学 140，1964 4-5， 

pp. 20~33) やその後の私見による修正を加えたものである。

(4) 陵氏論文 p.358では，この事実にもとずき，模韻の Karlgren氏音価 uo

をーコに訂正している。私は， 模韻の切韻音価は或は /-UArn/であって， 非円

唇の韻尾 /-rn/のために，介音 /-u-/による円唇性が音声面につよくあらわれ

なかったのではないか，との仮説を抱いている。

(5) 但し， 1が舌・歯音の場合には，前舌 Vを含むAB類に属する上字の使

用もかなり多い。

(6) 例えば，陸氏論文によれば，完本玉置員において， JI類帰字合あらわず反切

547のうちE類上字を用いたもの 33，N類帰字をあらわす反切 291のうちN類上
字を用いたもの14，に過ぎない。

(7) 陸氏論文では，六朝の音注家たちの反切を調査して，それらが基本的に切

韻反切と同様の構成をもつことが示されている。陸氏論文 pp.366~385. 

4. 敦建毛詩音反切の構成

本稿でとり上げる敦煙毛詩音反切の構成を略述するりと， そのもっと

も大きな特徴は， 上字が帰字と IMiMuVA~B の広範囲にわたり一

致するのが原則と認められる点にあるO 下字が帰字と MiMuVEjT

A~B を一致させるのは切韻反切に同じいから，上字と下字が重複して

あらわす要素が非常に多いことになる。以下，上字と帰字が一致する吠

況を各要素ごとに概観しようわ。 Miの一致は切韻反切と同じであるか

ら省略するO

Mu;上字の開・合は帰字と一致するのを原則とするO すなわち，Muを

含まない帰字には Muを含まない上字，Muを含む帰字には A1uを

含む上字が，各用いられる。模韻に属する上字もこの原則にしたがし、

合口の帰字をあらわす反切に専用されるO 居音 E 属の帰字では，そ

の韻母全体のもつ音的特質(直・劫，Vの広。狭，居音 Eの種類〕

を条件として，専ら関口の上字をとる場合，専ら合口の上字をとる場

-20 -
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敦埠毛詩音残巻反切の研究 (上〉

合，雨者を混えてとる場合がある。また唐音 E 属の字が上字として

用いられる際にも，同様の条件により，専ら合口の帰字に対して用い

られる場合とそうでない場合との違いがあるO

V: 上字 Vは帰字 Vに一致するのを原則とする。但しその一致は他

の要素におけるような個々の音素についての一致で、はなく，一定の V

グループについての一致である。 Vグループとしては， 直音の場合

には /0，A/， /a， B/ /e/の3グノレープ，掛音の場合には /0，A/， /a， e/ 

の2グノレープがあり， 上字 Vは帰字 V と同じグループに属するの

が原則であるO 但し劫音の場合，かかる一致が見られるのは Iが帯

組・見組(居・牙喉音)のときに限られ，その他の組(舌音・歯音〉

のときにはとくに一致が図られているとは観察されない。

ここに述べた V の一致を次に述べる A~B の一致と併せて見る

ならば，敦煙毛詩音反切は， (描音で舌音・歯音 Iの場合をのぞき〉

さきの韻母表における1， II， lV， A， B， C の各韻母類に関して，

上字が帰字に一致するのを原則として構成されている，ということに

なるO

や・

A~B: 上字は帰字と A~B の特徴を一致させるのを原則とする。す

なわち， A類の帰字に対してはA類の上字を， B類の帰字に対しては

B類の上字を，原則として用いているO

上に述べてきた上字 帰字聞にみられる音的一致の原則は，例えば次の

反切の上に集中的に具現されているO 対照のため，それと同音の帰字を

あらわす切韻反切を併せ掲げよう O

上字 下字 帰字

「遼J/giuei平B/+I員J/日iuan平B/→「撃J/giuan平B/
( S . 2729， 117行〉

「巨J/giA上/ + I員J/日lUan平B/→「権J/giuan平B/
(民韻， 11]1韻〉

1
4
 
9
“
 



北大文学部紀婆

上字の Eおよび T，下字の Iに関しては，海韻皮切につい

たのにやや鋭た選択の傾向がある。

なお，これは切韻反却についても略同様にあてはまることであるが，

、て若干の補足的説明を加えよう。

字と MiMuVEjT A~β を一致冬売さるのであるが ， A~B

の一致というのは，帰学の A~Bに合せてA類またはB識の下字会用い

るという場合だけな指すのではなし、oAB類の議母には，その結合する

・歯音 Iの性笈によって，音声上A類の韻母に近い特徴を含むも

の， B額の韻母に近い特f震を含むもの， (さまざまな穏度において〉そ

れらの中間的なもの，があるoA類また拭B類の帰字に対してAB類の

下字が用いられている場合，上訟の観点から韻母の音声的特徴の近11えに

よると解しうるかぎりは，それもやはり A~B の一致と見なすのであ

る G かかる場合を含めての下学 -1識字の A~B一致に謂レて，

音皮切は切韻反切に比べやはり一層締密であると観察される O

また，蒸謹 fをもっ添字が縛盤以外の Iきどもっード字書どとるとき，

-合にかかわりなく， 原

離はなし、。 すなわち， 関口の も合口の下学も混じて用いられてい

る。 これは， 梨組 fをもっ官長告の喜義母が音戸上開・合の

る額I句があったためと考えられる。 ますよ， 認J割以外の fをもっ

帰字が棺組fをもっ下字をとるとき，そのd昂字は関口である場合も合口

もある。これも上記と問じ理由から理解することができる。

法~ 4 

ι>-' 

(1) S. 10 V.の皮切は，災宝寺費支が少ない上に¥i1J淡反努式の皮切を滋ずる祭会会 v

やや多いのマ，以下?と総べるところは， S争2729，P. 3383の皮切から線車内したも

のである。これら両種の残巻の主主鉛から滞納容れる機足立京郊は，殆ど問じでoる
といってよい。潟残巻とも切議反がJ式の反切せな少数合むけれども"その言語土極

めて小2きい。

俗 芸季しくは資料総の皮切ーと字表，および本義者での論述女児られたい。
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敦:鹿毛詩音残巻反切の研究 〈上〕

5. 反切の口唱

上述したように，切韻反切，敦;埋毛詩音反切のいずれにあっても，上

字韻母，下字声母の選定に，各要素ごとに一定の原則ないし傾向がみと

められるO これはいったし、何故であろうか。上字韻母，下字声母は帰字

の音を求める際には捨て去られる不用な部分であるのに，それらの部分

にかなりやかましい選択がなされているのは，かならず理由のあること

でなければならなし、。

この疑問に対しては，反切とは口唱によって解釈される(帰字の音を

求め出す〉ものであった，との想定に立って答えうるであろう。つまり

上字と下字をじっさいに口で連唱して，それらをやがてー音節に融かし

合わせたものが求める帰字の音値となる，反切とは本来そのような効果

をめざしたものだ1に と考えるのであるO この前提に立って見るなら

ば，反切の口唱に際して上字と下字の融合をできるだけ滑らかに実現す

るためには，上字，下字の音ぜ、んたいの音声学的性質をよく吟味してお

く必要があったのだ，と了解せられる。

反切の口唱的性格を前提として切韻反切の構成を説明しようとした論

文に，陸志孝「古反切是告、様構造的」めがある。具体的な内容に関して

は異論をはさむ余地が少くないけれども，その基本的着想において甚だ

注目すべき論文と思われるO ところが陸氏論文への批評として書かれた

施文簿「関於漢語音問研究的幾個問題一一与陸志章先生商権3)J では，

清末の学者陳涯の意見に拠って，反切の口唱的性格の説につよく反対し

ているの。 陳程はその著「切前考」の中で， I切語之法非連譲二字而成

一音也」と断じ，その理由として，反切が果して口唱によって解釈され

るものならば，上字の韻尾はゼロでなければならず，下字の芦母は喉音

(影，暁，匝，羊の諸母，これらはゼロ的性質をもっといえる〕でなけ

ればならない筈だ，という 5)。 しかしながら，反切の口唱を前提しない

かぎり，上字韻母，下字声母に対し明瞭な音的選択の加えられている理

均
六
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北大文学部総聖書

由を誘拐できないであろう。施文濃氏もこの点について積極的な見解を

いるわけではない。

ところで，I>f.切の口唱とし、ぃ上学・下字の融合といっても，それがど

のような過毅として行われていたのであろうか。これは想、像ずるより他

ないが，恐らく次のようであったろう O まず上学と下字の音を緊密につ

て発音し..:ぞれを繰り返しながら，よ字韻母，下字戸母にあたる部

音声の諌音をゆるめ，それと共にそれらの揮に存する務節境界のは

っきりした分節を次第にぼかしてゆく。やがてこれらゆるめ

をとり去って， と下学韻母宅ピ蹴接に結び合せ，一音節に発音す

る。このようにして唱え出された音が，切の示す帰字の音として扱わ

れた，と懇像する。心理的な側部からいうならばヲ上字・下字をくり返

し唱えるうちに，上字戸母と下字穣母の諒党訣像にもとずいて，塙え出

さわしるべき鴻字の音の音声表象が形成され，つぎにそれが音声と

現せられる，という ったと考えられる。上字・下字を議唱する

回数は，反切口唱に慣れるにしたがって減ずることがでぢ，さらに音読

きかえるのと鉾せて，反拐の文字を一見するなり殆ど瞬時に

ロにすることのできる誠に達するのも不可能ではなかったろ

う。しかし上述の濃程がその基礎にあることには変りがなし、oI>f.Wの日

1I昌ということをこのように見るならば，上字韻嬉や下学芦母がゼロまた

はゼロEfJなものでなければならぬ必要のない〈そうであることが有利な

4条件である場合はあるが〉ことが了解されるであろう。

議~ 5 

(1) lJZ切はやがて綴図や号事意義歩約概念な用いて張主解されるようになるが，ぞれ

はごど史的に後から発達撃した方式と考える。

(紛 ~ 3数(3)差是索。

(坊や思議文128，1964年第1瀦， pp. 1-18. 

(4) 附論文 p.18.

(5) 仁鍔雲寺考jく了斎音寺修養護護霊j波書[11957 所以本〉著書六， 十二了。

三五カ f意義務音頭J(北京泌総)pp.37-38にもp 怒らく際濃に拠って，荷主義の

窓、~が述べられている。橋本万太郎民の主主窓によワこれを知った。

24 
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敦爆毛詩音残巻反切の研究 (上〉

6. 反切の唱え易さ

上述の見地から見るならば，反切の口唱が円滑に遂行されることー→

つまり反切の唱え易さーーを支配する主要な保件として，次の二つがあ

ったと思われる。第ーは，口n自にあたってとり除かれる部分としての上

字韻母と下字声母が，なるべくとり除かれ易い音的性質をもつこと，第

二は，口唱にあたって結び合わされる部分である上字戸母と下字韻母

とが， なるべく互に結び合わされ易い音的性質をもっということであ

る。まず第一の保件から説明を加えよう。

上字韻母、下字戸母には，その音声学的性質によって，その調音をゆ

るめてとり除くことが比較的に困難なものと，比較的に容易なものとの

の違いがあった，と思われる。閉鎖のかたい音は閉鎖の柔かし、音に比べ

て，その調音をとり除きにくいであろう。円唇や張り唐など居の積極的

なかまえを伴なう音は，然らざる音に比べてその調音をとり除きにくい

であろう。また舌の感覚の敏感な部分で調音される音は，その鈍感な部

分で調音される音に比べて，とり除く力が加えられたときそれに敏感に

感臆して抵抗するであろう。音色の上からいって，するどい音色や多量

の騒音を伴なうことによって耳だっ音は，聴覚映像がそれだけはっきり

しているために，上字声母と下字韻母との結び合せを中間にあって妨害

する程度が高かったで、あろう。上字韻母、下字戸母が，これらの意味に

おいてとり除き易い音であるほど，その反切は唱え易く，とり除きにく

い音であるほど，その反切は唱えにくいと感ぜられたで、あろう。

第二の保件について説明する。音韻的にみた場合には，上字声母、下

字韻母はそれぞれ帰字芦母、帰字韻母と等しくおかれているのが原則で

あるけれども，音戸的にいうならば，それらが互に全く等しいことはあ

りえなし、。なぜ、ならば，それらが互に音韻的環境を異にする以上(音韻

的環境が全く等しければ，上字、下字ともに帰字と全く同音になって，

反切は意味をなさなくなる)，音韻的環境に支配されるものである音声

-25 -
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は，多少とも異なった姿をとらざるをえないからである。したがって，

反切口唱に際して上字芦母と下字韻母とが結び合わされるときには，そ

れらは多少とも音声的な改変を受けた上で，それぞれ帰字声母、帰字韻

母として収まることになる。 必要とされる音声的改変の幅が小さいほ

ど，上字声母と下字韻母との結びつきが容易であり，反切はそれだけ唱

え易いと感ぜ、られたで、あろう O またその際，上字声母を調音するかまえ

をあまり変えずに，そのまま帰字の音を唱えにかかることができるのも

反切の唱え易さを増したで、あろう O それでは，上字声母、下字韻母を音

声的に帰字声母、帰字韻母にそれぞれ近ずけるにはどうすればよいか。

それらのおかれる音韻的環境を帰字と〈全く等しくならない範囲で〕な

るべく共通であるようにすればよし、。つまり，上字芦母については，帰

字韻母の中に含まれ帰字声母に一定の音声的特徴を与えている要素を，

上字韻母もまた閉じく含むようにするならば，その特徴に関して上字声

母は帰字声母に等しくなるわけで，上字韻母がこのような要素を多く含

むほど，上字声母は音声的に帰字声母に接近してゆく O 下字韻母につい

ては，下字声母の調音が帰字声母に近いほど，下字韻母は音声的に帰字

韻母に接近してゆく。

また第二の僚件は，同時に次の面からも反切の唱え易さを高めるもの

であった。 上述のように， 上字声母を音声的に帰字声母に近ずけるに

は，上字韻母が帰字韻母と共通の要素を含むようにすればよかった。と

ころで，上字韻母が帰字韻母と共通に含む要素は，下字韻母もまたそれ

を含むから，上字韻母におけるそのような要素は，反切の口唱に際して

実際は除去されてしまうのではなし下字韻買におけるそれと同じ要素

の上に重ね合せられて，帰字韻母へと伝えられることになる。たとえて

いえば，上字韻母におけるかかる要素は，反切口唱において上字声母か

下字韻l母につなぐ‘のり代'の役目をするわけであり， ‘のり代' が広

くて純粋に除去される部分が小さいほど，反切はそれだけ唱え易く感ぜ

られたと思われる。

-26 -
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敦埋毛詩音残巻反切の研究 (上〉

7. 唱え易さから見た切韻反切と敦煙毛詩音反切

反切の唱え易さを支配する二つの僚件に照らして眺めると，切韻反切

では，第一の保件を利用することによって反切の唱え易さを獲ょうとし

た面が大きL、。上字韻母に Muを含まないものを多く用いること，奥

舌 Vを含むものを多く用いること，E としてゼロや/-I)， -k -rn，/の

ごとき奥舌性の音を含むものを多く用いること，下字声母として見組や

来母の使用が多いこと，次清音の使用が少ないこと，これらはすべて，

反切口唱に際しとり除くのが容易な性質の音を好み，とり除きにくい性

質の音をなるべく避けるとL、う選択志向のあらわれとして理解すること

が可能であるの。切韻反切が第二の保件を利用している点としては，上

字韻母の直・拘を帰字韻母に一致させていることがあるO この一致によ

って，口蓋化の有・無の相対的な大別に関して，上字声母が帰字声母と

同じ音声的特徴をもつように図られているわけで、あるO 声母の含む音声

的諸特徴のうちで，音色ならびに調音の変化よりみて，口蓋化はもっと

も著しい特徴であるから，とくにこの点について上字声母と帰字声母と

の一致が必要と認められたのであろう。下字声母として帰字戸母と同じ

声母組に属するものを用いる傾向がある程度認められるめのも，第二の

保件による反切の唱え易さを狙った点と解される。

敦:埠毛詩音反切では，第二の保件を利用することによって反切の唱え

易さを獲ょうとした面が大きL、。本論でいま一度詳しく述べるが，上字

韻母が V および A~B の類別に関して帰字韻母に一致する原則は，

それらを保件として生じている口蓋化の程度の差異について，上字声母

の音声を帰字声母に合せようと図ったものに他ならな L、。 上字韻母が

開。令に関して帰字韻母に一致する原則は，居音化の有無について上字

戸母を帰字声母に合せようと図ったものに他ならない。上字一帰字の

開・合一致において，属音 E属字の一部が合口的性格を示すのは，属

音 Eの同化作用により，介音にあたる位置に一種の円層的調音の生ず

ウ
d
ηJ
“
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ることがあったためで、ある，と考える。 Eや Tに関しての一致が図ら

れていないのは，これらの要素が声母の音声的ニユアシスに影響する度

合いが，Mi、Muや Vに比べて低かったためと解される。これらの要

素については，第一の保件の側から選択の加えられた点が見出される。

第一の保件を利用した方法は，いわば消極的な面から反切の唱え易さ

を獲ょうとしたものであり，第二の保件を利用した方法は，積極的な面

から反切の唱え易さを獲ょうとしたものであるO したがって，より高度

の唱え易さは，切韻反切よりも敦煙毛詩音反切の側において達成されて

いた，といえるであろう O 切韻系韻書などの反切の中には，一部ではあ

るが敦;埋毛詩音に似た反切も混じて用いられている。これらは，より唱

え易い反切を作ろうとの志向が個別的な場合について作用したことに由

る，と解せられるが，敦煙毛詩音反切は，そのような個別的な場合の経

験から一定の原則を引き出して，反切一般にそれを適用して作られたも

のであろう O その原則化がどのような人びとによって行われまた伝承さ

れたか，これは興味ある問題であるけれども，現在のところそれを解く

手がかりはなL、。このような反切が今のところ敦煙毛詩音反切だけに見

出されるのは何故か。韻文である毛詩は特に音読が重んぜられてやかま

しかったと考えうるから，そのためとくに毛詩の音注家の一派の手でか

かる反切が発達させられた，とL、う可能性はあるが，或は俗間で更にひ

ろく用いられていたものが単なる偶然から毛詩音にだけ遣っているのか

も知れない。また，これと同時代あるいは以後の時代でも，反切資料の大

多数は依然として切韻式の反切を主体とし，今日遺る資料でみるかぎり

敦;埋毛詩音式の反切があまり普及しなかったのは何故か。恐らく，切韻

式反切が六朝以来の永い伝統によって正統的な反切と見なされており，

新しい工夫を加えた反切は，正統的反切に見られぬ文字を多く使って目

ざわりな異端として，排斥される空気があったのではなかろうか。正統

的反切の唱えにくさは，反切そのものを変えるよりは，反切解釈の補助

手段としての韻図や等韻学的概念の利用を発達させて補ったのではない

-28 -

.... 



敦:崖毛詩昔残巻反切の研究 (上〉

かと思われる。

註 S7 

(1) 陵氏論文に対する私の批評論文 (s3註(3))の中で，この点に関しより具

体的に述べてある。

告) 陸氏論文 pp.362右欄に， 1類帰字をあらわす反切についてこの点の指摘

がある。

8. 慧琳反切との比較

反切構成の原則に敦短毛詩音反切と共通する点の多い反切としては，

慧琳「一切経音義J(784~807撰〕の反切と，徐僧「説文解字繋{専J (¥，、

わゆる小徐本説文〉の反切とがある。 後者の反切は 10世紀南唐の朱新

の撰になるものだが，詳しい研究が未だなされていない1)0 ここでは，

前者の反切について，敦;埠毛詩音反切との簡単な比較を行っておく。

慧琳音義に含まれる大量の反切は，黄体伯「慧琳音義反切孜JZ)で整

理が加えられているO それによって見ると，慧琳反切では，上字韻母が

Mi、 Mu、 V(の類〉、 A~B を帰字と一致させる段階よりも更に進んで

個々の Vおよびさらに E に関しても一致の図られる傾向がつよく，そ

の結果として，帰字と Tだけが異なる文字を上字にあてた反切が非常

に多く見られる3)。河野六郎博士が唐韻(上去声を含む〉と入声鐸韻にあ

たる部分の反切について統計をとられた結果ではベ (A)上字が帰字と

T だけが異なりあとは全く同音であるもの;25.3%， (B)上字が帰字

と Ej-fJj : j-kjの点でのみ異なりあと全く同音であるもの;36.4%， 

であり， (B)における E の違いを声調に関する平上去:入の違いと

見なすならば，じつに反切の 6割以上が，帰字と声調だけ違う文字を上

字に用いていることになるO これは，慧琳音義反切の全般につh ても，

ほぽ同様に認められる現象であるO

帰字と Tだけ異なる上字を用いた反切は，唱え易さの点では甚だす

ぐれたものであったろう。上字声母は音声的に帰字戸母と極めて近くな
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るわけであるし，また，上字をまず唱えておいて，その音を平上去入の，

相配関係によって下字の示す声調へと転読する，とL、う反切の唱え方も

拓かれたわけで、ある。しかし他面では，上字を選ぶ音的範囲が局限され

ることによって，誰もがその音を知ることのできる比較的易しい文字を

上字に得られない場合が増してくる。また，一つの声母をあらわすに一

定した少数の上字が用いられるということは，その文字になじむことを

通じて，反切の唱え易さを確保するやはり一つの条件であったと思われ

るから，慧琳反切のように上字の種類が極端にふえるのは，この意味で、

もマイナスの要因であったろう。これらの点を考慮に入れるならば，敦

煙毛詩音反切が上字韻母をそこまで帰字韻母に一致させる途をとらなか

ったのは，方法的な未発達というよりも，却って意識された適切な抑制

であったのかも知れなL、5)。

敦;埋毛詩音反切では， 上記 CA) CB) 型の反切を原則化して作る

ことをしないばかりでなく， たまたまそう L、う反切が生じるような場

合には，上字をとり替えることによって意識的にそれを避けたと思われ

る徴候がある(本論参照おその結果として，敦;埠毛詩音反切の中には

CA) CB)型の反切は非常に少数であり， ことに CA)型はごく少な

い。恐らく，これらの型の反切では下字の機能が実質的には帰字の声調ι

を示すだけに退化してしまっているのを，反切として不自然だと考えて

それを避けたのであろう。

註~ 8 

(1) 研究として張世禄「朱矧反切考J(説文月刊 4，1944)があるが未見。小

徐本反切を見わたしたところでは，敦:燈毛詩音反切とも慧琳反切とも違う独自の，

点があるようである。

(局 国立中央研究院歴史語言研究所専引j之六，上海 1931. 

(3) 慧琳反切の上字が帰字と等位、関・合を一致させることまでについては，

Y. R. Chao “Distinctions within Ancient Chinese" 日JAS 5-3/4. 1941 

pp. 203~233 ， pp. 207~208 に指摘されている。河野六郎博士は，%次掲 (4) の論

文でさらにすすんで，上字に帰字と Tのみ異なるものが多いのを示された。

(4) 河野六郎「慧淋衆経音義の反切の特色J (東京教育大学中国文化研究会会
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〈上〉

議 5-1，通巻11聖子， 1955 pp. 85~88) p. 86参然。

(紛 慈絡事皮切が (A)(日)~授をき手く潟いるもっとも大ぎな淫E主主主， 或は皮切

の、平づ〈り、に便利でるったためかと段、われる。 3議字喧コ号わともとずく鱒王手なそ予

11ぬこより，皮切のj二学会決めることができ雪るからで、ある。懇淋者義の三きか廃大な

数の皮切を作成するにあたり，この蛮の長所が重視iされたのはありうることであ

る。

9. 敦燥Ee詩音皮切の音鱗史的価値

ように，

反切であり，反知法の

ぐれた性能合宥する

中に重要な位置さど与えらるべきものと考

えられる。また，このような友拐さげ作ることが可能となった背景として，

・合などに穏当ずる等韻学的な抽象観念のかなりな成熟が存

したであろうことが撤定され，この意味でも議選できぬ反切であるC こ

れらは敦煙毛持務皮切のいわば音頭学史的な鵠値であるが，

この留についてこれ以上の分析をど行う用意がない。

数:盟三長持音反協は音義護学史的に興味ある長切であるによとまらず，

史さど再構ずる史料として，独特の大きい価値。をもってし、る。すなわち，

と帰学韻母2こが多くの要素にわたって互に一致するよう反告が

構成怒れているのを逆に利用して，音備に疑問のある一部の韻母につい

て，そ られる場合があるcタnえば，

Vが前苦であるか奥舌であるか，の点で王者側に議鵠のある揃音韻母に寵

しでは，字詰・見鎧戸母とそれが結令した場合に，上学一帰学の頚母類一

致の原料のかで， A類またはB類とし〆ての行動をとるか;それともC

としての行動をとるかな，敦;臨屯詩音皮切につし、て調べればよし、。もし

前者であるならば Vは前芳，後殺であるならば Vは後者である。この

，Vの類JJ!jだけでなく ，A~B， 障・合などの区J.jljについても向

様に適用できる。また，震音E嘉の綴母が開・合いずれの側に立っかを

議べることにより， γグ/レーヅの中における Vの広狭の違いな

推定で、ぎる場合がある。 1) る脅穣体系は切韻方
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言ぎのそれにかなり近いものであるから，このようにして得られた音聞の

知見は， 唐代音韻史の段F誌を示すものとして{函{設なもつだけでなく，

る音{蕗に関する器重量な問題を解くのに寄与でき

少〈なし可。慧琳反切ではそ巴め映する Vの合流が況に生

じたとえばC類韻母は大部分B類韻母とな q ているために，制音韻母

における Vの官官・奥については， 皮切の上からその区別をうおる手がか

りが失なわれている。このような底部をよく保存している立でも，

主主詩音皮切の る。

る諸種の原則や傾向の背後には，それら

とし或は妥当と ， かならず存在したと考え

られる。このような原因の解明を還とて，皮切の皮殺する方をきにおける

，かなり微細な点にまでわたって推定できる場合があるG

例えば， 務総・見組戸時をもっ掲音懇節が， 反初構成の原則の上から

A・8・C::三額十こはっきり分れることは，これら戸母の音声的ニニニエアン

スが ， V の諒・奥および A~B を後件として異なっていたことを示ず

もので， されるところとはいえ，じっさいに

皮切の構成から盟関できるのは，興味の深いことである。 iた，皮切構

成の原則に外れた部外的な反切が若干符姦するが，それらには，部韻反

切など缶続的構成の皮切]が前らかの露関で混った場合の他に，

とする理由がとくにあって，そのために例外的な構成がな

されていると解せられ

じてもそれが反映す

る。このような例外鈴反拐の説明

りうる可能性がある。

皮切構成の銀総や傾向を音i髄や音声の推定に役立てることは，切韻!豆

努についても可能であり，この面の研究はー襲開発される必芸きがある。

切韻反罪と数起毛持音反切とでは，構成原則の違いにじて，この酷か

らし出されることがらの範聞が必らずしも持じくないわげである

が，総じていうならば，敦;麗毛詩後皮切にあって拭，その多聞にわたる

義務な際則性のゆえに，より多くの

-32 
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敦短毛詩音残巻反切の研究 (上〉

ることができる，と言えるであろう O

註~ 9 

(1) 本論で述べるように，これらの方法によって，例えば之韻や蒸職韻，軍合

韻などの音価を推定し，或は確かめることができる。

10.文献

本稿でとり上げる毛詩音残巻に関する従来の文献を挙げておく O これ

らはいずれも書誌学的な面を主とした紹介や研究で、あり，音韻史的な研

究には殆ど及んでいない。

S. 2729 

① Lionel Gi1es Dated Manuscripts in the Stein Collection， 

(Bulltin of the School of Oriental Studies London Institution IX 

1937. pp. 1~25) p.23. 

②Lionel Giles ; Descriptive Catalogue of the Chinese Manuscri-

pts from Tunhuang in the British Museum， London， 1957. p. 

255. 

③ 王重民「敦;埋古籍叙録」北京， 1958 pp. 42~49 (1939年執筆). 

④ 「敦煙遺書総目索引」北京， 1962. p. 165. 

P.3383 

① 小島祐馬「毛詩音義残巻J(小島「敦煙遺書所見録J(四)支那学

6-3， 1930. pp. 83~90 所収). 

② 王重民「毛詩音J (王重民 「巴繋敦;陸残巻叙録第一輯」上海，

1936. 4 丁 ~6 丁，また「敦煙古籍叙録J pp. 36~38所収). 

③ 劉詩孫「敦煙唐写本晋徐遡毛詩音考」真知学報5-1

(1敦煙古籍叙録Jpp. 38~42に節録) (原本未見). 

④ 神田喜一郎「敦煙秘籍留真」京都， 1938.上巻 NO.8図版1.

⑤ 周組諜「唐本毛詩音撰人考J(周租諜「漢語音韻論文集」上海，

1957. pp. 1 ~3. 図版 5 もと 1942).

。。qu 
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⑥ 神田喜一郎「敦僅秘籍留真新編」台北， 1947.下巻，図版 pp-

115~120. 

⑦ 「敦煙遺書総目索ヨIJibid. p.286. 

s. 10 v. 

① 王重民「敦煙古籍叙録Jibid. pp. 31~33. 0938年執筆). 

②L.  Giles Descriptive Catalogue. ibid. p. 230. 

-34 -

~ 

4 



第2部資 料

S.2729残巻

原本写真、校録文ならびに校註

本残巻の原本写真と， それを基に必要な校訂を加えて作成した校録

文，ならびに校訂箇所やその理由等を記した校註を掲げるO 原本写真

は， British Museumより東洋文庫に贈られたマイクロフイノレムからの

複製である。校註には，現在の毛詩とその伝護の通行本、および「経典

釈文」との聞にみられる用字の違いを併せ記した。

戸
内

υ。。



p、J

('1) 

可司「

内~ LO 

(0  

トー

co 

0)  

Eコ

F 

F 

N 

('1) 

可寸

ばヲ

ζD 

ト『

co 

ロラ

Cコ
ぐ可



〈均

<n 
F 

《コ
ぐ可

句炉



ト-
LO 

co 
LO 



，L.Cラ
ト明白

乏。
トー

1'--
トー
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可守
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可ず
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F 

N

F

F

 

円
F

F
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F

F

山
F

F

∞
ご

ド
F

F

∞F
F

 

由工

O
N
?
 

?
N
F
 

N

N

F

 

何
N

F

可
N
F

出
N

F

∞N
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ド
N

F

∞N
F
 

∞N
↑
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校

録

文

並

校

註

校

録

文

並

校

註

凡

例

O
原
影
片
上
字
形
模
糊
或
欄
飲
較
甚
之
字
、
以
目
標
之
。

O
原
影
片
上
錐
依
全
字
、
但
能
推
知
共
処
確
有
其
字
者
、
以
口
補
之
σ

F 

1 

O
原
影
片
上
未
能
識
龍
之
字
、
或
難
現
有
誤
但
未
能
訂
護
之
字
、
以
?
代
之
。

O
残
巻
原
文
多
用
当
時
之
俗
字
、
小
字
注
文
中
出
現
者
側
以
正
字
改
録
(
今
時
亦
慣
用
者
如
「
礼
」

等
未
改
〉
、
大
字
経
俸
婆
文
中
出
現
者
、
議
量
品
川
之
未
改
。

、

O
残
巻
原
文
之
字
形
詑
乱
者
甚
多
、
如
点
画
多
少
不
正
、
偏
努
「
十
木
」
「
宇
白
書
B

」
殆
不
分
之
類
。

此
類
説
字
例
以
正
字
蒋
録
、
不
加
校
註
。

O
残
巻
原
文
例
不
標
毛
詩
篇
名
、
今
在
(
〉
内
補
之
、
以
使
検
閲
。

O
所
加
校
註
中
云
「
原
」
者
、
指
残
巻
照
片
之
原
文
。

O
校
註
中
云
「
院
本
」
、

指
院
元
校
刻
十
三
経
注
疏
毛
詩
正
義
所
載
之
経
文
及
俸
築
文
。
今
用
一

九
五
七
年
中
華
書
局
本
。

会-

O
校
註
中
一
玄
「
釈
文
」
w

指
陸
徳
明
経
典
釈
文
所
収
毛
詩
虫
日
義
。
舟
商
務
限
書
館
一
叢
書
集
成
初
篇

景
印
之
抱
経
堂
本
。

O
校
註
中
引
用
被
加
校
註
之
字
、
即
以
「
|
」
代
之
。

O
東
洋
文
庫
金
子
良
太
氏
現
滞
英
閥
、
特
往
大
英
博
物
館
親
査
原
巻
、
就
原
字
模
一
糊
難
認
之
処
細

加
推
案
、
或
臨
基
字
形
、
以
示
我
共
達
三
十
余
線
、

校
註
中
時
称
「
金
子
氏
云
」
引
用
以
外
、

参
考
之
処
頗
不
少
、
数
記
感
謝
。

L

ハ
関
限
)

匡|
者
放予

臨
流倶n
虞
子元

岐

宜|工b)

一、

2 

盟

惟

第

3 

園
切
一
間
一
割
問
品
川
一
圏
耳
目
国
一
仙
刷
軒
怨
掃
日
参
矧
差
乳
一
一
泊

ω
金
子
氏
一
玄

H

左
右
行
各
似
有
三
字
μ

。
左
行
第
一
字
似
「
鄭
」
、
然
則
右
行
第
二
子
当
是

「
毛
」
、
侠
暫
存
疑
σ

援
釈
文
云
「
遮
品
目
求
毛
一
去
匹
也
本
亦
作
仇
音
一
同
鄭
云
怨
耕
日
仇
」
、

右
行
下
二
字
当
是
相
当
於
「
音
求
」
之
反
切
。
左
行
以
常
母
「
市
」
為
切
上
字
、
当
是
讃

。&
""f 



「
ゆ
撒
い
嶋
榊
「
総
」
之
故
也
。
桝
桝
綴

下
云
「
問
問
也
仇
山
加
、
お
流
切
L
o

友
行
第
一
一
一
ゆ
ず
似

「
流
」
、
不
存
疑
。

金
子
略
的
公

H
此
然
有
一
字
、
字
形
税
納
u
、
臨
翠
之
字
形
似
「
然
い
亦
俄
「
融
問
」
、
存
疑
。

ω
院
中
中
釈
ヤ
〈
倶
作
「
聞
湖
、

川
仰
山
山
本
釈
文
供
作
足
立
、
釈
文
「
本
亦
作
j
」G

A
問
中
丸
官
官
茶
宇
ノ
九
制
民

之
官
加

4 

t 

院
本
釈
文
閣
制
作
「
接
余
」
、
釈
文
「
小
中
談
内
げ

l

此
均
十
綴
係
、
似
一
小
笠
用
、
総
ゆ
ナ
ム
判
制
限
、
脳
陣
批
判
之
。

脱
水
筒
、
釈
文
K
げ
「
液
」
、
一
公
「
ゆ
ナ
又
作

i
」o

院
本
釈
文
供
作
去
さ
。

時
仇
本
釈
火
災
作
「
綴
」
、
釈
文
「
中
小
亦
作

i
」。

来
」
o

F 
d 

干長

滋?号

守安1ぬ

施
淡羊

千
車
齢
制

令
京
総

"7説卿

33 息 (2)
支ぬ考前

-，受
本〉

害総子
i 守二
」 正ぬ (4) 

略説会

総
火
山
山
本
抑
制
作

∞
原
作
「
窓
」
、
関
与
波
中
「
一
議
」
同
字
、

「
緩
い
。

ω
院
本
釈
文
府
間
一
小
見
比
字
、
絞
コ
榔
嶋
崎
油
公
「
古
者
五
后
雌
縮
交
仙
川
1

〕
、
疑
此
巻
一
所
拠
之
本
「
潔
い

仰
げ
「
!
」
、
問
問
此
処
亦
お
「
総
ー
い
「
総
」
二
字
、
放
淡
入
品
向
子
。
然
7
一
行
作
「
女
仙
紙
い
、
与
続

本
国
内
、
成
凝
っ
i
」
・
本
ゑ
「
玄
」
下
之
注
線
写
、
市
誤
作
波
注
点
百
之
字
、
杯
開
航
。

仙W

間
部
作
仙
川
糊
剛
一
a
4
芝
、
与
吐
「
内
役
不
合
、
放
訂
「

l
h

川
判
続
本
棚
机
文
倶
作
げ
「
継
い
。

刊誌

一
M
U
空
中
紅
刈
腕
議
制
鞍
府
警
熊
楠
獣
…
酬

「
送
、
与
定
母
「
簿
」
不
A
A

問
、
品
飢
釘
「
i
」。

院
本
問
、
釈
文
作
「
叢
」
、
一
流
「
俗
作

i」。

脚
部
例
制
叶
抗
日
」
、
当
是
「

i
L
ウ
ん
設
。

続
本
問
、
釈
文
作
「
サ
心
、
云
「
十
品
添
作
!
」
。

官
邸
作
げ
叶
穣
ぃ
、
今
拠
阪
本
致
。
下
文
「
i
緩
い
不
削
柄
。

原
作
淡
品
川
「
釜
」
、
与
意
後
「
掛
ml〕
}
小
九
日
、
故
訂
「
j
」。

釈
文
四
円
、
「
闘
世
。

6 

{わ(6)(語)(4) (ωωω 

" 

7 

玄
枕
糊

同
純
一
脳
衣
…
糊
避
は

百
部
似
従
「
事
い
、
以
討
議
吋
i
」
之
縁
。

附郎内げ時
m
m同
「
成
L
、
与
安
田
品
同
三
州
地
〕
不
合
、
下
字
「
石
」
ぷ
常
時
州
、
仙
紙
訂
「
!
」
。

此
刊
紙
ゑ
「
事
」
、
存
疑
。
釈
す
〈
「
絡
詮
之
背
扇
情
骨
反
L
O

主尊王甘

N.熔

e 

防(2)(1) 
8 

[勾i百
z汝|賞|
也時子

後
活L通
宅主主
事ニZ

総得

久下詩

縁
故
隠線

(4) 

側
一
令
望
匡
脊

58 



9 

ω
原
作
庚
韻
二
等
「
生
」
。
「
清
」
釈
文
云
「
如
字
、
枕
音
浄
L
、
按
「
如
字
」
指
清
韻
清
母

之
音
、
「
音
浄
」
指
劾
韻
従
母
之
音
。
右
字
「
秦
」
是
従
母
、
此
処
反
切
蓋
是
相
当
於
後
一

音
者
、
故
訂
「
生
」
為
効
韻
「
性
」
。
二
等
「
生
」
不
応
切
=
一
等
「
清
」
亦
其
努
詮
也
。

R
一二

三
八
三
残
巻
第
四
十
二
行
「
清
」
下
亦
有
「
秦
性
」
反
。

ω
原
似
「
九
」
、
亦
似
「
凡
」
、
存
疑
。

同
原
亦
似
「
免
」
、
「
免
」
「
l
」
点
目
岡
、
暫
為
「
|
」
。

ω
院
本
釈
文
倶
作
「
頃
」
。

制

易

盈

恥

寅

彼

悶

周

行

鵬

捗

官

官

官

噺

使

習

指

ωω 
即
「
盈
」
字
。

原
作
一
等
「
竣
」
、
与
二
等
「
抽
出
」
「
殴
」
不
合
、
故
訂
「
|
」
o

(
謬
木
)

10 

毘
磐
噛
附
芳
一
山
積
一
山
一
組
一
れ
・
清
嗣
痛
刊
行
一
叩
謬
蹴
妃
逮
賠
嫉
一
尚
一
助
一
蹴

ω
釈
文
問
、
院
本
作
「
館
、

ω
原
作
荘
母
「
爪
」
、
与
見
母
「
餓
」
不
合
、
故
訂
「

I
」。

文
不
毎
註
記
。

刷
院
本
問
、
釈
文
作
「
硲
」
、
云
「
本
亦
作

l
」0

ω
院
本
釈
文
倶
作
「
時
」
。

原
巻
「

l
」
皆
作
「
爪
」
、
下

(
金
斯
〉

11 

基
勅
回
紫
一
的
夏
一
配
地
ポ
只
位
綾
田
待
問
主
的
説
〉
〉
叫
昨
日
聡
結
婚

ω
院
本
釈
文
倶
作
「
議
」
。
按
釈
文
「
官
同
」
下
云
「
本
亦
作
品
京
」
、
次
項
「
累
」
下
云
「
本
又

作
l
」
、
此
行
「
|
繋
」
二
字
当
是
誤
換
者
、
而
「
暴
」
当
-
訂
「
呆
」
也
。
今
研
閏
仰
之
。

ω
参
看
註

ω。

制
原
作
明
母
「
亡
」
、
与
章
母
「
只
」
不
合
、
故
訂
「
|
」
o

ω
金
子
氏
云

H

此
処
成
依
口
u

。

伺
釈
文
問
、
院
本
作
「
位
指
」
。

(
桃
天
〉

(
兎
宜
)

12 

組
振
と
翻
揖
捌
執
単
一
叩
…
桃
天
願
細
腕
一
肌
責
措
棄
と
側
宜
肝
椋
一
附

13 

ω
院
本
向
、
釈
文
作
「
繰
」
、
云
「
本
亦
作
|
」
。
原
従
「
角
」
誤
。

ω
原
有
汚
損
、
当
是
「
!
」
o

参
着
七
十
三
行
「
較
」
下
「

i
」
字
。

打
と
桝
早
口
町
村
持
越
酎
干
鯛
汗
四
禦
一
回
難
問
施
一
均
五
時
断

院
本
釈
文
倶
作
「
丁
」
。

。)

(g 



(2) 
〆ー、ノ

ヲf;(II託
宣j運委
}、 7
」是

主与
従
叩寸

禾
k 

Wド

文
不
;;.;;; 
τ蔀
詮
言己

ハ紺桝蜘桝〉

14 

鮒
的
い
、
後

2
2
h
M
寸
日
/

午
U

1

1

万
J

王手主主

潟か)

石怠

嬢
tお耳5

音総

結切

綴 (2)
給邦l

司被塁壁

紙

宙

紛)ω
似
品
中
釈
す
〈
m
m
作
「
白
押
」
。

阪
本
向
、
釈
文
作

、
一
氏
「
一
本
作

l
」。

15 

制
一
域
一
問
機
鮒
息
勝
目
紅
白
仰
向
一
線
一
九
日
派
…
締
約
均

∞
原
作
小
銃
吋
蜘
W
H
与
一
陣
母
「
緩
い
…
小
合
鴨
放
訂
「

i
h

拙
W

総
本
釈
十
〈
調
偶
作
「
喬
」
、
釈
す
〈
ー
っ
本
赤
作
j
L
O

防
府
部
従
「
火
立
」
、
羽
…
札
結
「

i」
之
致
。
崎
郡
!
務
品
物
議
終
述
議
。

承
掛
地
問
温
氏
削
減
媛
、
数
知
山
摺
持
論
。

M
W

原
作
「
米
い
朝
獄
。
此
下
宿
部
品
侭
「
闘
夜
、
当
一
筋
也
、
今
捌
α

或
関
紙
叶
内
崎
」
4
A

「
為
」
之
識
問
。

附
郎
作
「
忍
」
誤
。

原
従
「
一
言
い
談
。

阪
本
糊
帆
父
抑
制
作
「
跡
的
」
、
釈
文
一
双
「
ホ
が
ん
作
潟
又
作
静
作
成
作
!
銀
関
川
、

K
M
?
L
U
醤

議

4
c
h

紘
学
之
町
…
…
川
淡
波
解
釈
、

〈わ (6)

〈
汝
境
〉

16 

綴主5

朱語障

壊
文主主

僚
枚 (1)
事f>ァド

結
H後年

飢
言語rfl
文書苦

{立}餓反

難
ニ主主

愈
支持部

包}

原
総
ぬ
学
、
当
務
。

絞
「
相
桃
」
学
之
義
甚
問
問
、
…
小
枕
付
脇
村
引
制
隔
文
也
。
幾
ム
サ
〈
下
始
有
「
説
文
飢
餓
」

ハ
今
治
文
相
知
是
)
、
後
問
問
鋭
文
下
仏
同
一
お
「
餓
也
、
転
写
閥
遂
設
成
「
的
挑
ん
下
え
注
文

也
。
今
川
W

之。
(
瀦
之
肱
〉

17 

点勅

問
一
療
問
4

〆
~
定
問
題

表
滋ガ

鵠
巣
第
二

18 

栄 吉事j
沓林(1)巣:
日露収)"-/
勝式

勾規

税わ}

八Eた

六臼

雨
立正カ

語い)
嫁顔

嬢
鐙食

雄
総慾

競
干昔主義

繋
蓑主主

ω
「
幾
い
不
当
脅
寸
林
」
、
殺
釈
文
「
録
、
銀
、
七
絡
反
、
宇
品
特
品
作
機
句
協
拭
品
拘
巻
亦
仏
間
作
「
級

以
尚
一
郎
」
、
後
紙
芝
関
山
「
機
」
与
「
件
」
一
一
段
、
一
問
削
」
設
作
。
会
込
山
之
米

改
、
仰
一
「
品
件
後
」
一
小
割
問
音
注
総
世
相
次
。

総
統
小
中
開
問
、
釈
文
一
作
「
戸
」
1

絞
文
一
「
・
本
又
作
i
」。

川W

回
開
従
「
木
」
、
当
非
。

川W

段
本
釈
文
m柄
拘
げ
「
蜘
側
汁
釈
文
「
本
亦
作

isy

i
酔
G

I
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1野i之

王手祭。}

繕
{屯蒲

渓 (2)
令翌表

澗
主義最寄

鑓
芯尺

家主炎

(3) 

糊
被
級
品
湿
量
一
蛾

ω(紛倹)り)

原
作
澄
母
「
夜
い
、
与
掛
柏
崎
坤
「
日
批
」
不
合
、
故
抑
制
「
!
-
1

院
中
ホ
釈
本
倶
作
「
駅
間
L
o

出
部
作
げ
吋
機
」
線
。

原
作
見
母
「
轍
概
'
円
、
附
則
μ
サ
上
字
「
剛
糊
い
同
期
閥
、
潟
ベ
吋
捌
断
。
故
訂
渓
母
叶
f
iぃ。

ハ前中胤糊…〉

一
…
童
繁
一
時
一
郎

b
m曙
ヒ
一
問
題
と
暫
縦
一
肝

20 

勅

↓

合

…

〉
〉
中
鼠
議
到
降

(3)(紛ω
原
作
白
地
均
一
ー
公
ぃ
、
被
注
字
諸
情
母
、
欽
附
…
削
「

l
L。

釈
文
向
、
路
木
作
げ
叶
制
緩
九

開
郎
捌
献
十
忙
反
初
出
之
下
、
今
蕊
之
。(
釆
毅
〉

今

悦
学

21 

終
夜
畑
明

江
刷
費
峨
糊

(1) 

滅芥

懐

祭料

能

一何十一ハ祭一欄

ωむ)
22 

院
本
釈
文
供
、
釈
す
〈
「
本
又
作

i
」
o

w
郎
作
「
説
」
、
当
誤
O

C

怠

描

w
t批
判

芥

施

者

反
麻
来
援
一
経
鴻
ね
刑
判
明
え
期
間
一
民
議
南
一

道員事

務

総終

盤{の
i産|顔
先

〈紛忽}
23 

嫁
見~ 原原
選芸 作作

征隊雇

。)L"
静養

以
湘
良怠

錆
ま奇裏手

議 (2)
務派

治
主主欽

(3) 

ゅ
…
義
路
線

〈め(2)(1) 

脚
部
作
「
湾
、

院
本
釈
父
摘
紙
作
「
宜
主
、
釈
文
「
小
車
川
又
仰
げ

i」。

院
本
局
、
釈
父
作
「
針
」
、
一
云
「
本
或
ぬ
け

i
L
O

(劫

24 

官者ヰ主

詩台}

もま{語i
侠

週
華空3笠

%ω 
皆J;!p
作警察

。):1:，吉
他憲

主主斉
i比泰
也

盛

均
一
蔽
酌

徐大(的

川W

統
本
釈
文
摺
間
作
「
鵡
川
aN
出
帆
文
「
本
亦
作

1
%

削
W

釈
文
開
門
、
出
比
本
作

2
認
可

川W

此
恐
ゑ
「
糊
澗
」
之
摺
師
、
暫
初
念
品
木
前
刷
。
必
夜
幾
字
之
遥
潟
、
多
綴
鋭
文
禾
却
部
一
「
瀦
」
…
F

段
玉
裁
持
出
。

川
抑
制
船
学
難
認
、
当
息
死
「
!
い
た
総
字
。

同

w

原
作
附
市
川
同
「
炎
」
、
与
定
録
「
裳
い
本
会
、
放
訂
「

i
」o

申主
許圃他
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務 (1)

勿

鋭見之 (3)

抜
八苦多

猷ω
十回

諮
入英

研紛

総創刊

況
木
釈
す
〈
際
的
げ
「
幡
市
」
。
此
下
当
夜
様
。

品仙ゆ中
4

・
削
船
脚
仏
月
輪
部
認
、
金
子
氏
一
流

nmゑ
「
列
」
u
o

「
柑
拙
い
以
淵
縫
酬
明
M

鋭、

厳
作
端
母
「
中
米
」
、
与
察
部
州
「
説
」
不
合
、
放
釘
吋

l
h

時
山
水
料
帆
文
儀
作
「
同
蹴
」
。

附
肌
従
士
庁
。

爵
儲

主義ミ子

変

活布

(5)弘)(めωω

故
訂
「

i
ぃ。

26 

輸
調
女
一
れ
獄

文;吟1

J鳥主党
ロ綴

ネL
材 (4)
獲1lI!I
的
勺客室

(3) (2) (。
時
抗
本
作
「
相
秘
L
O

隊
小
柄
拘
帆
文
m柄
拘
げ
「
靖
」
、
恐
「

i
L
滋
ゑ
「
鴻
」
え
誤
、
ム
吋
脳
波
品
川
之
。

金
子
氏
一
式

H

成
後
円
μ

、
令
中
不
可
識
μ

。

釈
文
期
間
、
阪
本
的
げ
「
純
」
。

(
殺
其
家
〉

27 

訟
約
五
日
俄
…
問
英
一
肌
委

一
ザ
欣
一
鱗
諜

地位)

。}
容，@

続
逗t怒
議
用扶

五

{的 (2)(1) 

時比中
4
K汁
刊
1

総
い
、
釈
文
作
「
官
」
、
釈
す
〈
「
4
4
又
作
品
加
」
。

釈
仲
人
間
問
、
院
本
作
「
蛇
」
。

原
作
「
絞
」
、
今
欽
釈
す
〈
「
均
十
亦
作
|
」
致
。
院
公
翻
机
文
用
問
作
「
従
」
。

28 

回総

j笥浴

日良 (1) 
嫁行

州
自
凶
器
一
号
泣
箆
酷
…
料
品
俊
一
山
崎
被
融
問
一
軒

(的 (4)(3)紛ら)

開
郎
従
「
白
」
非
。

院
本
作
「
以
」
。

院
本
釈
か
〈
抑
制
作
「
跨
」
o

泌
ド
当
有
志
日
注
。

時
間
本
釈
文
供
給
げ
「
務
」
。

29 

議
宵
齢

カJjI(;
券
絵~IJ

与
昂 (1)

飽務
A. 

抗

議主総
ドつ時

勢11も

{汚j苫

川

w

際
作
「
日
勾
」
談
。

俗
一
原
作
〔
恥
怖
い
線
。

お



ト

30 

(
野
有
死
麗
)

渚
開
山
道
一
一
一
明
時
壁
一
イ
死
麗
一
帆
悪
蹴
殺
舶
僕
岡
山
耕
一
榊
茅

原
作
験
談
「
即
」
、
与
繍
韻
「
噺
」
不
合
、
故
訂
「

i
」。

原
作
宵
韻
「
夫
」
、
与
屋
韻
「
鐙
」
不
合
、
故
訂
「

l
」。

院
本
向
、
釈
文
作
「
蜜
」
、
釈
文
「
本
亦
作
|
」
。

院
本
釈
文
倶
作
「
椴
」
。

(必 (3)(2)仕)

(
何
彼
後
会
〉

31 

純
一
向
脱
畑
感
耐
一
耽
蹴
使
n

一
竺
糊
吠
献
一
模
碍
厭
畑
一
径
績
糊

原
作
四
等
A
類
「
吉
」
、
与
一
等
「
感
」
不
合
、
故
訂
「
!
」
。

「
l
」
敢
韻
字
、
与
感
韻
「
感
」
不
合
、
疑
是
感
韻
「
耽
」
之
誤
、
今
暫
初
之
。

此
下
当
有
音
注
。

院
本
問
、
釈
文
作
「
給
」
、
云
「
本
又
作
|
」
o

原
作
見
母
「
故
」
、
与
限
母
「
績
」
不
合
、
下
字
「
憤
」
亦
見
母
、
故
訂
「
|
」
。

(
脇
虞
)

(5) (心 (3)ωω
32 

総
団
唐
一
様
臨
検
一
肝
移
付
締
…
糊
輪
伸
一
呑
一
蹴
蒐
胞
則
王
肝

(1) 

此
一
項
当
在
「
唐
様
」
之
前
、
暫
仰
之
。

33 

彼
苗
州
霞
蹴
萱
護
防
犯
机
牝
研
一
従
班

都
栢
舟
第

ω
院
本
釈
文
倶
作
「
犯
」
。

ω
原
従
「
ま
」
誤
。
院
本
釈
文
倶
従
「
家
」
、
釈
文
云
「
字
又
作

l
」。

ω
院
本
釈
文
倶
作
「
部
」
、
釈
文
「
本
又
作

l
」。

ω
院
本
釈
文
倶
作
「
柏
」
、
釈
文
「
字
又
作

l
」
o

伺
原
脱
此
字
、
当
補
。

(
柏
舟
〉

34 

汎
彼
鰍
倣
帥
茄
一
航
度
綿
一
様
一
酔
巻
飢
逮
一
畑
一
選
一
矧
慌
一
畑
一
情

ω(1) 

原
作
清
母
「
七
」
、
与
見
母
「
援
」
不
合
、
故
訂
「
|
」
。

院
本
釈
文
倶
作
「
柊
」
、
釈
文
「
本
或
作
|
」
。

(
緑
衣
)

35 

ωω 

村
憧
蹴
侮
~
日
程
旧
撃
醐
山
刑
蹴
迭
縦
巌
組
憤
酎
一
緑
一
航
跡
昨
上
僧

(2) (1) 

院
本
釈
文
倶
作
「
寝
」
。

院
本
釈
文
倶
作
「
砕
」
、
釈
文
「
本
又
作
|
」
。

品
じコ



36 

(
燕
燕
〉

判
官
官
綿
一
緑
閲
蹴
鞠
旭
…
織
一
時
停
…
相
訪
一
肘
凄
管
枇
山
吉
一
宮
内
相

37 

ω
釈
文
問
、
院
本
作
「
問
」
o

ω
原
作
「
乙
」
、
当
訂
「

l
」。

る
」
)
而
誤
者
。

差
雄
一
池
醐
憤
棚
、
悌
服
部
副
之
櫛
充
臨
昨
日
下
上
献
感
激
醜

此
蓋
是
渉
一
章
尉
伸
文
「
燕
燕
恥
也
」
(
釈
文
云
「
恥
本
又
作

(3) (2) (1) 

原
此
項
重
出
、
今
澗
一
。

院
本
釈
文
倶
作
「
旗
」
。

釈
文
岡
、
院
本
作
「
伶
」
。

38 

ハ
日
月
)

氏
任
縦
一
昨
心
塞
服
以
晶
一
副
州
呼
刊
顧
一
円
猶
曾
酎
冒
鞍
畜
一
寸
卒

ω。)
原
作
「
民
」
誤
。

原
作
「
呼
」
o

39 

ハ
撃
鼓
)

慨
語
浪
納
暖
殻
担
悼
一
一
旦
薬
師
且
喧
一
時
一
玖
一
一
直
己
一
同
一
撃
一
瞬

ω
「
l
」
一
等
、
「
諜
」
一
一
一
等
、
疑
「
|
」
或
為
「
略
」
之
誤
、
今
暫
品
川
之
。

ω
院
本
釈
文
倶
作
「
笑
」
、
釈
文
「
本
又
作
|
俗
字
也
」
。

川
明
原
従
「
山
」
非
。

ω
院
本
釈
文
倶
作
「
咳
」
。

伺
原
作
「
繋
」
誤
。

持
一
針
子
掲
一
服
一
弊
邑
棚
錯
駄
域
漕
射
仲
時
麦
喪
雌
還

(
終
風
)

40 
(3)ω(1) 

此
上
原
有
切
語
、
前
行
末
重
出
、
今
測
之
。

院
本
作
「
倣
」
。

院
本
釈
文
供
作
「
鎧
」
。

41 

(
凱
風
)

嗣
契
同
町
教
糊
約
一
一
子
借
一
町
瑳
淘
腕
信
艇
虹
願
凱
一
一
慰
時

(め (2)(1) 

原
似
「
耕
」
(
「
称
」
)
、
存
疑
。

原
似
「
式
」
、
存
疑
。

原
作
「
割
問
」
、
蓋
渉
「
1

風
」
之
「
風
」
而
詑
一
位
。

tと



， 
予

(
雄
娘
)

42 

彼
一
耕
一
宮
市
夏
仰
天
主
一
一
叡
腕
波
一
蹴
一
同
一
馴
院
一
騨
好
耕
一
旅

(2) (1) 

院
本
釈
文
倶
作
「
赫
」
、
釈
文
「
俗
作

i
」o

原
作
精
母
「
即
」
、
与
来
母
「
柴
」
不
合
、
故
訂
「
」
。

43 

教
一
一
世
主
畔
奮
訊
相
自
胎
一
一
伊
阻
醐
作
菊
一
村
迭
時
蹴
牌

ω(め(幼(。
原
似
「
奮
」
非
。

原
作
「
云
ー
」
、
庚
韻
云
「

l
」
之
俗
体
。

釈
文
岡
、
院
本
作
「
訟
」
o

院
本
釈
文
倶
作
「
繋
」
。

(
砲
有
菅
薬
ν

44 

不
伎
一
蹴
済
有
識
由
膝
一
一
則
掲
仰
賢
与
不
一
月
一
欄
一
蹴
駕

住)

此
項
当
在
「
減
」
之
前
、
暫
品
川
之
。

45 

一
叶
一
恨
融
不
濡
耕
一
九
四
月
之
牡
一
一
漬
鯨
由
軸
智
雄
と
一
矧
旭
班
治

ωω 
院
本
釈
文
倶
作
「
軌
」
。

「
|
」
去
声
、
「
畿
一
」
平
声
n

此
疑
是
「
恭
」
之
誤
、
暫
品
川
之
。

46 

(
谷
風
〉

蛸
未
件
特
仰
鵬
一
合
一
畑
備
促

M
鑓
哩
封
蹴
非
職
萄
一
虻
根
室

(2)包)

院
本
釈
文
倶
作
「
印
」
、
釈
文
「
本
或
作
|
」
。

此
三
字
似
従
「
十
」
、
当
是
「

f
」
之
説
。
院
本
釈
文
倶
作
「
也
勉
」
、
釈
文
「
臨
本
亦
作

i
」。

47 

一
か
畿
一
雄
我
叫
誠
一
ア
日
茶
刷
費
制
宴
λ

ぷ
一
佳
一
概
濁
…
時
淀
旨
城

ω
此
項
原
作
「
財
時
」
、
按
此
係
鄭
築
寸
送
我
裁
於
門
内
」
中
「
裁
」
字
之
注
文
、

当
謂
其
義
、
「
財
」
当
謂
其
音
者
、
故
訂
如
此
。

ω
院
本
釈
文
倶
作
「
爾
」
。

「
縁
」

48 

祉
一
品
我
一
府
組
以
捕
時
閲
雌
旬
旬
時
憧
一
ヴ
騨
一
師
一
員
一
円
嘗
一
対

"'" yl 



49 

蔽
…
相
凱
駄
毒
一
賢
一
宮
ふ
以
御
国
洗
剤
潰
醐
胎
一
戸
建
畔

金
子
氏
云

H

明
是
「
器
」
μ

。

院
本
釈
文
倶
作
「
諮
」
。

(2) (1) 

〈
式
微
〉
(
髭
丘
)

50 

壁
一
料
品
幾
何
寓
侃
接
競
率
鮎
興
一
昨
蒙
糊
瑛
一
畑
一
巾
倫
慨

• 

(2)仕)

釈
文
問
、
院
本
作
「
述
、
」
。

院
本
釈
文
倶
作
「
愉
」
o

常一

51 

(
筒
分
)

褒
耕
閣
附
伶
市
倶
己
町
…
轡
一
郎
組
一
一
策
桝
程
師
渥
糊
桔
一
向

院
本
釈
文
供
作
「
筒
」
、
釈
文
「
或
作
是
草
名
非
也
」
。

院
本
向
、
釈
文
作
「
怜
」
、
釈
文
「
字
亦
作

l
」。

「
ー
」
語
韻
字
、
与
農
韻
「
供
」
不
合
、
疑
是
「
矩
」
之
誤
、
暫
仇
之
。

原
作
渓
母
「
丘
」
、
与
持
母
「
轡
」
不
合
、
故
訂
「
」
o

原
従
「
州
」
、
当
誤
。

(的仏)(3)ω(日
52 

淳
糊
一
宮
山
一
間
一
同
一
一
…
叫
朱
昇
一
日
韓
肝
胞
揚
間
一
七
寸
耕
一
散
時
榛
側

但)仕)

院
本
作
「
厚
」
o

按
此
巻
撰
者
以
「
|
」
為
是
、
引
冬
官
鍍
氏
文
為
託
。

原
従
「
玉
」
、
当
誤
。
院
本
釈
文
倶
従
「
火
」
o

釈
文
「
字
亦
作

l
」。

53 

(
泉
水
)

苓
一
峰
山
国
一
取
洪
珊
嬰
恥
柳
瞬
時
鴎
純
子
一
腕
間
企
ロ
較
精
奉
献

ω
原
作
「
湛
」
誤
。

ω
「
其
」
原
作
「
甚
」
誤
。
疑
此
-
及
始
作
「
浜
其
」
、
後
転
写
間
随
「
浜
」
誤
作
「
湛
」
、

「
其
」
亦
誤
作
「
甚
」
、
遂
成
「
湛
甚
」
、
「
甚
」
似
「
湛
」
之
出
回
一
讃
、
似
通
也
。
後
人
復

知
其
誠
誤
、
但
未
敢
改
字
、
只
在
「
甚
」
字
右
芳
行
問
書
「
郁
」
以
訂
之
、
則
「
湛
」
当
議

為
「
祁
」
虫
日
之
意
、
「
港
」
既
当
護
「
郁
」
、
其
為
「
洪
」
之
誤
不
必
書
也
。
後
又
転
写
人

並
書
「
郁
」
「
甚
」
在
「
湛
」
下
也
。
今
「
湛
」
「
甚
」
訂
作
「
洪
」
「
其
」
、
市
「
祁
」

「
其
」
並
親
為
「
浜
」
之
音
護
。

制
原
字
写
誤
、
其
右
努
室
田
正
字
以
訂
之
。

2主



ト

54 

(
北
門
)

遇
措
疎
刊
現
新
宝
ロ
恒
一
間
一
時
限
歎
時
一
股
一
鳩
郷
一
昔
畳
一
一

は)

原
字
重
複
、
今
側
一
。

55 

一
一
埠
画
一
税
束
偏
補
追
板
事
敦
毛
都
温
榔
直
偏
崖
毛
存

移

鋭

見

J

革

鄭

都

雷

惜

{

雷

鄭

(5)ω(3)ωω 

院
本
釈
文
供
従
「
才
」
。
釈
文
「
凡
街
字
従
オ
儒
字
従
人
後
皆
放
此
」
。

此
上
原
有
「
熟
」
、
当
是
室
田
誤
「

l
」
者
、
今
測
之
。

抗
木
同
。
釈
文
作
「
槌
」
、
釈
文
「
与
|
同
」
。

院
本
従
「
4
4
」。

院
本
釈
文
倶
従
「
ナ
」
、
釈
文
「
或
作
|
」
。

56 

(

北

風

)

(

静

女

)

醐
携
強
雨
雪
何
零
時
邪
守
主
一
川
且
安
込
町
算
棚
田
川

(3) (到。)

院
本
釈
文
倶
作
「
摘
」
o

此
上
原
有
一
字
、
蓋
写
誤
「

i
」
者
、
今
測
之
。

原
作
「
形
」
誤
。

57 

緒
川
珠
一
紳
城
隅
一
吋
畜
持
掻
掠
蜘
蹄
儲
月
辰
日
町
一
開
問
偉
一
貯
説
惇
一
同
町
一
一
賠
併
航
広

ω 仏)

原
脱
此
字
、
今
補
。

原
脱
此
字
、
今
補
。
釈
文
云
「
本
又
作
悦
」
。

(
新
墓
〉

58 

に
師
夷
何
淘
矧
新
裏
納
仮
賊
批
肝
一
欄
醐
-
宴
一
肌
一
腕
一

T
ふ
捺

(3) (2) (1) 

院
本
釈
文
倶
作
「
燕
」
。

院
本
釈
文
倶
作
「
蓬
」
。

院
本
釈
文
倶
従
「
竹
」
。

59 

(
二
子
乗
舟
)

直
鮮
毛
息
浅
酒
涜
〉
〉
上
念
罪
反
不
人
安
毛
廷
典
下
人
行
乗
舟
支
景
?
陸
厄

諸

長

国

旦

延

下

莫

罪

反

F
鄭

天

芽

嫁

由

景

賓

(1) 

原
作
羊
母
「
余
」

o

被
切
字
「
景
」
為
見
母
或
影
母
(
釈
文
「
如
字
、
或
虫
日
影
」
〉
。
下
字

... 
--'1 



「
景
」
梗
韻
三
等
見
母
、
不
能
与
羊
母
結
合
。
「
余
」
字
当
有
誤
。
疑
影
母
「
英
」
之
誤
、
或

疑
見
母
「
金
」
之
誤
(
則
一
下
字
「
景
」
当
訂
作
「
影
」
〉
、
難
定
。
今
暫
閥
之
。
下
字
暫
品
川
之
。

此
項
不
列
音
注
総
表
。

60 

有
害
一
同
師
剛
一
時

席目
相 (1)
舟。)
第
四
巻

共公
音恭 I 
伯。)0

蚤
字今
早

髭
感徒

雨
量

61 

院
本
釈
文
倶
作
「
柏
」
。

原
脱
此
字
、
当
補
。

原
従
「
百
」
、
当
是
俗
字
。

一
時
昧
一
一
櫛
瑚
純
一
紅
一
鮒
一
一
反
総
団
…
捕
矧
冠
藤
一
陣
死
矢
時
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使縄

三伝

文
無
為3之
后草案
誤

醇
終食

減 (2)
器主主主

人

ω(1) 

J釈!f，7;
ハ)文本
同作

¥，)寸

¥ ~悲願
氷河
{乍
叩司1

滋
しー

i勺古

*-
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蒲
…
附

総意

織
機寄書

b 
孫こと

宮英
領昆

ぷ}護軍反

災総

俗文
京野手去

之繍
也秘

色

釆

三三

ユ
和
議
…
糊
英
蛾

。}

際
作
「
盈
」
、
A
P
J

棚
隣
桝
純
文
訂
吋
aeee
・e・-」。

94 

矧
山
明
施
蹴
伺
蹴
鍔
…
附

院
中
小
作
「
菰
」
、
釈
文
作
「
綴
」
ο

院
本
釈
文
仮
作
「
敏
い
、
釈
文
「
本
亦
作

i
」。

此
下
山
判
中
特
胤
悶
仲
間
。

間
胤
従
「
事
〕
誤
。

釈
文
問
、
続
本
作
「
州
側
河

原

作

税

制

。

楢 (6)
衣

(1) 

盈勅

佼 ω
γ棄霊
有
月来

{訪(2)ω何)(5)
95 

絡
狸側

弊 (1)
予 (2)
主全勝

乳育

艶
安釆
餐 (3)
温蘇

受い)
釆
f;ciきお)
飲
禁3結
食
吏詳

好
老芸主

改

}
 

宅ム{
 
院
本
釈
文
供
作
ぺ
一
線
」
、
釈
文
「
本
又
作

ig河

原
口
比
ヱ
体
制
倣
」
一
一
一
字
、
絞
殺
ま
す
〈
「
…

続
本
同
、
釈
文
作
「
後
、

原
作
「
愛
」
制
欲
。

桝
郎
作
げ
航
削
除
「
食
」
、
与
湾
問
時
「
添
い
…
小
人
旬
、
故
訂
「

i
」。

(5)ω(3)ω 

雨
議
総
務
。

A
Y
細細之。
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霊堂主主

;添商

叔
絞ラヰ‘

然 (5)
f日j側

襲警 (6) 
縮二iニ(7)
段{紛

乱開

(8) (り〈容}待{必(紛 (2)包)

「
才
」
ゆ
γ

。

ね
仇
ふ
み
湖
机
サ
〈
加
納
桁
げ
「
球
」
。

料
部
品
品
よ
布
「
好
」
、
山
総
誤
写
「

i
い
海
部
川
者
、
今
徽
ゅ
ん
。

阿
部
作
郎
防
舟
「
乙
ぃ
、
与
液
晶
持
「
将
」
不
合
、
故
桝
…
制
吋
SFesti--
」
o

wm
作
吋
緩
い
然
。

此
羽
w
d
夜
次
行
「
穏
」
な
節
、
側
閣
川
W

之。

新
郎
似
透
昌
伸
「
史
、
与
綴
ぼ
「
駿
」
不
人
口
、
放
肘
…
川
刊
azole-e
」α

原
従
「
ふ
す
い
、
総
渉
下
文
「
折
」
一
籾
絞
殺
。~ 

伊じ



(
叔
子
田
)

(
大
叔
子
回
)

97 

杷
一
時
檀
時
彊
忍
蜘
繕
職
相
臨
時
淘
太
一
一
一
来
主
敵
薮
一
献
裡
時

(3)ωω 

釈
文
向
、
院
本
作
「
叡
」
。

此
下
当
有
音
注
。

院
本
釈
文
倶
作
「
大
」
。
此
項
当
在
「
淘
」
之
前
、
暫
品
川
之
。

98 

楊
一
蹴
持
管
丘
一
狙
弾
ー
英
一
一
射
忌
閥
均
壁
掛
控
結
腸
一
鯛
護
一
附
一
束

住)

原
作
「
乙
」
誤
。

(
清
人
)

99 

と
鴇
一
日
一
鵬
由
一
削
一
腹
崎
一
理
竿
時
四
伴
捌
蹴
抑
盟
蹴
張
佐
寛
帥

(3) (2)仏)
100 

釈
文
向
、
院
本
作
「
慢
」
。

此
処
原
有
「
親
」
、
字
右
加
三
点
以
抹
之
、
今
刑
。

原
作
見
母
「
景
」
、
則
与
「
党
」
「
巾
」
同
母
、
故
訂
「
|
」
。

期
一
位
湖
一
ザ
芳
三
恥
率
純
一
一
矛
鰭
英
腕
廉
己
撒
喬
蹴
累
荷
一
知

(的 (2)は)

院
本
作
「
帥
」
o

原
従
「
4
f
」
、
当
誤
。

原
作
「
何
」
、
当
誤
。

5j 

101 

(
遵
大
路
)

払
町
一
同
在
軸
地
陶
と
時
抽
糊
濡
一
紳
曇
賜
惨
一
執
一
昨
砥
腕

(1) 

原
似
従
「
木
」
誤
。
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(
女
日
鶏
鳴
)

惨
携
脚
日
夜
間
悪
拙
定
例
我
一
説
儲
好
一
時
相
警
…
脚
燭

ω
院
本
釈
文
倶
作
「
時
半
」
。

ω
原
似
議
出
掛
「
放
」
、
与
暮
韻
「
悪
」
不
合
、
故
訂
「
l
」。

ω
「
説
」
釈
文
云
「
市
由
反
:
:
:
鄭
音
為
醜
」
、
庚
韻
亦
有
治
誠
常
母
(
相
当
於
釈
文
市
由

反
〉
有
韻
昌
母
(
相
当
於
釈
文
音
醜
)
二
音
。
「
ー
」
カ
韻
字
、
但
上
字
「
昌
」
為
昌
母
、
疑

「
l
」
或
為
有
韻
「
酉
」
之
誤
。
今
暫
品
川
之
。

ω
原
作
郭
母
「
布
」
、
与
見
母
「
警
」
不
合
、
故
訂
「
|
」
。

C刀
()l 



原
作
「
災
い
綴
。

阪
本
問
、
釈
文
作
「
終
ぃ
、
一
流

此
上
原
有
「
品
部
行
」
、
「
品
部
」
蓋
是
誤
審
「
品
在
袋
、
今
捌
之
。

一
ゆ
ず
ハ
金
子
氏
一
お

H
滋
ゑ
「
淡
L
U

〉
、
英
一
布
以
よ
?
?
仰
十
数
吋
z
i」
計
一
則
之
。

{的

側
机
文
問
問
、
院
本
作
「
欄
い
。
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王政界

(1) 

jJ~手

時
皮下

瑛
お}光吉君

据

地
万
故
之

子
主
恥
若

炎行

{心掛ω。)
104 

1於奇書

〆伽、、1

ヰぎi
家 1ど;
語斗塑1
3夜(2)3j
隠議

~恒

夫い}
ラユヲ努

羊七

蘇
鋳桑(3)

主主2去

余室主

(3) ~紛争)

際
例
制
吋
カ
い
時
掛
川
以
「
刀
」
(
会
予
防
ゑ

n
ゑ
「
カ
ヤ
)
、
議
ゑ
「
佼
」
ム
之
制
問
。
存
疑
。

院
本
釈
文
倶
作
「
機
い
ο

原
作
品
偶
然
一
…
一
線
「
淡
」
、
与
心
母
一
等

院
本
絞
父
市
間
作
「
談
、

本
会
、
故
訂
「

i匂
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東
…
間
選
制

立
余子

檎む)

?ぎ号室・{幼
若き妖

校
(3)認をま

薄 μ)主主
洛湯弐
イ員 ご，
潟尺

市
手口
除毒持

ω(3) 

釈
文
開
問
、
院
本
作
「
喬
」
。

原
作
品
中
母
「
亦
」
、
与
総
肌
同
吋
綴
い
不
合
、
故
釘
「
i
L
S

原
作
疑
問
蝋
「
閥
均
ー
同
ト
ナ
巧
競
「
淡
」
不
合
、
」
。

療
従
「
?
」
誤
d
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調(1)
老後

仁側

E
唱
四

成
L
L
側

齢
制
見
九
兆

(紛 (1)

原
似
{
8
1

楽トぃ。

比
下
滋
お
出
国
注
。
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主
義
中
人
的
坤
創
建

7
〉〉一中人

出
品
目
作
族
宅
皮
反
骨
同
附
加

浅?(1) 

(2) 

f¥j 

き:
三許
容敷

kdγ 
Ahd 

ノ

ヒ

川
山
際
州
制
崩
開
設
無
此
字
、
按
毛
簿
一
五
「
縦
波
山
沿
い
、
疑
此
市
首
「
浅
」
葬
品
品

一以
M
山
下
字
、
市
且
品
刻
後
山
W
3

此
吸
不
裁
音
注
総
表
。

制W

統
水
制
机
文
以
料
作
「
附
明
」
、
釈
文
「
ぶ
マ
〈
作
淡
十
待
作

l
」o

g 



(
子
衿
)
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一
一
躍
一
問
題
糊
晦
郎
幹
一
錦
町
苧
校
一
軒
衣
一
純
一
時
晴
一
紳
綬
一
目
挑
恥
達

ω
原
作
陪
韻
「
老
」
、
与
肴
韻
「
阿
世
」
不
合
、
放
訂
「
|
」
。
「
膝
」
庚
韻
又
在
去
声
放
韻
、

亦
有
訂
「
孝
」
之
可
能
。
但
此
処
「
謬
」
与
平
声
「
漏
」
「
疹
」
押
韻
、
当
讃
為
平
声
肴

韻。ω
院
本
同
、
釈
文
作
「
榎
」
、
云
「
本
又
作

l
」。

ゆ
原
作
元
韻
「
一
克
」
、
与
溺
韻
「
濡
」
不
合
、
故
訂
「
j
」o

(
野
有
蔓
草
U
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〈
揚
之
水
)
(
出
其
東
門
)

糊
終
鮮
制
子
璽
虻
縞
一
珊
泰
一
郎
協
同
問
我
員
百
圏
一
一
闇
純
一
明
暗
夏
草

(3) (2) (1) 

原
作
渓
母
「
渇
」
、
与
舌
土
日
「
達
」
不
合
、
故
訂
「

l
」。

院
本
作
「
畜
」
。

此
項
当
在
「
位
同
」
之
前
、
暫
仰
之
。

(
漆
消
〉
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一
九
一
博
一
時
碗
一
四
日
避
一
附
遁
制
麗

E
明
快
師
一
間
…
的
苦
一
叫
潤
一
一
一
龍
一
同

(4) (め (2)ω

続
本
問
、
釈
文
作
「
遜
」
、
云
寸
本
亦
作

j
」。

原
作
「
許
」
誤
。

院
本
釈
文
倶
作
「
逗
」
。
此
揚
之
水
一
章
字
、
当
在
前
行
「
子
」
之
前
、
暫
仰
之
。

原
似
群
母
「
狂
」
、
別
与
「
程
」
「
求
」
同
是
群
母
、
故
訂
「

l
」。

(
鶏
鳴
)
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持
鶏
鳴 (1)
第
八
(2) 

夜
警

|童話IIbJ
纏
締生

同 μ)
苛
三Y

風亡

且

明
為且

旦七

蛍野

拝反
反或

誤

食

ω
原
脱
此
字
、
当
補
。

ω
此
処
原
有
「
萎
」
、
疑
「
巻
五
」
之
詑
、

捌
之
。

倒
此
字
恐
是
「
萎
」
、
存
疑
。

ω
原
作
「
周
」
非
。

或
疑
下
文
「
警
」
之
反
切
上
字
誤
写
於
此
、
今

(
還
)
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且
一
判
明
…
…
問
予
純
一
一
一
制
ぽ
朝
合
一
時
於
夫
時
還
蹴
厭
醐
好
判
於
猫
一
間
捷
蹴
並
蹴

原
似
「
羽
」
、
不
詳
何
意
。

院
本
作
「
乎
」
o

ω(日

仁11
叶
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(1) 

警護総

縁事3
併
冷斡 ‘ 

著
線沿 V( 
隣
意義祭

蛇

口|笈i
f設
兄為芝京l
開問方j
審i湯ωX:
米交i
明1J)
、』ω.....¥

仏)(めωω
院
本
釈
文
mm
作
「
溺
」
、
釈
文

献
郎
作
「
緩
」
。

間
部
作
渓
母
「
担
問
」
、
与
液
晶
仰
「
閥
」
不
合
、
故
お
「
i
L
o

原
作
「
抑
江
。
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己 (1)
z羊
援{吟

主義然.

新
設霊震

熱
愛主主

潤
故本

口
自
主
制

今
昔リ悦

翠ぉ;
幸吉著書

宜毘

姑洪

震

莫
清7諜
Jに
ふ泊、

(6) 

生。)

鐙食

ω
絞
一
章
築
「
策
万
米
関
一
間
以
為
問
問
、
比
巻
一
敗
泌
之
本
「
為
開
問
」
作
「
為
日
ー
い
淡
「
為
己

明
」
也
。
「
臼
L

然
平
声
護
音
、
疑
吋
之
い
淡
嶋
崎
つ
止
」
之
誤
、
留
品
川
之
。

ω
院
本
釈
す
〈
倶
伶
「
遼
」
。

川W

或
疑
「
恭
」
、
移
開
憾
。

純
白
釈
文
惜
別
之
、
終
段
関
処
当
有
「
脆
」
之
畿
税
O

M
W

続
本
釈
父
抑
制
作
「
落
」
、
釈
文
「
本
又
作

iLo

紛
院
本
閥
、
釈
文
作

州
W

間
部
似
「
中
小
中
い
制
紙
。

ザ
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擬
革委

ω
ω

州

w

ω

M

W

戸
山
町
犠
斗
叫
叫
誠
一
脈
易
一
蹴
麗
勝
一
隅
附
畳
間
欝
…
鍛
衡
一
訂
版
…
静
化
問
喜
一
削

(6) (紛糾(3)紛

院
本
釈
文
供
作
「
法
L
o

原
似
掌
浮
「
之
・
ぃ
、
与
総
母
「
犠
」
不
A
A

口
、
仙
紙
釘
「

i匂

原
作
「
臨
機
い
淡
。

牒
郎
お
ゆ
ず
似
「
如
」
、
存
疑
。

金
子
氏
云
n
民
学
一
的
出
対
抗
例
中
伺
級
制
湖
、
不
可
織
緩
u
o

院
本
紺
帆
文
像
化
作
コ
執
」
、
双
文
「
本
総
作

11」。

防
火
作
げ
「
獄
、
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撃 (1)

え
為主意
種)J!i;

言受

又
鞠
ハ己

路整允

災

廷

力
銀
山
田
持
品

務
官ぎ当主

{必仕)

伝
家
内
げ
辺
機
、

統
欲
作
「
獲
」
。

ハ
耐
跳
ん
市
〉
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民放
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= 途営
W 
Z思瓜
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震
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護 ω
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ま
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銀
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持
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九
昭
総
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ω
原
作
「
掲
」
0

「
京
掲
」
「
居
錫
」
二
反
音
問
、
今
依
釈
文
「
徐
又
居
|
反
」
訂
作
「

l
」。

ω
原
作
「
恒
」
、
誤
。

川

W

按
庚
韻
「
苗
」
下
注
一
玄
「
草
牙
也
」
、
「
冗
」
下
注
云
「
育
問
先
」
、
疑
「
苗
冗
」
是
連
語
、

形
容
突
出
之
状
。
原
文
左
行
第
一
字
作
「
勅
」
、
疑
是
「
勃
」
之
誤
、
第
二
字
難
認
、
或
疑

「
出
卒
」
之
説
字
、
今
暫
存
疑
。
庚
韻
「
翠
」
下
注
一
玄
「
勃
出
卒
、
穴
中
出
也
」
、
亦
与
「
突
」

意
有
関
。

ω
院
本
釈
文
倶
作
「
崎
」
、
釈
文
「
本
亦
作
|
」
。
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(
載
騒
)

倣
開
削
除
笥
尉
細
腕
腕
一
日
間
一
岬
作
純
一
一
鯨
一
時
唯
一
〉
〉
蛤
駈
一
誠
一
同
播
蹄
薄
〉
〉
一
四

(
倣
品
句
〉

(め仏)(的 ω(1)

「
世
徐
」
原
誤
倒
。

原
作
「
有
」
、
当
誤
。

原
作
「
准
」
誤
。

院
本
釈
文
倶
作
「
駆
」
、
釈
文
「
本
亦
作
|
」
。

二
字
原
作
「
回
徐
」
、
当
是
「
曲

l
」
之
誤
、

「
除
」
蓋
是
渉
「
徐
」
而
誤
者
。
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筆
削
鞠
賠
一
鵬
肋
済

E
一
憎
撞
附
…
轡
一
繭

E

M
胤
一
旦
第
一
辺
一

仏)

院
本
同
、
釈
文
作
「
轄
」
o

(的 (5)仏)(め(鉛

原
作
見
母
「
告
」
、
与
渓
母
「
郷
」
不
合
、
下
字
「
郭
」
亦
見
母
、
故
訂
「
l
」。

院
本
作
「
垂
」
。

釈
文
問
、
院
本
作
「
禰
」
。

原
作
「
令
」
誤
。

原
作
「
子
」
誤
。
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改

庭

礼

一

一

反

硝

位

字

皆

放

此

鄭

嘉

郎

易

盈

技

可

抗

扶

自

己

土

憧

悌

嘗

為

問

E
肯

来

羊

石

二

反

各

鼓

反

方

f

高

原
作
「
悶
」
誤
。

原
作
陽
韻
「
羊
」
、
与
問
韻
「
波
」
不
合
、
当
誤
。
疑
「
糞
」
之
靴
、
暫
閥
之
。

院
本
釈
文
倶
作
「
初
」
。

原
作
祭
母
「
土
」
、
与
透
母
「
治
」
不
合
、
故
訂
「
」
。

仏)(的 (2)仏)
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仙

w
w
抑
制
糊
吋
七
」
、
存
疑
。

紛
問
問
4
A

「
斡
」
、
存
疑
。

訟
原
作
一
%
綴
「
一
兆
同
与
制
捌
韻
「
選
L

…
小
品
明
、
仙
以
前
「
!
」
G
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1'; 

浅井懸

挟 (1)
， 3た行

総
緊}活

巧
孝?持

趨
議{定(2)

禽

ω
阪
本
釈
文
M
柄
拘
げ
門
機
い
、
釈
文
「
本
或
作

i
h

始

w
w
m
作
げ
従
銭
円
，
従
」
、
「
趨
」
釈
す
〈
「
七
須
山
氏
徐
七
時
税
反
」
、
際
綴
「
七
磁
切
」
、
供
為
清
鋭
、

絞
約
「
j
」
ο
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櫛

色京

z 
分間
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唱

A(
 
官
邸
作
「
附

W
H
欽
二
液

蓋
渉

市
浪
。
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(
扮
温
伽
捌
〉

思
府
将
棋
君
臨
行
糊

ω
「
共
」
字
為
…
ー
彼
災
い
之
「
呉
、
設
別
行
「
後
災
」
之
「
共
」
虫
昌
平
的
恐
い
、
必
学
疑
念

「
己
ご
泌
「
滋
」
、
今
掛
目
存
疑
。

ω
脚
郎
作
「
遁
」
。
持
縄
文
此
μ
山
中
労
「
総
」
、
「
遜
」
選
発
絞
っ
総
い

原
従
「
ィ
ぃ
、
府
門
戸
制
約
。

院
本
側
机
文
刑
判
作
「
向
持
」
。

原
作
「
稿
用
」
、
当
談
。

欲総

裁(4)
石怠

昭{事)

くめ
121ラ

昭一
T
A…
己諮

問(l)
ま
号ま下

堅受娘
徐

b 
t在学

釈
文
部
門
、
院
本
作
「
関
、
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餐(1)
}'}釆

榊
圏
一
鮎
素
焼

常

設

央

線
官
カ

。)
時陣中
4
向
、
釈
文
作
「
郡
波
」
ユ
品
、

「
滋
文
作

loL

竹
村{
 

唐
諮

喜多 ω 
第
十
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統一川
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釈
文
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問
中
小
作
「
永
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釈
文
{
i

木
小
知
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げ
必
然
L
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音注総表

表倒

1. S. 2729 まれ の龍〉セ，

'? これは，

の

と1J"で、ざる。

2‘ 

2. 1 

ってその

2. 2 

Iこよ

ある。

る。

議ろ

る。

3. 4子表の排列)j震序は，

の11僚とする。

戦

A.B.AB類のおわりに麓く。

る。

ト

Bの小字さど持f

して

く:炭祝言ピ見やすくする

、， 1、五、軒、 A・B.AB、C
自のj般による。蒸問、

まとめて，

4. 表に皮切を記震まする擦の謀長立法次の釦くである。

4. 1 N.七万は上字、下字、〈一格あげて〉態学の績で掲げ， その反切

(上字および下字〉があらわれる家交の行数を，渇字のあとに数字で記

帰宇が2つ以上並んでいるのは，上字、下字が共通で帰字だけが

異なる反切の場合である。

4. 2 反切の文字はすべて校録文?こ揚げたものに拠る。(印尉の都合

-62-
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担・

で字体に若干差異を生じた場合がある〉。但し，口口の枠中に文字や

?を含む場合はその枠を省略し，それらを含まぬ場合はその枠を保存す

る(口は口に併せる〉。

4. 3 表中に反切を配置する場所は，帰字の音が切韻方言の音韻体系

において占める位置に従がう。その位置は度韻反切にもとずいて知る。

4. 4 4.3の原則に従い反切を配置する際に，上字戸母や下字韻母が

帰字の置かれる位置の示す声母や韻母に一致しない場合が，ときに生じ

てくる。このような場合，欄外にその旨を註記する。上記の如き不一致

は，切韻方言の音韻体系と本残巻反切の反映する音韻体系とのずれ，例

外的構成をもっ反切の存在，という 2種の原因から主に生じているO 属

音字に関聯して起る開・合の不一致は註記しなし、0マ

4. 5 次の場合には 4.3の原則に従がわない。 帰字の切韻音と，上

字戸母あるいは下字韻母とが一致せず，しかもその原因が上記2種によ

るのでない場合がある。例えば「総J(康韻「縮」に作る〉の切韻音は

jtSAUI)上j(上声童韻精母〉であるが，本残巻ではそれに対し 3度まで

「租工」とし、う反切を注している。「工」は /kAUI)平j(平戸東韻 I類見

母〉であるから，帰字と下字とは声調が一致しなし、。しかしこれを以て

本残巻反切の反映する音韻体系で平声と上声の聞に混乱が生じていたと

するのは，音韻史的にみて甚だ無理といわねばならなし、。また，反切構

成の例外性によると見ることもできなし、。この反切のあらわす音は，切

韻方言の音韻体系に投影して見ても，帰字の虞韻反切が示すとは異なる

jtsAu司平/であったと考えざるをえなし、。このようなケースに該当する

反切は少くないが，それらは，協韻(他の押韻字と韻を合せる〉のため

の読みかえ，意味上他の文字に仮借されたものとして解釈されるのに伴

なう読みかえ，という 2つの事情から説明できるものが多く，その他は，

切韻方言と本残巻反切の反映する方言との聞の，文字の個別的な読音の

違いであった， として理解されるものと見なしうるであろう O これら

の場合には，本残巻反切があらわしたと思われる音に従って，反切の位

~ 63 ~ 



置を決定する。それに闘しとくに問題があるときは欄外に註記する。帰

字の左上に O印をつけて，その位置が虞韻反切が示すとは異なることを

標示する。一々の場合について異読の行なわれた原因に関する考証を記

すζ とは省く。

5. 直音その他の音注を配置する方針も，反切の場合に倣う。これら

は( Jに入れて反切と区別する。

6. 本残巻が「徐」と称して引く徐遡「毛詩音Jの反切および直音

は，用字を替えずにそのまま引L、たと思われる(本論参照〉ので，行数

をあらわす数字の後に「徐」と記して区別する。

7. 該当する表のない韻は，平・上・去・入の各戸調にわたって音注

例が一つも見出されないものである。

~ 64 -
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I 類

通揖

日:t 東 董 送 屋

並 撲 30

端 都動 蝶曲

定 徒東 倭 19

徒冬(1) 。憧 84

精 祖ヱ 。総 273Z 荒且動 総 83

61 ~従 33

従 存東 豪6

，心 蘇木 椋 30

渓 背送 控 7098

匝 胡穀 穀 64

1...-・

(心 「冬」庚韻在冬韻。

|冬卜¥¥|宋|

定|徒冬陣 57 I 

|古篤告 774 1
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遇措

模 姥 募

持 本故 園114

並 蓬故 捕 48

明 誤布 。莫114

端 東胡 関109 東路 妬 10

{ 疋 同都 渚 10茶 47

精 宗戸 組 51 69 

Jむ 桑胡 蘇104

見 ヱ胡 民 79 工戸 幸子 13 顧 38

頁 48 0，頑 92

影 伍姑 rT7 -圧故 惑 30102 

焼 荒古 論 92

匝 洪姑 宮士2:113 洪古 姑125

4 
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蟻

里会開 海塁塁 代閲

定 長著己主 Ji記柑

。殺害2

却を .~* 68 

言寄 念才 俗117 倉代 。釆 95

従 〔財〕 童文 47

}急 潟Ui援 i既19

附愛 築 70
。

渓 ?守系 IMh20 霊長改 凱羽生設120 育代 欽問機関

11 終的

楽器語

透 話量蓋 ゴ乙訂

陸 然遺愛 害 54 60 

，. 
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災合 長官会 隊合

言著 普予を ~c. 80 

主主 奇審議 背鵠

塁悪 オミ杯 枚 16 災立罪 主主 59 議実務 際 610沫 65

*王伝 綴117 ~{宅 海部

端 護支出

主愛 土審言 t佳樹

緩 10 議総

草育 組問 催 56

誇雪 念罪 。主雪印

後 干手草壁 長技 o催 55

見 古橋 後 35

華経 長'I;@) 猿 71

務 呼後 si手1拍

E豆 古君!表 緩 31 93 

淡輯

|¥¥¥J¥¥¥J 君審合
透 j最タト on殺害1

精 綴合 主主総

R， 対外 軍主潟
し

一日昌一



諜揖

8 痕開
f艮関 恨開 没関

肯f艮懇郎

魂合 混合 思合 没合

者I 甫門 奔 65 甫笈若手 9

明 莫昆 璃 93

端 都温 敦 55

透 土孫 日享 93 

定 徒論 純 31 徒損盾124

JU 

見 古門 昆 92 古忽 鶴 82

鯨118

暁 呼温 閤 52
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w 撮

要事関 主事季語 審議践 ~関

立構 蛍塁繁 き翠 75 設採 主主111 滋達

透 湯舟 歎 54 湯割 長室109

他千 号室 91 題113

2震 話器汚 捜 97 主筆若手 後 97

泌 乃主主 難 13

予告

湾 室長安 95 

ラ長丹 餐10事126

，む 重量主界 数 52

" 

見 同1察 二子 1$

稔 90

事室 祭主手 陵部

率制

言説 澄豆 好 13 何雲102雲 854 

何旦 汗 78 60 

綴 76
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程合 緩合 主義合 3友会

-書ま 告書求 。後 79

主春 瞥半 殺， 46 

主主 務苦言 盤す4 務土手 83 若著5支 君主 25

車交幻

務務 践τ。
Eき 英機 孝章 16

議 幾重し 阪 14 3支活 後 14

5警 きを'Ei 滞問 通苦し 事象 s 

。緑 35

， 
定 後丸 主導 6 間活L 段鵠

ゼ唆 徒穏 主導110

来 長霊括 将.14 

i資 念苦し 義 20

見 ， 'd蓄し 告書 5 王討滋 活 79

総 95
稔s4

渓 苦事f ~X 83 
事告 89

際 呼告し 滋110 火活 ?議 79

阪 古~1f九s4 初常幸 語手 s 古君務 f苫帥

k 

一71



効撮

義変 ffi!i- 分

手首 議選 主義鵠

言き 莫褒 旋回梯 英幸現 宅 4 潔 38

葵高 護送岳1 車11124

会議 官主設予 'F;Ull6 

主義 ゴ二議運 主主 ~9 挑108

浴120 i設問

定 後言語 議事鵠 長著幸;Ij "送 30 .~添加 1

陶101

後吾1J 霊祭器

すさ 乃持寄 獄112 砂

来 露五選 後 22 長~~J 努 10

精 総務 書室 22 iiUIseIJ 喜義 91

毛足 二才努 i腎相 言主要予 息 5

司祭接夢 i欝鵠。鎗 75 才是き 途部

J心 三義安子 緩 57 妻美老 機 62 幾百 埼129

見 関場き 3長鵠 関3安j 請書109

渓 誉議言 。橋105 様106

算定 ま五i潟 毅1的 Ii到。数舘

堅議 建F老 好 42 好 3

黒岩 鍔E路 102

〔建立学〕 好112

箆 胡刀 襲撃127 f民場5 銭 gす 胡3ヨj 塁策113
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果掃

歌開 寄開 箇関

透 〔他〕 1:: 61 湯賀 。太 75

定 唐何 他 27 詑 29

官 63

泥 乃可。傑剖

精 宰賀 左 4

清 釆何 j 瑳 63 72 

I_~J 恒多 荷100 104 

}二吃合 果合 過合

手詰 補佐 播118

並 務何 勝 19

定 墜 28

d心 3築50

渓 苦二党 遁 74

疑 五二た 言t91

匝 胡目ト 和105

b 
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宕掃

唐開 蕩関 宕関 鐸関

透 太郎 。鎗 40 太朗 。蕩115 i易洛 議105

定 大賞 業 24 唐浴 度 34

大郎 堂107

来 郎各 柴 42120j 

0，楽73絡s

精 宰郎 減 43

dむ {曽朗 穎 77 僧浪 喪 40

疑 我剛 o {rp 46 

匝 恒剛 行 9

抗 85

恒郎 尤 37

胡剛 行124

唐合 蕩合 宕合 鐸合

者1 補各 持拘

務 普黄 雰 56

並 蒲光 f古田 務{乍 薄118

見 剛黄 洗 49

渓 苦郭 韓日119

医 胡光 胡郭 獲 6

瑛103 穫116
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流揖

ー市

侯 厚 候

明 牡 45 貿 80

透

'U 薮 97

見 古侯 議 85 古厚 咽A升iJllB 古豆 説 20 奪回

構 91

疑 五日 草月 s 自O

影 烏侯 極128

恒 胡選 還110

曾揖

登閲 等閑 ~i管関 徳関

並 旬 48

従 才登 曾 38

dむ 桑則 塞 3?

同町

υ
ヴ
，



威摘

望草 感 聖書 メ日初

立競 主主 82

主主 〔主主] 意 s 後感 60 徒主事 3長路

精 震直感 護霊 102

漆 *南 長暴斡
書誌 後手努 議 67

じ

見 古枕(1) 感 31

医 説霊祭 繍 105

。)r主主j激務字、参看校総文註。
通砂

露長 常士 襲自 主設

全議 絞殺まt7 

言書日給113

主登 重量君主 要~ 79 倒

定 唐敢 Piltl07 
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n 類

江揖

イ

江 議 終 書草

明 主主 31

長日 竹角絞 12

澄 憧角濁 41 117 

生

見 瓜岳較 73

瓜口檎 26

影 汚l角渥 51

匝 懐江 降 21

弓
'
巧
d



蟹揖

佳関 蟹関 卦開

並 主主買 罷 78

疑 顔佳 涯 n

影 厄買 。殴122 厄貰 険 59

匝 行慨 遜110

皆開 駿関 怪開

明 重量 39

荘 祷 24

見 更諮 噌 107

f背62

?諾 f皆41

|\ベ入~\て二二J
認 布選敗お

皆合 馬主合 怪合

L 
一τ8-



山揖

却M開 務関 諌開 鎧関

明

見 皆桑

澗 10U.: 影 厄諌 桑田

匝 下板 11'01 72 

(1) 「燐」欄韻字。

山開 産関 相関 結開

tき 普克 H令77

並 室主克 器 76 彰八 抜 25

生酸 産 88

見 皆鐙(1) 崩110 皆限 間 51 皆克 開 36 !庚八 結 18

匝 下娘 。間 3

開 94

(1) 「援」捌j韻字。

捌合 機合 諌合 銭合

見 瓜患 信 67

卯117

疑 瓦患 証田

匝 華板 院 42

山合 産合 Y'A1合 結合

瓜頑(1) 鰍 12118 

「頑」康前在捌j韻，完本王韻在山韻。
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効掃

肴 巧 主主

並 喜多交 。胞 52

明 蒙交 茅107 萌飽 昂 29

澄 援孝 濯 5 19 

権 84

見 皆肴 修1回 皆卯 佼 75 皆三手 鐙 4

皆昂 狭間

器産 客交 境 94 苦孝 巧122

疑 五孝 柴田

匝 行交 肴1回 行孝 校108

イ民 掃

麻開 馬関 肩車関

手首 八杷 犯 33

見 皆遮 務 33 皆~ f段45

皆牙 酵 79

皆? 劫日 62

疑 顔嫁 詩 18

匝 行家 破 54 行嫁 暇 28 下回
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梗 揖

庚関 摂関 映関 陪関

手詰 八耕(1)。芳(lhoo

E号 派主主 烹 23

明 麻庚 蕗 70

宅庚 。堂107

匝 i 下庚 E行103 |下孟行106

衡115

は) 「芳」唐韻字，此処義与「勝」通，故護庚官員。但下字「耕」是耕韻字。

-" 

耕閲 耽開 5争開 ?ii'関

並 排梗(1)。並(1)112

明 麻庚(2)奴 80

長日 竹耕 。打 13

澄
主長卒 。諮 55

諦114

荘 寺子卒 筆 73

影 厄耕。英(3)27100 委草 盤115

匝 下耕 玄 47

"ィ

(1) l'並」迦韻N類字，此処義与「位」通，故讃歌韻。但下字「梗」是梗

査員字。

(紛 「庚」庚韻字。

(紛 「英」庚韻B類字，此処護音与釈文所引沈重音「於耕反」相合，故置於

此。

守
E
ム
0
0
 



主縫合 税合

ぜl% 間 (1) 餓 10 I 
[[ 〔章者〕 。塁審l15~議

(1) r宏」耕賀民家。

秋合

事長合 沼会

言争合 築会

82 -

喫j

w 

、， 



j戎擁

-lil--囲網
2
2
2
B
E
B
E
E
-
-
E
一-

初

盆

一

淡 ~ 陥 治

室長f合 扱 14

生新鯵101

J5 皆?会 主従 1967 

98 

医 行炎狭 80122

4主? 経 鐙 5取

生 主主~íÍ1Î 綾部

見 よ立狩 Ej3 85 

主立 ド新(1)t:ll¥'開 訟率 。際部徐|

(1) r新j議室員字。
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IV 類

蟹捧

斉E司 薄弱 霊祭

脅す 補言言 袋詰 74

5司 緩重量 。義務 58

端 ヲ‘2十 綴 68

主登 天ネし l滞37 81 天守 務 64 波

定 a令 題 172遂58 滋ネL 第120 廷寺普 鈴 18

。議~ 75 主主123 庭後 。霊李総管制

潔 年才L 務 53 。言語 119 

去を 号季奇去 警察 50

華脅 E日数 鷲 24 重量礼 雲寺119 き議議 害警特際、留

議警 ごF令 萎§ キ干し 数 580瑳邸 千総 霊安1誕

浅草 107

奇怪 書官事し 幸容 47 前詣 。苦売総

tl.，¥ Z量分 ).ij[ 76 

J1I， 総令 穿総

渓 運転令 総 19

撃手 ~im分 選芸誌 3計十 唆持撃事 89

島
町交 王子会 i 密会

警護

阪 i鮭務 56
長江恵 憾 28

84 



山揖

先関 銑開 書室開 屑開

者3 補見 。偏 55

主苦 疋珍 。薦 72

透 天典 。珍 59

定 廷典 珍 59 庭見 主主ぉ 定結 姪 18

廷見 。回116 徒結 迭 35

迭 43

清 清見 傍 77

dむ 星見 先 23 星結 屑 4863 

見 経賢 d7fU3 経切 ;(614 

渓 啓結 契 41

翠113

影 燕穎 宴 4758 務見燕 36宴 悪事結 喧開

83。長101

匝 〔賢〕。閉125徐 刑額 腕 42 刑結 槻 14

形結 韻 37

先合 銑合 霞合 屑合

1
4
 

血思議 。淘 41
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効揖

粛 篠 燐

端 釣 83

llJ]J 53 療 70

d心 星彫 斎 93 満108 星弔 勝 30

見 経了 佼 94

手、

-86 -



梗掃

育関 週開 径開 長易関

並

端 帝径 定 1766 

透 天鼎 町107 天廃纏 20

窪田

定 田歴程 51

66 軸

泥 年歴 怒 16

来 廃丁 苓 853 

伶 51

令117

清 七頚(1) 崎 77

dむ 先歴 哲剖

析 69116 

楊 98

見 重量形 1豆47 経廃 激 3789 

撃 39

渓 啓定 磐田

匝 替経 量刑U23 

。) 「頚」清韻A類字。

青合 迎合 錫合

渓 口泡 書受 74

匝 玄扇 5を田
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或捕

|添|黍|穏 l
|問箪ml
|綴念傍 36 I 

88 -



A-SoAS類

止措

支開 紙開 実関

者~A 井虫キ 伴 36 方遊 。蔽 24

並 A 頻移 持!55 

明 A 民主卑 f弥44

政 85

章 之是 只 11 征鼓 実 9 伎 44

書 式支 施 13

式移 施 94

羊 盈支 馳 27 盈鼓 易回 115120 I 

羊鼓 施 5

盈鼓 易 9

従 漬 45

澄 池 37

来 臨 99 119 

初 楚宜 差 s 37 

生 生続縦 61 掴 111

生後 縦 61

群 B 口宜 。岐 1 琴締 鈴 23 傍 65

影 B 英宣 椅 67 猪口 英締 猪 73

暁 B 歓寄 戯 73

並 B 皮義 被 15 19 

笈64

明 B 苗彼 隣国
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B援多霊 旨事選 玉三警護

撃を A タ千三笈 3平52 掛

主主 A 主震さ長 率先 69

渓 A 喜三足 。尊重 83
-ム

室主 口二 蓄熱 z 

まえ勝 R警1義 毛筆 81 硲E雪 矢 61

?き Z三f'面B20 

:'f: 主主… 雑誌

襲警 J!P利 怒108

者E 淡戸 号審符

者設 車方議思 絡事

普霊 霊童数 春季初

見 E f封筒 鋭 16 京務 幾認

季謀議 兵翼 機 51 童ま 53

関 70

主主 E 狭菌E {Jt開
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支合 紙合 震合

餓 84

常 掻119 瑞剖

見 B 京怨 燐 36 京鼓 境 81

渓 B 丘~ 脇田

影 B 突危 委 27 田

暁 B 兄委 般 17

脂合 t回2 壬il- 至合

挨 66

章 章維 荏 90 鶴 93

船 食水 。唯118

日 辱f主 緩 61

精 足綬 曜115

d心 萄口 綬 11

息佳 綬 86

邪 旬酔。説 77 穏回

来 カ佳 紫 11 力発 葉 11

カ水 言葉 67 議 92

生

群 B 権追 主主 13

匝 B 築悲 中佐 m 柴軌 鮪 79 清106
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蟹措

〈祭陸自主ド〉 ト¥¥J
者!A 会下級 萩胡霧 78I 

並 A 日略奪発 弊 40 告5

目専巨主 総 113

JJ，EjA E主役 紋102

疑 A 総領j 議115

字書 成分(1) 移 32 成j設 笈 81

羊 学校 法 43 125 

義孝輯

革主 銀tlffu O~詩鵠

生省 主主例 。殺 30 84 86 

渓設 期日例 態 25き務純

(1) I移j 喪務:æ~奇査員，E13慾図上之佼鐙可知災為祭霊員之王子子品\言支援此。下学

下令J~寄査員N類学。

¥¥¥J¥¥~¥  祭会

& 昌税 。事室鎚

交童話 綴 2567 77 

f存 |醐:-1
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議撮

良隠主義開 憲告書喜 言撃事喜 質事費櫛5苦

者~A 労災 浅草2

主主 A E宰賓 紙 21 票率忍 牝 33闘

JjJ'JA ~忍 {議総

議妥A モ升仁 員選109

霊祭 径完f!. 0振 12

之忍 緩 63

鯵 85

察 ?皇室(1)O{設41

fヨ 而嫌。忍草?

盈莱 淡部

清 此粟 主察 67 

従 滋珍 77 後がむ 嫉 10

5定型高 湊 62

心 怠綴 イ言 41 怠楽 毒薬品

息苦幸 言i¥43 

務 側仁 議 12 務i乙 1官官。1

線 52釘

霊祭悦

漆l防

生 生議 設 11 主主乙 滋 72

塁手 B 奇巾 手守101

g司怠 主主主完 絡 32

j~ r!J き走路
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員合誇合 車会合準合 震合干享合 質合術合

均 18 橘 87

章 朱予 純108

船 食純 1管 92 . 
常 殊界 淳 52

議 65

精 足仙 卒 39

，心 須句 t旬58 須俊 淡 42田

迅 90

五日 松萄 循 21

品JII22 

来 律旬 総 32

律淘 論126
、，

生 率100

見 B 九{命 麿 30

渓 B 丘{命 困126

匝 B 築問 民 82

(前頁)(1) 此反与釈文「毛音申」相当， I申」書母，故置此。
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山揖

仙閲 禰開 線開 il~ 関

手話 A 井綿 編 63 井浅 編 122 井滅 事長 21

並 A 扶滅倣 118徐

見 A 効列 矛田

渓 A 議 46

章 之然 務臼 125 章設 折田 114

書 告予延 。延 64

常 成戦 繕 97

撞106

羊 盈栴 経 T

精 子浅 基M25 

従 慈箭 銭 53

J心 息延 鮮 59 息浅 鮮 591凹 息列 出世剖

去日 張連 鰭 79 張霊堂 展 4 張扇 後 64

澄 直列 徹103

来 連 81

見 B 巾掲 掲 79

京掲 会主116

渓 B
締意 慾 81

群 B 奇 P 梨 89

疑 B 迎重量 晴 70 迎掲 喜善 79

並 B 皮聖書 弁 73
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仙合 禰合 線合 藤合

見 A 拘悦 。苦言 92

暁 A 民主縁 保113

昌 殊事 穿 26

書 東悦 説 57

常 垂専 遺 5468 

日 痔? 開 7 辱充濡108

羊 容血(1) 関岨

容雪 説 57

JL. 須充選 34 121 須嫁 選121

邪 旬僚 還 41

句縁 還 90

松縁 還112

• 知 中劣 僚 21

畷 91

来 饗 53

荘 苗 33

見 B 九免 巻 34

?勉 巻 8

群 B 主主員 主主117

匝 B 子万(2) 媛 65

(1) 1"血」屑韻N類字。

(2) 1"万」願韻C類字。
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効揖

宵 笑

字詰 A 方主主 。表 17

務 A 篇主主 漂106

並 A 牌小 探 28

群 A 祇主E 麹 15

影 A 因主主 日要 20 要123 因妙 約 41

章 之杏(1) 沼 19

羊 羊招 揺邸 88 羊小 鷲 45

陶 89

清 七小 情 35

Jむ 息盗 宵 29

生日 張逢 朝邸 112

澄 直差是 朝 78

見 B 京妖 喬100 騎116

渓 B 卿喬 。騒 78

群 B 奇妖 橋 15 105 

影 B 英勝 夫 12 42 

者rB 方苗 錬 78

彼騒 康100

(1) I脊」篠韻N類字。

n
t
 

n
H
U
 



イ段 措

麻関 馬関 鵡関

章 章1昔. 結 51

船 食夜 射121

常 常事手 関1回

精 子耶 主問主 12 

清 七野 且111 112 

a品

• 
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梗揖

清関 静開 効開 昔関

者tA 賓領 民113

並 A 牌益 聖書 35

可怜 房僻 僻123

群 AI祇形(1)
章 之成 正121

書 適7爽24

量産 49

告子石 。惇 57

常 尚征 盛 2324 塁王整 。頚 76

羊 羊石 教6惇 57

問120

精 将主主 旋回

従 秦性 。清 8

t心 息石 お 14

主主124

徹 勅貞 顔 17 勅領 焼 98

勅盈 輝 94

澄 直f昔郷 55

仕) r形」青韻N類字。

済合 静合 喜男合 三田土 J口S、

群 A 葵管 唆 86

影 A 因轡 J静11
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度際 梗関 検事喜 !密雲護

見 B 京滋 敦部

。覚的

警警102

口影 警警111 e 
? 

渓 B 絡事

益還 B 3主役迎 24

僚会 主送会 理是合 i宥合

案事兄議す3113 I然柄泳127 ま遣命 泳 16
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流揖

幽 鰯 幼

謬 10 吉酉(1) 越 13

(1) i酉」有識C類字。
今、

深 揖

侵 侵 ilG 車:lj:

昌 尺十 。賛 12

船 食甚 茜 82

日 〔平戸〕 任 38 而口 事壬 14 而鴻 経 22

〔去声〕 任 38

精 子鴻 浸 5

在t 慈立 。椋 84

荘 側立 。持 12

初 創今 参 B

生 山陰 参 29

見 B 京及 仮出

渓 B 締金 会 29 欽急 f音23

群 B 奇金 衿108

影 B 英禁 飲 95 英入 I邑25

-101-



成議

盤 淡 盤 言案

長多 A IZ'J懸 飲 8 密綴 厭 31

護支槌112

長医芳ヨ 語長案 機 75

警警 jコ設長 毒薬草委

義母 長評議案 部ff82 1t~誕 護 4

従 怒接 終112

ラ長 カ霊長 寺第115

算定 B 主主徐 綴(1)34

窓際貢 隊総

腕 B 戯草芝 数 8

(1) [""綴」康章禁容疑綴霊長争依完木三五溺震於段。
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曽揖

蒸閲 怒関

章

船 食護

書 商承 勝 96

常

羊

空日

生

見 京氷 衿 72

群

疑 宜氷 凝 75

影

常B 悲恋 手羽田

並 B 皮氷 J患 40

-103-

霊登開

際 18

乗 97114

職関

異議 織 36

成力 建 29

淀 47

羊カ 枚 1389 

-t 65103 

砂 9

稽 67

京色 幸事担

機 123

己力 翠 56

其カ 極 6682 

116 

央力 億126

於口 憶129

職合

況逼減 27

祭逼域 15



C 類

通語

4 

望書

91 

害義 勅中 件 20紛 章者六 警察組

澄 民支六 車iIl74 

品二マく各 二七意義 。草案鵠

己六 務 1836 

116 

影 波大 言葉 71

焼 養子、 苦~ 38 57 

88 

鰭 48

者三 子奪回 綴126

主主

号号
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鐙 燈 よ詩 警警

主主 i 糸線 長議 69

国s 春容 費91

常 殊会議 。童 82

fヨ 翼手毒事 主義 81

ヰ主 議義喜重 望者 26

E足鐙 総 82

務 足差益 器産 27

。従115

事芝 要量m 従118
t心 3主容 虫t::u 笈塁悪 線 15

;gj) f君従 S回'm為~27 言宇欲 賓 124

滋 霊童 73

力足 富豪 71

〔室員宅約 緑 85

見 機凶 共 21

〔善寺〕 共 60

撃手 威会 霊童話

腕 j五iヨ三 主II88 

時五 主塁認

ß訟~巴. 妃風(1) 選手持部

要文警察 宇106

主主 挨F時 縫 2773 

望号 震え若手 。談 50

(1) r風」東韻C警護学。
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止揖

之開 止開 志関

章 員耳 UI: 19 48 

E巨ヨヨ 尺之 室長 80 尺志 宣言 19

常 成之 時四 時志 。寺 52

羊 羊之 E台43 49 盈耳 民 14

OEゴ...J114 羊止 日 28

Jむ 息里 桑 22 息、吏 伺 94

邪 詳子 氾 29 詳吏 。食 95 席 96

荘 側狸 約 26 絡 95

生 色吏 使 9

倹 縄(1)使 決 92

見 居忌 。其 90

居意 。忌 98

萎? 。其124

渓 発己 キe97 自IE125
群 〔其〕 浜田

〔雨B(2)J洪 53

求基 奏109

(1) I縄」船母字。

(2) I祁JH旨韻関口B類字。
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微関 尾関 未開

見 安査 幾117

群 数衣 畿 47 If頁 74

影 庭気 衣 7 74 

暁 香気 盤 28 50 

徴合 尾合 未合

影 薙貴 慰 41

暁 勲蹄 緯 7 勲鬼 ]也 39

匝 子尾 熔 57

主号 敷非 罪 56 敷尾 非 46 匪 72

明 亡斐 査109
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還請

f良野自 語関 倒UIlil

主堂 民汝 索、 6 卒者君。

主雲 。徐田

日 仁詩主 。女 26 仁恕 苦言 34

〔告を〕 。摺 8 

ネ言語 要導鵠旗印 羊書室 ぞ予1!2

以呂 予112

精 子余 ゑ 56 105 !l2徐

1t 87 

者努 {;余 震立 10 

It~ 怠長長 崎 12~ 

ヨ1) I中余 。耳s56 詳呂 意契:118

夫日 張露霊 ミ喜 75

澄 iE[言者 後 59 選rs 宣子 37 治縁 ミ~113

l夜余 儲104

ラ長 力議 麗硝

荘 側E号 遂 4 叙ns i乳詩

JiI. 後於 王管制 ヨ皇宮午 答 23 己御 主義書40"霊協

淡 怒Eき 長室約 慾嫁 。絞101

若手 英主き t害賠渓105 主主機 藤 114

疑 苦言g 緩 13

お。御 49

彩 場芝居 務部
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虞合 廃合 遇合

昌 春朱 古来 57

書 東樹 成田

常 純朱 五t85 

日 辱朱 濡 45 101 

羊 羊須 愉 32 容主 愈 16

容朱 愉129

活 | 促論 。趨122
澄 重須 ネ周 29 

直須 蹴 57

来 糞 16

初 窓子 務 72

生 朔樹 数 41

見 恭子 拘 m 恭兵 履115JI 128 

?具 崖 114

渓 曲目詰 駈118 起諭 ，~lÍ 118徐

群 郡羽 饗日

疑 元子 虞 1 隅 57 元se:(l) 俣 51 元句 寓 50

暁 況子 'Ii子10

凶子 H子38 ~j二110

匝 云短 璃104 云付 雨 56

手ド 方予 櫛 15

封子 膚 75

敷 妃子 痛 10 妃武 指 35

並 芳子 烏103 房舞 輔 77

夫104 112 

明 亡甫 侮 35

(1) r距」語韻字。
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蟹 議

「¥J¥¥J 削

疑 I 問メU6 

l¥¥¥l¥¥¥l 議室合
i ヵ決 。後 33 98 

i 狭義重 吠 31

議 嬬

欣言語 露童書喜 激 F是 主銭関

見 2主隠 主義104

影 議斤 般討 E援護 。絞 27

理主 事寄f子 野 25

欣11マ

コ主合
7 員数合 潟 物ぎを

震予 勝記問 綴事5

際 長支1倒 そぽE 孝章 52

手詰 予言問 苦言 28 方勿 F善活

主著 敷コど 事費 78 章受勿 番号 61

並 主主文 ?を 12 ま長粉 程変 37

;後 16

llJi 亡安定 関 8 と弗， 苦?i46 

亡? 設1却
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4胸

山 掃

見

渓

見

影

暁

匝

持

並

明

況主主

子元

子煩

甫哀

扶裳

7c 開

ブ巳合

設 7286 

援 71

垣 81

愛 91

審11~

繋 18

番 m

蕃 32

枠制

焚114

院関 願開 月開

居謁袋117徐

起謁 ま島田 85

l況合 願合 月合

蕨 21

威|況 腕 21110 

宛123

威口 宛129

因挽 椀 58

蹄晩 。喧 72

子万 遠 92

亡反 娩 22 亡販 蔓 11110 

」
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宕揖

湯関 霊童書草 議事号 草案事司

霊祭 ! 挙勺 灼宮6

之若 綴103

毒薬115

占事 fミ?お {塁105 主主約 手卒 73 

~t手 滋 82

'~ぎ 主主綴 上 37

ヨ 而者主 緩鵠

綾110

ヰ主 以良 洋 78 主作製各 鐙 20

議 51

務 子s'c. 務総 子亮 将 40 〔雀〕 務 26

済 4二重手 。絡 96

Jむ 議ls'c. 務総 f草苑 務官1

若l 淘100

徹 勅菟 ~ 99 

来 カ毘 総 18

カf均 長率 6宮

溺115

革主 総s'c. 感 72 恨tl発注部 106

1=. 山丈 議電泣

見 己良 滋部

腕 (1均〕 郷 54 iお?器(1)議 39

香約 言書 τ4

(1) r洛J鋒霊長I綴求。
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陽合 養合 議合 薬合

渓 曲狂 僅 8

群 求往 。謡110

影 威縛 。沃 81

匝 子放 王 132 

並 佑120
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流撮

尤

章 支由 舟 59

国回 昌曾 。説102

常 市由 儲 4&

市 ?oi主 s

羊

従 従由 曾 86

J心 息流 {宿 91

翌日

女1日 卓流 車骨 45

徹 勅由 地位

勅流 抽101 疹1凹

澄 直流 。調 16 禰 29

娘

来 ifUll0 

荘 側流 勝 1

生 色流 蒐 32 107 

見 口牛 f烏 8

群

暁

F匝 子鳩 言克 36

哲

並 薄不 末 14

蒲不 事 91

明 莫侯(1)矛 86 凹

(1) I侯」侯韻I類字。

(2) I茂」侯頭I類字。

有 宥

号

t 

石首 綬1田 市又 告 48

羊首 腕 24 奏116 盈秀 柏釘

息救 珍 72

詳秀 家 51

中救 日長 26 笥28

肇丑 狙 98

考基口 紐129

綿 64

山又 痩 17

久〕 玖町

其久 答 81

朽救 '1畜109

子救 右 4

杏 46

不 44

歩茂(2) 復旧
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戚揖

凡 ?直 発 乏

者1 敷靭汎 34

並 〔活〕 F凡45

凡之
C上声〕 車凡 45
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皮切上字表

表例

1. S .2729残巻にあらわれる反切上字を，その韻母類により分類し，

それを更に声母ごとに分けて表示する。

2. 同じ韻母類に属し，同じ芦母をもっ上字は， 開口、居音 E属、

合口の順で並べ，更にそれら内部の順序は度韻の韻目順、および声調の

)1頂による。

3. 苦・歯音戸母の下では， AB類の上字とC類の上字とは帰字の韻

母類との関聯において使い分けがないので， これらは同ーの表に掲げ

るO 上字排列の順序は， 関口、 痔音E属、 合口それぞれの内部でAB

類， C類の順とする。

4. 上字韻母の表記は以下の如くするO

4. 1 上字韻母は韻日(原則として平声および入声の韻日名を用い

る〉、開・合、声調の三者によって表記する。例えば， I唐開上」とは「

唐韻開口上戸J (すなわち蕩関韻〕の意味であるO

4. 2 唐音 E属は開・合の欄を空欄とすることによりそれを示すn

4. 3 開組上字の開・令は記さない。

4. 4 鍾・燭韻は本残巻反切の反映する方言では jiUA!J， iUAkjであ

ったと推定される(本論参照〉ので，本表はそれに合せて合口として扱

カミう O

4. 5 上字が声調の異なる又讃を有するとき，主要な讃音と思われる

方の声調を記す。例えば「下」は上声と去声の二音を有するが，度韻に

おける語義記載の簡繁の差，小韻中にあらわれる順序の差，切韻反切に

おける反切下字としての使用の有無，などにより，上声の音が「下」の

主要な読音であったと判定される。かかる判定が難かしい場合は二つの

声調を併記する。
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5. 下字声母を 36字母により示すO 認組帰字をあらわす反切に帯組

以外の下字が用いられた場合，その開・令を芦母の直後に附記する。下

字芦母を記すのは，下字における戸母の選択が帰字声母との関聯に於て

どのようにあらわれているかを窺う材料に供するためで、あるO

6. 帰字韻母の表記は以下に記す以外の点では上字韻母のそれに準ず

るO

6. 1 帰字韻母とは，反切総表においてその帰字が置かれた欄に該当

する韻母をさす。

6. 2 但し，次の反切における帰字は，その反切があらわしたじっさ

いの音にしたがって，その韻母を以下のエうに変更する。

反 切 音注総表 反切上字表

莫侯矛 86100 C類尤韻 I類侯韻(侯平〕

歩茂復 81 C類宥韻 I類候韻(侯去〕

子万援 65 B類線韻令口 C類願韻合口(元合去〕

6. 3 帰字の韻母類は，上字のそれに異なる場合に限って記す。それ

らは上字一帰字の韻母類一致の原則に対する例外である。但し，舌・歯

音声母の下におけるAB類とC類の違いに関する上字と帰字の不一致は

記さない。

6. 4 蒸閥、戦開韻の見組芦母をもっ帰字に対する上字には， c類の
場合と B類の場合があり，これは本残巻反切の反映する方言で見組声母

の下における蒸開、 職関韻が jiAI)， iAkj ( C類)， jieI) ， iekj (B類〕

に分れていたことを反映する(本論参照〉。 したがって蒸関、 職開韻のl

帰字は上字の韻母類に合せてC類またはB類とみなすO

6. 5 帰字韻母の排列順は表例 2.および3.v;こ準ずるが，属音 E属

内部での順序は，上字のとり方に関し開口に近いものから合口に近いも

のへと並べる O

7. 上字と下字が同じい反切が残巻中で延べ何回用いられているかを
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反切延べ数として帰字韻母の後に附載するO 但しそれが 1回の場合は省

略し 2回以上の場合だけ掲げるO

8. 本残巻が「徐Jとしてヲlく徐遜「毛詩音」の反切に該当する項

は，右端に「徐」と記して区別した。
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I 類

上 { ナ 下字 帰字 帰字反切| 上 { 子 下字 帰字 帰字反切
芦母 延ベ
上字額母 声母 官員母 類 数

声母 延ベ
上字額母 声母 韻母 類数|

認 補一 末入

模上
精合 二党 去

見開 鐸入

歩一
明

模去

定 豪上 芳一
匝合 虞平 C 3 

唐平
疑開 斉去 N 2 

見開 先去 N
薄ー

者1 尤平 C
鋒入

布一
明 夫去 E

模去

明

東平見 肴平 E
本一

見合 模去
魂上

木一 帯

主事 普ー 者雪 灰去 屋入来関

模上 帯 桓去

匝合 唐平

諜一
者1 模去

模平

匝開 山去 E
莫- 見 豪平 2 

並
蓬

見合 模去
東平

鐸入
有1 豪平 2 

者1 豪去 2 

蒲ー 者1 屋入 匝 侯平 2 
模平 認 灰去 匝 侯上

影閲 桓平 匝 侯去

者ま 桓去 従合 灰上

，( 明 末入 2 定開 灰去

見合 末入 見合 魂平

匝開 コミ 平 者1 末入

見合 唐平

精開 鐸入 端 常一 匝 寒開平

者1 徳入
唐開平

匝 寒開去
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上学 下漆: 爆ー学 !策学反延切ベF恕f迂
上 手字 下字 3後字 :鍔学

声王寺
上宇議長ま 子益f寺 韻母 義民 上本霊長母 子短f手 震員総 類

定 ，fl!，湾入 こと一 Jil. 豪:;y. 4 

見 談上
模合上 ラ経 灰合ーネ

/ 言炎 上 dむ 流会不

ラ長 豪五F
陸士一

見 組合司王
談合上

.. 

謙一 i澄 ま集会不

束手
来 綴玉誉去

原 ?ラ衣食入

定 大… 会議 i唐関エド
き緊警護主長

ラ較 唐関王子

十 校長テ平

泥 家主子

主主 実上

長警ー 見 的関上

磨間:ネ
影 事会開去 3 

来 灰合平
会議 縁関:;y.

護手 害程合平
在在 空襲関上

ラ長 縫合公
際 電究開:;y. 3 

5た 鐸関入

交差 太一 ! 双 !唐開平 見 淡上

君露関設 来 庭環上 繍 援会 、今J 

他一
見 空襲開平

致事塁手
同一 議蓄 模合平 2 

王子
来 窓会差是

苦語} Jil. 泰静話会

E奪喜善寺之
荷台 寒言語王子 後一 克 l 平

見a 主主調入 2 綴合平
綴 霊長 女

毘 現究開去
Jil. 寧土;

来 車率潟入
機会人

Jil. 談 j二 2 
議 京司王

際 侯友子
場 ヲ支 玉子

滋一 疑 塁審会霊安 会議 冬平

東主ド 来 総会去 2 予R 裁長診察
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l戸絞1 土~
ーと宅評議録

下学 i吉署字 i競争当反切
延べ

声紋 i鎖母!綴 i委主

心 !議会上

座|桜1s平

距 i綴合平

泥 l乃川和

九J;lz

後合王子

総!宗一

日告関上

J! 1;;友会入

短 i欲関去

五ミ IJl雪害塁王子

，三宮ア
刀て一

4雪国 平
芝草 i事革命よ

d
佳

上

去

上

ネ

ム

淡

脱

税

車

京

東

来

機

見

開

A

m

ぷ

上合
一
模

知
山

2 

ーと 字 下学 ?橋本 ;矯字
子宮母
」二学音義母 子留f号 綴f手 類

E立 ER合平

E立 泰合去

泥 添手投 H

言雪 司ミー j 塁手 空襲撃義王子

言台頭上
端 禁事関平 2 

阪 喜支持寺本 2 

泥 主喜 子

長~- 従 E会葬苦手F

庶務平
定 U&閲去

念- 従 灰合上

東奇Z
ヲ長 程合ゴミ

従 :才} 機 登関sf

険開平
主義 後平

来 上

在一 泥 主主 エド

官会警護上
き長 豪 3ド 2 

平安一 持品 策王子

務会エド
予長 災合平 2 

{ . .'~ 桑一 空事問点

際関王F
車高 総書義人

三校 委託 上

医 機合平
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タ王寺
上字引鰐

上学官長官草 子主ま設 置員母

{勢一 予長 長著鈴上

致問予 5長 長野間去 役合入

来 総合去 2 
棄まー 務 侯上

様ft草子
堅耳 庭入

ま支 米合入 3 

影 機会平 3も 員会参議た 2 

見 党合上
ラ長 日自問守主

楽一 ラ長 喜美 エド 定 葬会箆去 3 

毒薬会去 / 豪 5伝 短 指定問上

:見 剛一 渓 I ~.台関去 w 
後関上

E霊 育会上 N

5華開平
費三 長会喜善玉長

霊長 上 2 

E在 空襲閣寺五 2 模合j二 心 3定去 2 

受ミ 豪ーと
見 総合上

主官 要長 去
見z 父命司王

J! 鐸会人

阪 総合平
襲撃 肴 jコrr

こに一 葬祭 事葉会淳子

家王子
阪 模会jニ 4 

主主一
見 長著箆宝子

7鍾蓄を i 歌関止二

主主一 見 王子

合一 言語 3綾上

宅建合上 匝 後王子

機合上
綴 i愛公
渓 侯 j二 2 

{反 告実 上

5絞 侯ゴ去 3 
J! 二党合平

書芸 沃入 2 事ま 去 rr

限 |訳合去

疑 選手会去
安一

震予 察潟平
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.1二 守主 下字
子拐、長ま

ルと宅手意翼線 声紋 霊員母

烏一 l務E {柔不
機会王子

{症 灰合平

1.--. 

径一 見 機会予

}審会草子
Ji!. 綴合去

5も 後三長

勝善 長長一 l奴 要事関j二 2 見 際入

容器開入
き長 家上 2 見 次会ゴミ 3 

Ji!. 桓f:t王子

I事一 ラ長 l警変 上 Ji!. 本室長岩上
模合司 E疋合芸ミ見 Ji!. 米合入

影 魂合王子
翼主 ご発会去

~長 綴念公 見 唐合子 2 

火一
i反 ラ友会入

ーお合上

5主 鍔合入 2 

“民L w 入豆徐
?章一

麿会本
見 機合上

主主 f好一 Ji!. 君署警議決 2 

{事:縄平
総 空襲隠去

;見 ぬ間入 4 

径一 持詰 ! 要事善毒素

要ま襲警平 議選 歌関何千 2 

.悶，、J 縁関等 2 

手長 長野開平

来 委変 J二

洪一 Ji!. 模合平

E史上 Ji!. 撲王子ム
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n 類

下字 帰字 帰字反切 上 ナ炉~ 下字 帰字 帰字反切
声母 延ベ 声母 延ベ
上字額母 声母 査員母 類 数 上字韻母 声母 置員母 類 数

手首 八、ー 並 麻平

結入
見開 庚平

|九入l匝[皆合平

務 I~~ 去|並|庚乎
娘 率一 徹 尤上 C

麻開平 / 尤上 C

並
排一

見開 耕上
皆平

麦関入
荘 耕開平

主主一 明 佳上

庚平
匝開 sJJlJ 去

手苦 結入

初
差一

匝 治関入
麻開去

窓一
匝 虞合平 C

江平

見 肴平
生 lL!- 澄 陽関上 C

明 麻ー 見開 庚平

山開平
来 職開入 AB

麻平
見開 耕平

影 侵平 AB

匝 オニ 去 C
盲ー

並 測去
庚平

生一 荘 山関上

孟ー
見開 皆平

庚去
庚開平

荘 成上

匝 街平
日且一 者1 肴上
耕平

暫 江平
手話 支関上 AB

渓 支関上 AB2 

卓-
ま日
党入

来 尤平 C
荘 草案開平 AB

影 質関入 AB

澄 校一 一，同u 麦開入 2 

庚開平
廃 肴去 3 

童生一
荘 覚入

江平

宅一
見 庚開平

陪開入

虞合去 C覚入 え刷与

憧-
見 党入 2 

江去

見 皆ー 影 捌l開去

皆開平
明 山開平
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よ: 守主
声珍!一一一一
ーと字音質王寺

土
山
一
平

平

関

山

間

間

一

夜

叉

成

炎

[li! 1長苦闘平

第 I!給関入

瓜一 ! 筏 !若手 入
隊合平|〆|党入

芸達 i守主 人

住iI I DJm会去 2 

疑 i 111合平 2 

阪 J廃合王子

~ 

渓 i骨 |見;券不
街潟入

疑 j顔一
機関本

瓦-

5窓会上
I阪 i哲男合手会

よ 字}下モド
F討母
J工学霊長母 1:然匁 羽目む

影l九散|見!刺入

沼ー | 切 j告を害霊友

察関入{ 獄 i佳閲公

3 
一

子

一

去

一

上

会

一

合

一

関

一

毅

一

一

線

一

一

際

務

化

下

腕
純
一
旦

3 

見 i党入

際 i営会王子

上

平

予

ふ

ん

品

。

子

制

間

同

僚

開

問

符

開

郡

山

則

廃

渓

耕

射

精

見

回

路

間

間

関

刈

3 

2 

主主 I1炎上

1 1f~-1 見 i 棚去
庚開予|除 i綿入

見 1)烹開予

兇 1)森審議長三 2 

J1 I j会入 2 

見 iぎを 平

暁|務去

警喜一

撃をすき守主

l'i. 江子

裁合平

対 1 JlJjJJ会上
麻合平;

125 



IV ま買

上 字 下字 帰字 帰字反切 上 十炉ι. 下字 帰字 帰字反切
声母 延ベ 声母 延べ
上字査員母 声母 査員母 類 数 上字韻母 芦母 韻母 類 数

者ま 背平

斉平来 青上

限
並 斉上

先平

挺ー
見 屑開入

青関上

定ー
見 屑開入

青閲去

泥 年 来 斉関上 2 

端
帝ー

見 青開去
斉開去

先開平
来 錫開入

丁一 見 斉開去 来 零ー 匝 斉開平

背開平
来 錫関入

育関平
端 粛平

見 藷去 端 蒲去

透 天一 来 斉関上 2 

先開平
端 斉開去 2 

廃
端 育関平 4 

錫開入

端 先関上

端 育関上

精 斉関上

先開平 疑 斉開去 2 

来 錫閲入 2 活 千ー 匝 斉開平 3 

定 回一 匝 斉開平 4 
先開平

来 斉関上 2 

先開平
来 錫開入 3 

JL) 斉開去

古官 添上
従 前一 来 斉関上 e

庭ー 来 斉関上
先開平

疑 斉閲去

青開平
端 斉開去 2 豪上 I

見 先閲去

廷一 端 斉関去

IL..' 
先ー

来
先開平

錫入 4 

青開平
端 先関上 星- 匝 斉開平

来 先開去 青開平
見 先開去
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上 寸~ 下字 帰字 帰字 反切 上 字 下字 帰字 帰字反切

声母 延べ
よ字韻母 声母 置員母 類 数

芦母 延数べ
上字額母 芦母 韻母 類

見 屑開入 2 JfIJ- 暁 先関上

端 粛平 2 
青開平

見 屑閲入

端 粛去

J 同U 
安m-

匝 育関平
斉開平

形ー

育関平
見 屑開入

玄ー
見 青合平

先合平

経 匝 斉開平

青開平
匝 先開平

鐙-
見 斉合平

青合平

、荷 屑関入

来 錫閲λ 3 

来 覇者 上

兼ー
群 幽平 A

添開平

渓 啓一 見 屑関入 2 

斉関上
定 済関去

先開平 匝
斉開平

i 影 事喜一 見 先開去 3 

斉開去
見 屑関入

~ 

燕ー 匝 斉開平

先開平去
暁 先関上 2 

宴一
見 斉閲去 2 

先関去

i 暁 血一 陸 斉合去

屑合入
[ITi: 先合去

匝lt開平[ 見 i青開平
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A 類

上
P十A噌 下字 帰字 帰字反切 上 寸{ 下字 帰字 帰字反切

声母 延べ
上字韻母 戸母 韻母 類 数

声母 延べ
上字韻母 声母 置員母 類 数

帯 井一 並 支上 見
てロ』ー

羊 幽上
質開入

清平
章 脂去 2 

明 祭去 2 

効-
来 iW開入

清開去

明 真平 規ー 邪 誇合平

明 イ山 平 支合平
来 術合入

清 仙上

明 務入
渓 軽- 土日 支閲去

清開平
章 イ山開去

賓-
来 清上

真平
群 祇ー 匝 清開平

務
疋一

定 先上野
質入

支開平
羊 宵平

篇一
羊 宵平

仙平

診7'を、t一ー
羊 情合平

E旨合平

並 牌- 明 祭去 2 

支平
書 祭去

脊 真平

徒一
見 脂合上

清合平

影
伊ー

日 真開平
脂開平

日 真上 2 
因- 羊 宵平 2 

影 昔入 真開平
明 宵去

d心 宵上
羊 車重 去 3 

頻- 羊 支平 章 葉入

真平
章 脂去 常 総入

羊 清合平

明 民一 並 支去 明 元合上 C

真平
書 祭去

暁
務-

羊 仙合平
支合平

名ー
日 真上

清平
保-

見 支合平
イ山合平
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B 類

上 字 下字 帰字 帰字反切 上 ナ~ 下字 帰字 帰字反切
戸母 延べ 声母 延ベ
上字官民母 声母 韻母 類 数 上字韻母 声母 置員母 類 数

者1 悲ー 並 蒸平
支平

彼ー

渓 gmp- 来 祭関去 2 

庚開平
疑 府関入

支上 見 宵平
群 宵平

王正一
見 脂去 3 

庚平 精一 影 仙開平

" 
並 皮ー 疑 支去 3 

支関上
見 侵平

支平
者1 イ山 去

者1 蒸平

欽一
見 緯入

侵平

明|苗戸平|幣|支上

群 奇一

支開平
/ 11律関入

見
凡ー

来 |真合平
脂関上

影 宵平 2 

見 侵平

巾ー 生 脂開平

真開平
群 際関入

琴ー
渓 支関上 2 

侵平

影 庚関上 3 主主ー
匝 仙合平

脂合平

尽一 渓 脂閲去

庚開平
群 /It'閲入

権一
知 脂合平

仙合平

疑 間関入
年 疑 主11:一 見 庚開去

支開平
帯 蒸開平

智 蒸開平
群 盤上

生 職関入 2 
暁 盤上

影 宵平 2 

群 総入
迎 者1 仙開去

回 支合平
庚開平

群 降関入

暁 支合上
影 英一 疑 支開平 2 

匝 祭合去 庚開平 渓 支関上
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!持母
上字 r-:=f: 媛字 i総学反切

延ベ
上学綴ま迂 戸支号 談母 実質 費支

見 学客 一平 2 

J'i 者霊 安

8 ま器 入
‘等

震菜 支TTw司王 2 

警護
駿一

手苦 重義 上
支開会

童文←
見 3主溺ヨ会

後三ド

児一
交合J乙

疑念平

Iffi it- 淡 度合平 2 

交合王子
手詰 歩道合上

ljJ] 災会去

{一一_..-.:-tωω叫村一一

寄1 腐食彩

2 

李言 i幕議合去
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C 鰐(罵・畏音〉

一
七宮子註ま事

上家意義母 子話係 i霊員fヌ
1:学 下字 間目J戸f号 延べ

上字銭安ま 戸母 綴長ま 菱支

草誇 誠一 主主 扶一 I!ぎ 東王子

主主 上 見 フむ 上 3 E築学 2手 鐙うた 2 
4ド

号毒 文公 安菱 5た

l脱会 元王子 明 コ芝 司Z 2 

き耳 号車 五f1 手詰 文上

見合 容も上工 |匪合?元平 5 

総隊エf
Jj- i匿金 長記 平
援司よ

主主 廃ゴミ 2 

!lJl 言華 人 A徐 i 

字詰 目務 上 B
善悪 物入

? 

立食 女王伝 A E章一 明 康上

さ手 手寄 与子 A
勝五子

字詰 台入 A

明 i1奪三fB 
関 武… ;学会綾子

封日
密会 虞主ド

銀平
燦上i

者2 災王子 B

主浮 妃山 者2 銭ヰZ 2 
晃雲量 l 主主 エf1ヨ

者投 'f' 
匝合 王子

亡} 字詰 東宝F
!lJl 康上 際平

m 設設 よ

数一 学会 鐙ネ 手言 土

災平
者1 後王子 幸哲 文去

努 積投 上 2 / 文主役

明 コ主 乎 き殺 物入

き号 毛色 人 手話 5e J二

Ys 凡霊去 者主 フむ 去 2 
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影 欽線上
滋隣平

Jt 之路上 2 

一」句，… 疑 長号、間交 2 丘一 室直 交合平 B

ニと関上
室経 E曇問主ド

尤3f
来 災会平 B .. 

三転 機関入

予長 際入
議- 5雲会主子

3 
長弱含入 l務 I務会不

芸美 I
録会王子

者投開平 隣
ま若手 災- I 見 i然環不 2 

之開設ま 之間平i晃 i悶去
魚開平 景2 之喜喜重去 来 可後関入 3 

5多 月開入総 .!! ;念 j二

Jt 勝ir公 A
ヲ安一 渓 者設関上 一一一一『町一ャ…ω時均一一一一一一同ザl

主義襲警'f / 之関三長
穀、一

霊長 徽開平 2 
政照子

霊祭 :魚隠王手

魚関上
主党一 Jt 之言語'f

事監
泳三子

[奴 際会J二

似合上
だよ綴

疑lEEii郡魚文魚合開去平 l 匝 l虞合上
一d向)，寺 主立 E葉会主ド

鐙官主主子
若手 虞会ゴミ 2 ! 章 I ~雲間去 A 首込

供一
E立 月合入 l縫 l繍上虞会3f

約一 崎.-.，' A 吋

:5e関王子 ラ長 魚肉ぷ

E露合平
務 i漆持表

淡!怒7~，J; 1- 丸 i魚務不
之開よ 魚閉ま去 | 阪 I I縫合平 2 

月間入
ラ主合平

長薬会去 徐
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上 円十 下字 帰字 帰字反切 上 ナ炉ι， 下字 帰字 帰字反切

芦母 延ベ
上字額母 声母 官員母 類 数

声母 延数べ
上字韻母 声母 韻母 類

影
衣ー

来 屋入
徴開平

於一 / 職関入
魚開平

E軍一 疑 燭合入

徴合平
明 元合上

央一
来 機関入

陽開平

勲一 見 徴合平

文合平
見 徴合上

庭- 渓 微開去 2 

蒸開平
見 欣開平

況ー 匝 虞合平

陽合去
恒 元合上 2 

見 欣関上
有 験合入 B

薙ー
見 微合去

鐙合平 微合上匝 子一 明

威一 群 鍾合去
虞合平

群 文合去

徴合平
明 文合去 疑 元合平

疑 元合上 3 並 元合平 2 

/ 元合上 明 元合去 21
1 

並 薬合入 者1 陽合去 2 

見 尤平

暁
喜一

章 脂開去 A
之開」二 見 尤去

呑- 来 屋入 4 
:z:;;- 見 虞合上

陽開平
渓 徴関去 2 文合平

手詰 虞合去

見 欣開平 2 

影 葵関入

向一
来 薬開入

陽関去

朽-
見 尤去

右上

凶ー 疑 燭合入

鐙合平
匝 虞合平 2 
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AB.C類(者・歯努〉

|声母
上

i「
l肘 反主号

芦母級王寺 華道
主義数ベ

t上字 下学 ?論家 帰字
l向f手 2弘

上学綴f号 子封t法 議官詮 実票

知 後一 ラ長 イ山関本 室主 魚関:;p:

隊問平 当を 総務j二 羊 主義隠王子
~ 

警察 仙閲求 主任 長車問上

来 主義療是主 三41 ?聖子

ラ長 機関入 予長 フむ :;p: 2 

今生 湾関:;p: 2 三転 E量入 2 

来 緩合平
中一 Jif. 尤受史 2 

東:;p:
三転 毒事会人 2 

Jむ 援護会平

今す{ 見 殺F開予豆

if証一
発a 魚開会

2と隊ゴミ

屋入
Ji! 後入n;

重一
Jl) 主義会主iι

銭合本

安設 車車一 当主 務総エヂ 予長 1J~ 澄 3芝潟平 2 

職~器入
手部 清開平

機関入去
イ山路王子

羊 主著書喜子 ま客 主急隊司Z

ラ長 機関上 '議 滋警奇差え 2 

3長 隠語襲警是正 従 陽開表

コむ 王fl. 常 三喜 入

ラ長 尤エF 2 護軍 :;t平

まtI 五ミ 王子 2 護者 懸念写

来 際入 見Jミ 脂合j二

澄 隆一
宅整 強会と 2 

警護関入
央日 A'l潟是正

知

務

心 意子務入
害事一

邪
や僚会入
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上 字 下字 帰字 帰字反切 上 字 下字 帰字 帰字
声母 延べ 戸母
上字韻母 声母 官民母 類 数 よ字韻母 声母 官員母 類 数

J心 誇合平 羊 湯開平 2 

Jむ 宵上
龍一

章 虞合平
鍾合入

群A 背開平 N

?弘

i 務
五一

羊 葉入
魚開平

清一
見 先関去 N

清開平

子一 清 仙関上

促ー
羊 虞合去

燭合入

之関上
羊 麻開平 従

茨ー
来 質関入

脂開平

羊 魚開平 4C徐 1) 
泰一 知 支開去

来 陽開平 真開平
Jむ 清開去

来 陽開去

澄 侵去

疾
書 脂開平

質関入

来 屋入 3 主d刷主、- 知 真開平

将一
羊 清開平

陽開平

之開平

|精 仙開去

精 葉入

T!P- 来 脂開去
来 総入

職開入
来 堕平

従ー 清 質開入

来 斉開平 N 鍾合平
羊 尤平

足一 dむ 脂合平

燭合入
J心 術合入

鍾合去虞合平 羊

羊 鍾合平 2 ii) 息ー 章 真関去

験開入 来 真開去

清
此

来 質開入
支関上

来 質関入

羊 仙開平

七一 羊 麻関上 2 清 仙関上 “ つ

質開入
羊 魚開平

来 務開入

背開入 2 

苦官 陽開平 之関上

-135ー



よ 字 下学 ?議宅子 線学皮切
子務まま 延べ
上学綴f翠 戸長ま 官員母 案提 数

上等、 下字 綴字 隣家
皮燦切ベ

声f翠
点字置員f手 戸f手 意義母 類

釆 之際女 際A イ出会主子

羊 ;然開平 似合3f

主任 隊機王子 従 銭合王子

ラ長 援問手伝
"i 

寄生 下雪 玉子

ラ長 カネ

松一 .lL.¥ 終合平 2 

緩合平
φ芋 似合平

見 泳三長 51E {関1- ラ長 祭隊主役

宝重 筋合平 事議開入 g 主主問主F 5 

2量分子
談合平 / 

影B 主要隠入

来 三こ隠平 2 

支一 羊 緩合エド Ji!， ;検問平

イ白合平 三手 縁台上 ラ長 室長路上

発達 陽関守主

須一 邪 室事会玉子

隊合平
学資 言事会公 3 

来 ! 緩E喜二会 2 

来 総入
ヰ主 似合上 2 

来 尤王子

羊 仙台去
党 尤ゴミ

五五
え開司王

=字 怒号線王子 ラ転 際会人

Ji!， 縁関主F風 rr
務 之関上

陽開平
予長 之関ヨ長 2 老若 J魚関上 疑

災関王子 2 

* 
;係湖上

，心 :;;[;去

l創一
Ji!，B 侵エ手

務E喜去

2手 閥会入 屋入

話lf'-
魚開主JZ

務関王子
さ色 色一 来!繍去 3 

機関入 予長 z関去
匂一

務 総合去 2 E事会王子 策定率 2 
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上波 下学
制帰字!|様祭字

117i 
F皆f器
上字綴滋 実際

一色
戸母1
上司ド査員母

ラ長 筋合公 怠 I)ミー
5長 策会入 背開入: 索 2こ関去

手設 陽書司会
主主 交一 J心 *平

支関ネ
学 えニ ネ

a滋 総人

影 機関入

真一 fヨ 之関上 2 

主主開平 日 主主路上 2 

陽開平 i来 星稜平
従 カ王子

言書 思議開入
祭会話ミ

径一 2 

請・関"F
fヨ 3革関ーと

株一
主雲 似合平JZ

E露合王子

ιda こ… 予言 交際語上

之喜喜平
日 災答書上 2 

森一 。羊 綴合平

露合本終 i 宝診 主主合王子

お イ向関"F 2 
事II!.-

主主 之関Jこ〈俣母〉般 i 講義開平

字書 済関玉子 ぎ量一 羊 持軍関去

Eヨ 重露関入 2 機関平 j掌 寿喜関去 3 

影 ?雪上 常 授喜苦j二

予告 隊入

章一 害警 際関入 2 

際関乎
'誇? 真家線上

議 If'-
潟隠"F

さ終 阪会王子 2 
失一

一一金主一
常 葬祭箆入

湯関J二

策関入

苦子一
朱一 お 長霊会入 主主開平
五薬会王子
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ム 主主
戸王寺iψ一一一一一
k学韻母

務一 ! 章 i B器開上
際関3jZ 字書 l 

E暴言霊祭 ; 議 1)燕関エド

a 必宥

議繍平 i
立

媛箆三友
品 |女合平

験開入 学 交関平
表一

主義 2 
宝章 E陸路子 2 三空会3jZ

?言 台関入 3 純一 影A 3芝合言伝

主幹 i魚関王手 言事会三子
章 隊合平

祭合去 5 務会平 2 
努毒合人 羊 機会人 鍾会王子

予言 長第五テョ長

常 I成一 ! 殴 i祭関本

昔 |品h鐙ヰ二 i孫zJ#J:ifI 慾 !莫限公
三こ開平 I ~義務エド 2 

侵.1二

澄!後去

お一 審;総務乎 重量 E援会王子

昔F義人 j 昔 ...，. 燭合入
/ イ議会綴

ヰな 仙台上
昨年一

之線王子 羊 鐙合平

章 援護合王子 2 
布一

之関ーと j / 斗ヨョ 司伊 2 

!l[フむ 去 i 済関乎 1常 |支銘公 4 
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上 pナ~ 下字 帰字 帰字反切
1声母 延ベ
上字韻母 戸母 責員母 類 数

日 脂開去

来 質関入
章 |鍾合平

章 仙開平

'" 日 之関上
附:上字不明の反切

，心 尤去 向、，.

以ー 来 魚関上

之関上
来 陽開平

羊ー 常 支関去

陽開平
書 祭開去 3 

帰
上 { 十 下字 帰字 帰字反切

十{ 
延べl

戸 上字韻母 声母 韻母 類 数
母

¥ l端[豪去 I 

¥ |匝|皆開平宜

戸吊Iら 昔閲入 3 

章 之開平 3 

章 之関上

¥ | 疑 [支開平 B 
¥ i 明 |仙合上 B 

章 魚開平 2 

章 魚関上
¥ | 影 |庚関上 B 

来 薬開入 2 

来 職開入 4 

章 宵平 3 

¥ i 群 l虞合去 C 
¥ [疑|右平 C

，心 宵上

書 尤上 2 

d心 虞合平

¥ | 日 i脂関去 AB
¥ i 章 [真開平 AB

令kコhーー ，心 祭合去

鍾合平
暁 際合入

J[) 苦手合入

章 虞合平

章 虞合上

-}39 -



p. 3383残巻

原本写真(一部)、校録文ならびに校註

本残巻の校録文および校註を掲げるO序論S10文献(pp.31-32)P. 3383 

①の小島祐馬氏による紹介には全文の移録が含まれており，参考となっ

た点が少くない。但し小島氏の移録は， I巻子本の例にもれず多少誤字

脱字散見するも，今は全く奮にのって改訂を施さず。」とし、う方針でなさ

れており，その点以下の校録文とは異なる。また小川環樹教援がパリ滞

在中に原巻から全文を移録されたノートを拝見でき，校註でとくに記し

た他，疑問を解くことのできた部分がある。小川教授の好意、に深く感謝

申上げるO 本残巻の写真は，文献⑥紳田博士「敦煙秘籍留真新編」に

収められ，また文献⑤周氏「唐本毛詩音撰人考」にも載せられ，かつ

また S.2729残巻とは異なり文字が全体に鮮明で判読に疑問となる箇所

が少ないため，神田博士の書物から第一葉の写真のみを転載させていた

だくに止めた。校録文も同書所載の写真にもとづく。

-140ー

'1 



. 

M 

‘守

ぱ、

仁D

トー

co 



校

録

文

並

校

註

校

録

文

並

校

註

凡

例

。
此
巻
書
有
毛
詩
篇
名
、
今
加
線
標
之
、
間
闘
之
処
以
(
)
補
之
、
以
使
翻
閲
。

O
其
他
凡
例
皆
依
&
二
七
二
九
残
巻
。

(
参
看
三
七
頁
)

il 鴎訳
眺
翻
煽
一
府
間
芳
明
施
平
J

一
院
一
同
配
配
酬
大
似
位
一
脚
間
間

は)

院
本
釈
文
倶
作
「
山
部
門
」
、
釈
文
「
本
亦
作
|
」
0

2 

畑
一
以
以
御
一
一
報
…
腕
一
肌
畿
、
〉
〉
棟
一
郎
無
射
銅
山
町
一
枇
一
肌
列
料
問
問
糊

(1) 

院
本
釈
文
倶
作
「
烈
」
。

3 

誠
一
制
限
懐
紙
僻
師
一
肌
一
周
不
瑞
一
約
-
笹
川
教
師
一
位
一
瑚
作
皇
失
之
莫
糊

)
 

唱

i(
 

「
反
鄭
」
二
字
原
誤
倒
。

4 

町
一
安
度
持
者
一
瑚
式
郭
腕
「
唯
一
献
城
作
之
一
向
井
之
尚
一
+
音
一
洲
町
一

ω
疑
此
当
訂
「
暮
」
、
暫
仰
之
。

ω
釈
文
向
、
院
本
作
「
廓
」
o

ω
院
本
釈
文
供
作
「
民
」
o

ω
院
本
釈
文
倶
作
「
畜
」
。

5 

吏
騎
一
時
其
例
制
田
町
畑
一
樫
一
則
据
間
接
之
恥
而
刻
版
雄
一
服
麗

6 
但)包) 鼎廿

(1) 草子r:~

柘
夜之

自
弊 (2)
老夫眺

相
而而

犀音

小郭
子云

如樹
細似

栗槻

採

掘
償 (3)
腫図
節匿

可反

以孫

為炎

杖云

原
作
一
等

「草」、

与
四
等
「
粟
」
「
燕
」
倶
不
合
、
故
訂
「

l
」。

院
本
釈
文
倶
作
「
銘
」
。

l
H品
同

l



(3) 

院
本
無
此
二
字
。
院
元
校
勘
記
云
「
此
脱
耳
」
。

7 

刊
一
官
純
一
山
一
時
一
肌
蹴
娼
一
一
一
附
願
締
一
服
一
三
官
省
関
斯
抜
一
側
先

8 

山
川
易
一
蹴
額
一
時
王
此
記
?
?
克
比
一
町
和
偏
一
畑
一
施
子
駈
盈
畔
時

)
 

唱
土(
 
院
本
問
、
釈
文
作
「
務
」
、
一
玄
「
本
又
作
狛
」
0

9 

へ
品
川
官
官
官
戸
限
期
租
桝
共
恭
周
結
時
其

10 

一
組
閣
口
圏
不
長
珍
夏
行
鈎
士
口
援
子
街
春
・
9
天
昌
尺
執
川

|

一

鄭

一

息

浅

爾

雅

侯

元

謡

、

士

4
ィ
上

院
本
釈
文
倶
作
「
訊
」
、
釈
文
「
字
又
作

i
」。

(1) 

11 

信
日
恢
蹴
郡
日
繭
一
醐
…
葉
、
〉
〉
制
第
と
弗
位
指
-
無
梯
蛾
猶
佑
鯨

(2)は)

院
本
釈
文
倶
作
「
龍
平
」
o

原
作
「
言
」
、
蓋
渉
上
文
「
言
」
誤
者
、
今
訂
「
|
」
。

12 

日
也
ミ
零

，
ET--E
計

監
劃
民
柴
顔
一
国
順
位
登
目
古
勿
盈
己
因
子
塵

孝
l

l
一

堕

官

官

乱

力

救

13 

一
宮
=
一
昨
盟
同
一
醐
沼
舵
一
於
靭
刃
虞
一
一
…
粧
縦
凱
責
措
於
一
論
一
時

仕)

原
誤
作
「
倫
」
。

14 

於
…
楽
仰
植
城
日
口
調
時
刻
重
一
時
竃
一

T
T一
世
皇
陛
一
鵡
昨

15 

牟

判
劃
成
王
桁

文
王
有
聾
草
間
駿
慨
伊
減
一
副

l
H
A
H
N
l
 



16 

其
慾
斡
維
翰
…
知
東
注
一
一
氾
一
繍
有
吉
一
時
弘
両
日
厩
孫
'
帥
酔
鄭

(2) (1) 

釈
文
同
、
院
本
作
「
欲
」
。

釈
文
向
、
院
本
作
「
汎
L
。

17 

以

燕
見緊

生(

民 ((1)
第

廿
四

巻
十
七

大

雅

住)

原
絞
末
一
筆
、
詩
避
。

18 

萎
嫁
原
故
…
推
一
間
克
理
問
以
弗
一
畑
郊
鵡
榊
弓
鞠
酎
呈
一
間
放

は)

原
誤
作
「
棋
」
。

19 

日
一
敏
栂
却
一
域
…
時
止
住
柱
証
拠
調
報
如
達
糊
不
訴
措
一
話
…
四
一
小

(2)仕)

原
誤
作
「
心
」
。

釈
文
問
、
院
本
作
「
訴
」
。

20 

副
歪
無
益
田
則
誕
寅
正
之
陸
厄
牛
排
扶
誕

H
張

造

反

或

烏

逼

来

鼓

冨

非

ヰ

誤

為

箕

(3) (必 (1)

院
本
作
「
蕗
」
。

按
生
民
三
章
「
牛
羊
脱
字
之
」
、
疑
此
当
為
「
羊
」
、
暫
品
川
之
。

院
本
釈
文
倶
作
「
箕
」
。

21 

覆
時
以
接
相
麟
狐
¥
日
間
一
叩
一
献
車
時
計
一
す
山
一
問
旬
一
棚
疑
桝
識
別

22 

一
恥
黒
川
一
任
、
〉
平
協
〉
〉
舗
穫
と
附
懐
己
一
時
庫
三
一
ザ
弗
弗
種
之
服

)
 

唱

i(
 
案
生
民
四
章
「
誠
之
荏
萩
荏
萩
施
姉
」
、
疑
「
〉
〉
」
当
為
「
萩
」
。
今
暫
仰
之
。

23 

震
褒
一
知
穎
浦
一
柑
耕
一
眼
部
耕
一
五
一
荘
抱
一
際
一
時
一
純
一
空
間
一
一
今
吉
一
胡

住)

原
似
「
梁
」
、
当
訂
「
|
」
。

l
H恥
ω

l



24 

一
梓
一
蹴
軒
一
綱
試
一
均
一
泊
一
階
韻
第
一
云
甲
亘
之
酬
一
種
一
肌
郭
是
任
一
肌
肇
一
岨

(3)ω(。
原
作
「
鳶
」
。

院
本
釈
文
倶
作
「
恒
」
。
釈
文
「
本
又
作

l
」。

院
本
釈
文
倶
作
「
筆
」
。

25 

或
揃
肝
一
一
一
川
一
同
一
円
云
簸
一
間
援
問
洩
旨
舶
持
…
問
…
削
断
於
糞
制
軍
制

(的ω。)
院
本
釈
文
倶
作
「
受
」
、
釈
文
「
字
又
作

l
」。

院
本
釈
文
倶
作
「
撃
」
o

原
従
「
川
」
。

26 

五
一
以
戦
一
相
荏
一
抑
之
主
性
調
糊
后
燕
雌
抵
羊
牡
母
惇
火
批
凡
則

ω
院
本
向
、
釈
文
作
「
低
」
、
一
去
「
字
亦
作

l
」
o

原
字
作
「
涯
」
、
比
巻
凡
従
「
兵
」
之
字

皆
従
「
互
」
。
此
行
下
文
「
低
」
、
川
町
行
「
鴎
」
皆
同
、
不
毎
加
註
。

倒
院
本
釈
文
倶
作
「
准
」
。

ゆ
院
本
作
「
恕
」
。

27 

諏
一
川
市
版
印
鵬
盛
成
大
義
祉
以
迄
鵠

2i 
鬼子

者

厚工

凍 (1)
梨

(1) 

原
作
「
液
」
非
。

28 

一
い
敦
史
む
都
敦
彼
世
一
号
一
一
日
徒
泥

K
M
臨
帆
履
折
蹴
絹
抗
一
蹴
一
々

(1) 

此
二
音
実
同
音
。

29 

陪
一
打
洗
一
服
聞
坪
鵬
醸
酬
酸
駈
臨
時
牌
糊
…
腺
醐
或
四
方
伸
一
胸
一
問
者
比

ω(1) 

原
作
「
発
」
。

院
本
釈
文
倶
作
「
函
」
、
釈
文
「
本
又
作
|
」
。

30 

醐
敦
時
弓
魁
丁
銀
侯
鈎
均
中
梨
軒
…
畑
反
霊
前
轍
桔
一
四
ー
奔
軍
町
一
品

l
H
k持品

l



(心掛 (2)ω

品
立
案
「
設
投
資
、
疑
当
日
空
数
門
川
町
内
暗
殺
い
、
今
費
約
之
。

院
木
釈
文
倶
作
「
就
職
L
O

正
字
滋
一
以
「
俗
削
機
ゆ
山
e
L
O

同
部
作
吋
裁
い
。

31 

仲
代
吋
深
夜

敗
也

談事E

話器之

絡

筑
波
釈
す
〈
隅
柄
拘
げ
「
匂
い
。

32 

築
協
反
制
織
す
〈

刊
以
情
対
色
父
子
会

概
論
一

A
1
繍
双
山
〕

的

W

「
之
い
ゆ
ず
一
小
開
問
問
料
畿
、

「
官
暗
い
後
之
釈
明
?
存
胤
慨
。

始
W

制
服
誤
作
「
炎
、

蹴
燃
本
成
品
滋

33 

殊
勝
付
ヘ
γ

反

i
4
f

来最寄

議議

多毛

時
仇
中
品
作

華経

殺を奪

公選愛

丸事進

主義季

大

ゥ
~
…
災
級
ふ
慾
e

、

34 

若草皆

談上
主ま

え
選(り

ま去をま
2吉本
小反
宅~~誤
百懇

話収)

本管

設(吟

議議立証

天

(紛糾

終
文
時
間
、
阪
本
作
「
柳
川
胤
い
l

u
桃
本
問
問
、
釈
文
内
げ
「
側
捌
L
O

院
中
小
紋
父
m制
作
げ
「
数
い
α

山
肌
ぶ
翻
机
十
〈
抑
制
作
「
潜
哨
L
G

{必

一
一
摂

之
世
帯
波
音
楽
又

縮
問
閥
抗
一
次
一
一
虫
呂
田
間

後
菌
兵
為
潟
路
、

密主主主

ム仔索

殺t主

着い)
陸各廷L

欝ι

35 

2こカ

J敗
失Jt

分表記

ザ
附
一
尻
町
来
鶏
慨
を
諸
問
滑
油

36 

主
的
一
階
日
深
一
腕
…
附
…
開
問
山
機
管
問
賄
側
…
削
除
鳴
と
榔
帯
主
一
μ

住)

配
本
側
机
文
儀
作
「
議
'
ぃ
。

l
M
A仲
間

B

門
前
ム
口
門
H

字

叔jミ



37 

長)
下上
顔行

孝嫁
反

保
右
救子

抑
主

逼英(1)

匪判
解
貰耽

壁
議香

(2) (。
原
作
明
母
「
莫
」
、
与
影
母
「
抑
」
不
合
、
放
訂
「

l
」。

院
本
釈
文
倶
作
「
不
」
。

38 

制
劃
持
抱
制
適
乃
一
場
砕
裏
果
糧
勅
豪
問
一
袋
問
一
輯
平
成
揚

39 

川
一
間
啓
行
一
肘
一
誠
肝
臓
併
…
軒
時
-
理
問
一
得
概
論
、
〉
〉
む
一
一
得
桝
乃
依
括

。)

院
本
伺
、
釈
文
作
「
郎
」
、
釈
文
「
本
赤
作

i
」。

40 

湖
一
同
庭
乃
造
一
地
鞄
一
砂
捧
家
一
位
一
M
一
俊
鰍
一
一
一
単
一
一
度
儲
卒
肝
鍛

41 

乱東

ダミ

其
沿上

皆

澗
委皆

遡
故速

背
鋭辱

鞠 (1)
六九

隈 (2)
又衣

烏六
報又

Ei 
胴上

玄

療 (3)
道郎

務

云甫

(3)ωω 

阪
本
釈
文
倶
作
「
鞠
」
。

院
本
問
、
釈
文
作
「
襖
」
、
釈
文
「
{
主
成
作
|
」
0

原
誤
作
「
球
」
。

42 

喜
尺
力
救
反
余
雅
鉾
飽
稔
也
郭
瑛
云
旺
響
曲
凪
概
剛
清
秦
劃
剛
辻

虫

志

飽

今

呼

儲

飯

為

餅

飯

熟

為

領

[

慨

J

位

ω
按
今
本
爾
雅
郭
注
云
「
今
呼
聾
飯
矯
館
、
鎖
熟
銭
飽
」
、
此
処
「
飯
」
疑
「
鋳
」
之
誤
、

暫
仰
之
。

ω
原
作
「
軌
」
o

同
院
本
釈
文
倶
作
己
批
」
、

「
i
」
或
疑
寸
概
」
之
誤
、
暫
初
之
。

43 

員
票
風
上
眺
リ
猿
烏
伴
毛
普
半
反
笑
毛
呼
乱
縦
証
式
品
目
即
由
又

喧

四

日

只

罪

鄭

蒲

竿

錦

胡

国

品

目

是

ι

在

由

(2)包)

釈
文
問
、
院
本
作
「
瓢
」
。

院
本
同
、
釈
文
作
「
施
」
、
釈
文
「
本
又
作
弛
」
。

リ

ザ

怠

刊



44 

宇
版
協
亮
一
間
一
畑
一
瑚
一
般
有
鳴
一
概
一
課
程
一
献
瀬
古
一
昨

t
一Tm聞

原
作
「
販
」
誤
。

原
従
一
寸
禾
」
誤
。

院
本
同
、
釈
文
作
「
僕
」
、
釈
文
「
本
亦
作
|
」
o

(3)ω 。)
45 

糞亡

調
主

合呼

藷
蓋友

亦
惇
付凡

撫 (1)
J憂
沼而

寒
と

蒲遮
干し孔
反反

又

住)

院
本
作
「
鉱
山
」
。

46 

(

-

(

偉

z

i

嚢

-

香

乞

反

動

実

。

上

念

民
勢
重
数
捉
ι

軒

先

美

γ
気
不
吃
幾
宅
ず
段
惨
才
感
寸

「
気
不
」
応
是
「
或
譲
作
香
気
反
、
非
也
」
之
意
。
参
看
品
行
註

ω。

原
作
「
諜
」
、
蓋
是
渉
上
文
「
誼
」
而
誤
也
。
釈
文
同
、
院
本
作
「
傍
」
。

ω(1) 

47 

遠
能
h

即
時
一
蹴
H

慨
婿
一
誰
割
譲
勝
敗
一
肌
又
王
休
附
以
近
一
一
小
稿
欄

48 

世
間
鑓
遺
絡
恒
一
覆
一
城
玉
女
汝
ー
恥
凡
献
卒
山
中
-
丘
一
話
一
問
販

ω仏)
原
作
「
汝
」
、
則
不
用
注
「
汝
」
、
今
依
院
本
訂
「
|
」
。

院
本
同
、
釈
文
作
「
偲
」
。
釈
文
「
木
又
作
|
」
。

49 

一
向
班
、
〉
〉
山
山
沓
と
碍
揮
一
昨
醐
k
F
U
一
四
一
以
一
時
糊
云
警
と
一
刷
費
捕
一
一
一
向

(2)ω 

釈
文
岡
、
院
本
作
「
惇
」
。

原
作
娃
母
「
斬
」
、
与
暁
母
「
繍
」
不
合
、
室
是
「
|
」
之
詑
誤
。

50 

濯
=
一
一
臨
時
耕
一
肌
一
間
一
四
云
重
…
眼
精
ヒ
諸
問
飯
嶋
一
剛
容
J

一
州
唯
一
期
一
明

l

H

h円
J
1
l
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(1)卑民

星空
見了

毘
炎委

主主主持

{局災反

愁母t
菅波
書卒ヨミ
i今中

;と也
薬事孫

易
お羊(3)

必}

総迷

ま去t滋
麓
灘区

川

W

「
昨
」
釈
文
「
附
糊
海
災
い
、
上
声
。
庚
時
間
「
捕
締
約
切
ぃ
、
赤
十
悦
上
声
。
平
戸
「

i
L
総
上
戸

「
鯨
」
「
捕
と
峨
ヤ
之
線
。
今
暫
品
別
之
。

悌
潔
級
品
水
一
時
索
、
時
間
経
。

同
霊
前
作
「
で

前
院
本
細
川
、
双
文
作
「
俳
句

52 

イ際

立
貯
益減2
易
主

上下

互主盈
鼓

製 (1)
tまfミ

人
努J:
E軽
審 (2)
主主甫(3)

鰹
父子

翰
安綴

{紛 ω
時
抗
+
中
間
川
、
制
机
文
作
「
庫
、
釈
父
「
中
小
又
作
[
一
」
。

院
本
釈
文
倶
作
「
滋
」
。

原
作
泥
必
「
中
関
」
、
与
射
相
母
「
蕃
L

…小
A

川
問
、
放
訂
寸
geetj

」。

53 

おZ

之
什
第
サ
五

ぬ
住
之
十
八

大
経
三

ウ
ん
階
附
一
的
多

)
 

噌

A(
 
統
本
問
、
釈
す
〈
作
刀
淡
い
、
釈
文
「
本
裁
作

j
h

54 

辞
1M事
駿む}

綾

高高
;林市

まを

又之

十
阪
鎖
反
滋
前
員
宿

文
公
mmω

畿・
4f-
章

{段?裕

弘
樹
喜
己

宣
閥
的
制
御

、ld'A 
rs-

、
制
机
父
開
州
、
山
総
本
作
「
竣
匂

55 

部 (1)
助側

交診

休(的

又虎

1'1'主主
(3)然!ズ
護主

背
綾子会

ネ

4
晴
美

庚
告
建

米議善

治:
義民

林直

川
W

附
郎
総
作
「
説
」
0

ω
院
本
釈
文
係
作
「
然
川
端
耐
震
設
詩
。

川

w
w部
作
「
休
、
与
上
文
「
休
」
滅
後
、
依
獄
中
市
等
訂
作
「
j
h
泌
疑
ト
一
文
「
体
」
当
訂

「
然
、
商
此
「
品
作
い
当
初
之
内
ωο

今
樹
事
訂
如
此
。

56 

式
競
一
郎

主主荒

胸
鎚a(

臨
閥
蝉
納
掘
削
内
奨
何
縦
一
蹴
亦
車
輸
入

H
h
肝
∞
!
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(1) 

又J;Ii<;
畿勢

太反

カ張

戸
市
…
ザ
J
~

捕
鯨

檎

卜

労

末
イ
一
一
豆

抜
一
ゆ

、、a
，da--
rz
亀、

原
料
拡
「
巾
」
議
。
続
本
作
「
決
」
、
釈
文
作
「
伏
ぃ
。

58 

見
星空郊

折
傷
設上
反?言(1)

議室笑

皆

詳。)
羊

持。)
人
f雪上

刊
革
問
荒
湛

(3) (2) 

此
下
康
品
物
一
年
似
吋
常
」
、
街
令
、
λ
F
f

測
念
。

院
木
作
「
件
」
。

制
帆
文
蹴
門
、
続
本
作
「
哲
」
。

59 

高tili

共
fJ~ 

ゴミ生
普賢

令}叫.
-~従

求者

安反

主ゃ}
総凶

用
、
返
ポ
人
綴
…
皮
細
卿

仲
げ
附
制
点
日
開
門

(2) (1) 

阪
本
問
、
釈
文
作
「
潟
い
。

釈
災
関
門
、
院
木
作
「
庭
」
。

60 

」
皮
肉
清
潔

各

快

護審了

鋪
i気良
母 (1)
易
波及

的
河ミ

絡事
布市

救出

抑 (2)
Ifl 
翁ぉ}
念欽

的

w

阪
本
釈
文
誤
作
「
然
」
。

@
院
本
絞
す
〈
然
不
H

片
品
ぬ
字
。
按
体
調
文
叶
陥
商
ゆ
湖
一
編
詔
笑
」
、
疑
此
務
所
拠
品
/
一
一
本
「
肩
」
作
「

薦
問
町
」
色
。
加
旧
日
F
行
翁
「
棚
例
制
哨
」
与
此
不
A
A

向
。
存
関
慨
。

制
限
中
小
作
「
脇
」
、
釈
文
作
「
総
」
。

61 

者
的
制
笑
孟
子
日
姦
w
綿
綿
災
総
於
変
娃
己
一
一
一
回

-u'円
弱
餓
笑
池
宮
於
夏
日
滋
隣
府
仙

在
亮止ニ
ィ滋

於 (1)
盤
機長寺

}
 

噌
&〈

院
本
作
「
子
L
o

62 

お115之
手奇数ji

lJi!ω 
味扶

式

T
賞
品
千
字

忍
ト
ロ
選
石
持
制

(3) 

戚
史専“と
反芥

不
謂 (4)
又おj
子孫

:念反
猶

(吟

)
 

4
S
4
 

f
e
省、

院
本
作
「
燐
」
、
絞
文
作
「

(5)紛 (3)U鉛

氏
本
釈
す
〈
倶
作
「
弘
樹
」
。

院
本
作
「
楠
附
」
。

削
帆
文
問
、
阪
本
命
げ
叶
俄
h

級
品
ホ
作
「
機
い
、
釈
文
作

ー
]
{
串
由

l
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間
一
紅
一
瑚
法
制

怒協

議手 (1)
;念総

問t

長幸p

乎i

制
脚
光
惜

被
町
一

(鉛 (1)

防
水
作
「
傍
」
o

釈
文
問
、
院
本
作
「
呼
」
。

亦 1て
終

取
泉学 (3) 
警察

遜
必容

64 

古
九
ア
少
よ
間
一
側
諸
E
倣

原
作
「
莫
」
当
然
。
制
郎
副
肌
文
主
H

募
」
時
柄
。

「
崩
一
小
い
ん
泌
総
「
或
設
作
莫
溺
波
、
持
品
企
之
意
。
参
素
材
制

問料品
4
作
辺
官
」
。

(3) (2)胎
65 

察j
g設j

文際
主事鋭

主主反
，m説
4併

歩伍

勿要議

後
旬
句均(1)

須

持
活虚

ぉ
模
災
操
慈

悶

川

ー

角

な}

此
且
品
「
拘
仰
い
之
誠
一
議
、
原
十
ぽ
「
除
問
い
い
F
然
也
、
今
豆
之
。

66 

機
…
ザ
架
橋

λ、
比 w
{乍子手
民吉野

間炭

(2) 

屋若者、

倉
亮楚
兄も
おず

{治憐産主J

{卒、
角綴

持
降
水
蛸
机
文
依
然
「
庇
」
、
釈
文
「
44ν
源
地
什
わ
し
防
」
τ

織
防
水
作
「
機
」
o

伸
原
作
先
開
閉
「
憐
'
」
、
党
議
…
小
与
澄
母
「
複
」
絡
会
、
総
計
一
川
「
i
」
。
釈
す
〈
司
令
制
緩
」
亦
与
「

定

i
い
州
相
会
。

67 

治機

不
況
主主民
;，s 
以
蓋 ω、
進慈

JJ: 

建築

M
T火
山
律
一
賢
府
鰍

一
雷
同
む
か
及
川

m
m
L
h
t
繋

釈
文
問
問
、
院
本
作
叶
蛾
」
ι

68 

兄 (1)
i足

i翠

(め

人

(2) 

欲求
僚、

警察

遺(ぬ
-:z:;:， 

耕上

八

稼 ω
織
察機
畿伶

IJ自
主霊長吉
云幸手
続反

拭郭

也

(5) (4) (紛 (2)(1) 

阪
本
作
「
況
、

院
本
釈
文
畑
開
作
「
州
地
」
。

阿
川
中
串
蹴
机
父
倶
作
「
奔
」
、
釈
文
平
ナ
又
向
け

i」
o

m
仇
本
問
、
如
机
文
作
立
添
い
。

釈
す
〈
閥
、
総
本
「
食
」
下
有
「
於
旬
、

岡山山
O

i
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蝉
?
謡
館
拝
羊
伺
止
器
具
敵
号
明
其
相
腕
純
一
宮
一
粧
犬
風
九
九
隣
遂

住)

院
本
釈
文
倶
作
「
恨
L

。

70 

中
垢
開
惇
一
附
一
嚇
一
側
交
政
善
背

PZEE--ふ

劃
劇
遇
裁
刊
一

)
 

噌

i(
 
院
本
釈
文
倶
作
「
赫
」
、
釈
文
「
本
亦
作

l
」。

71 

日
干
一
尚
一
哲
也
一
詔
一
一
臥
一
蹴
議
と
崎
一
一
反
又
痩
一
ザ
純
一
削
教
師
可
推
駈

(2)ω 

釈
本
問
、
阪
本
作
「
寓
」
。

院
本
釈
文
倶
作
「
誼
」
、
「
l
」
恐
是
「
趨
」
之
靴
、
暫
仰
之
。

72 

震
一
脚
有
矛
一
瑚
一
冷
相
賊
↓
寸
捷
一
腕
一
町
一
一
輔
醐
一
作
可
温
臨
炎
と
搬
糠

73 

品
目
干
魁
崎
脈
融
陣
営
魅
鬼
如
快
晴
焚
瑚
心
倖
姫
高
岡

ω
加
実
線
之
字
原
巻
有
線
紋
、
酌
影
片
幾
不
可
語
、
今
依
心
川
環
樹
博
士
一
九
六
四
年
在
巴

星
臨
抄
原
巻
之
筆
記
補
之
。

ω
此
引
毛
詩
答
雑
問
(
呉
・
孝
昭
朱
育
等
撲
〉
也
。
叶
臨
時
文
類
表
巻
一
否
乳
云
「
魁
鬼

λ
形

限
在
鼎
上
」
、
太
平
御
覧
巻
=
一
百
六
十
四
引
云
「
苧
鬼
限
在
頂
上
」
、
疑
此
殊
巻
一
併
引
「
頭
」

当
訂
「
頂
」
、
暫
仰
之
。
類
緊
御
覧
所
引
保
不
一
古
田
「
蒔
綜
云
」
、
終
生
民
「
先
生
如
達
」
下
正

義
引
云
「
篠
涼
答
孝
昭
日
:
:
:
」
、
此
残
巻
所
引
亦
応
有
所
拠
耳
。

74 

葉
一
ザ
避
一
附
田
郡
嶋
崎
町
肝
雲
間
一
一
院
一
則
也
惜
一
蹴
鞠
守
及
川
趣
一
馬
一
位
一
服

ω 
釈
本
向
、
院
本
作
「
葉
」
。

75 

不
林
一
号
弛
一
一
帯
印
刷
一
階
一
世
世
昼
前
田
組
問
附
俵
銅
山
出
向
山
一
服
扇
鵠
，
劇

(3)ωω 

原
誤
従
「
只
」
。

院
本
釈
文
倶
作
「
里
」
、
釈
文
「
本
支
作
u
l」。

原
又
似
心
母
「
四
」
、
当
讃
瞬
間
母
「

i
」
也
。
釈
文
「
呼
議
反
L

与
此
合
。

l
H
ι
四
回

l
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高
批
判
球
殿
…
鰍
華
…
慨
翰
哩
主
党
制

夏
断
龍
一
倣
墾
己
批
繭
一
徹
命

∞
開
削
以
柄
欄
W
T
遊
間
之
。
此
当
為
務
自
之
大
字
、
山
間
下
文
「
上
」
…
り
畿
、
今
立
。
波
「
防
総
」
ゆ
ず
有

「
背
帥
」
説
、
肉
致
混
滋
也
。

紛
時
仇
+
柄
欄
机
文
指
柄
拘
げ
「
枇
俳
句

77 

μ
将
来
間
九
詩
苦
笑

点

目

叔

簡

略

率
一
機
…
制
強
近
腕
一
同
懐
制
勝
同
居
信
明
…
削

78 

山一令

カ
き
突
附
榊
反

議
事
又
如
ゆ
ナ

山
一
擦
問
村
人
同
盟
J

ん
に
亡
砕

一
ナ
漬
又
寄
ま
繍

知

内

子

高

4
・

79 

四

弊
尼主主
昭
彼
君主主号

機
裳狭

験{の
侯

岩
石
久予寄

茄
煮仁

j議
室苦辱

お
れ
間
派
匂

ゴ

f
'
E
l
'

(2)ら)

出
仇
水
制
机
文
担
偶
作
「
帯
同
」
。

阪
本
作
ぺ
侠
」
。

80 

脆
…
帯
構
持
団
総
…
輔
…
で
震
対
雪
国
…
柴
鞠
J

犯
刊
紙
脇
信
…
側
陸
純
一
港
側

{的 t必(1)

続
本
側
机
文
摺
択
作
げ
「
唖
鵠
」
α

院
本
釈
文
加
制
作
「
一
途
」
、
釈
文
「
氷
水
作

i
」。

続
本
釈
文
郎
制
作
「
滋
」
。

81 

;配一吋

勝
旬
縦
一
議
一
昭
反
共
縦
一
町
一
側
一
合
め
昨
日

隣
ぎ最上
守f

、3J
宅
霊
f
1

‘、

関
部
誤
作
叶
出
出
」
。

(必

院
本
釈
す
〈
俊
作
ぺ
稔
」
。

82 

B.鮒

泰
本
隔然

球 (1)
主主

玲 ω
心力

政~ (3) 
郎
王子
千

務
問

.3枇
腕
む
…
滞
。
郊

(お忽)

時
仇
水
制
帆
文
川
桝
ぬ
け
「
緩
い
。

院
本
釈
サ
〈
係
作
「
琳
L
、
釈
す
〈
刊
を
ゆ
す
又
作

i
h

院
本
釈
す
〈
供
作
「
絞
」
o

i
M
m
M
i
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蹴
同
局
一
何
一
鈎
一
閉
山
聯
軒
町
戦
時
浅
蟻
一
蹴
蓋
期
踊
一
淳
一
畑
一
時
幅
譲
蔽
…
糊

(1) 

院
本
向
、
釈
文
作
「
喝
」
、
釈
文
「
爾
雅
作

i
」o

84 

藩
一
副
撞
一
時
一
層
一
酬
包
…
一
撒
萩
一
耕
一
献
一
誌
町
一
一
一
去
省
一
矧
有
且
批
扮
一
時

85 

蹴
一
師
父
甫
比
一
均
百
南
関
持
己
判
梯
一
時
祁

K

M
姑
訪
韓
柴
州

)
 

旬

i(
 
釈
文
同
、
院
本
作
「
鋳
」
o

86 

一
計
〉
〉
珊
啓
…
吋
暖
何
一
則
又
標
…
間
一
箱
一
倒
薄
…
鵬
布
一
側
室
…
宮
町
一
沈
滞
一
恥

ω(めωω
原
誤
作
「
罷
」
。

疑
当
作
「
包
」
、
蓋
渉
上
字
与
右
字
誤
作
「
j
」o

「
l
」
「
包
」
音
向
、
今
暫
仰
之
。

「
|
」
並
母
、
与
「
滞
」
為
傍
母
不
合
、
疑
「
|
」
或
是
「
諺
」
之
誤
。
今
暫
初
之
。

院
本
問
、
釈
文
作
「
狛
」
。

87 

池

-E
頻
夷
反
氷
疋
云
白
孤
也
郭

也

謝

撲

云

一

名

執

夷

虎

豹

之

属

回
新
民
活
旨
醐
来
鋪
刊
湯
旨
戟

88 

洗
ヒ
光
山
惇
…
和
暗
躍
一
官
一
蹴
-
旬
腕
同
一
樹
反
麓
か
い
由
一
昨

常
武
鐸

89 

砕
皇
父
甫
有
巌
腕
宮
崎
一
匪
紹
銅
版
制
非
解
瓢
如
意
団
闘
僻
一
地

叫

4

疑
或
当
作
「
検
」
、
「
」
「
検
」
音
同
、
暫
仰
之
。

原
作
一
等
「
感
」
、
与
二
等
「
陶
」
「
孝
」
倶
不
合
、
故
訂
「
|
」
。

ω。)
90 

ωω 

虎
交
反
鋪
妃
子
敦
毛
都
温
鄭
作
度
扶
裁
前
里
町
〉
〉
湯
塾
真

虎

墜

也

反

屯

徒

温

反

文

結

日

丹

二

ω
此
上
原
有
一
字
似
「
郭
」
、
蓋
是
誤
害
「
敦
」
耳
、
今
測
之
。

ω
原
無
此
字
、
而
左
行
「
屯
」
字
作
「
毛
」
。
今
拠
釈
文
「
王
申
毛
如
字
:
:
:
鄭
作
屯
徒
門

反
」
訂
補
。

l
H印
ω
l



91 

院
相
填
一
慨
療
州
議
一
笠
間
中
酢
慶
一
糊
帯
一
一
拘
一
一
…
諮
一
購
島
知
一
師
融
制

(3) (2)ω 

院
本
釈
文
倶
作
「
印
」
o

院
本
問
、
釈
文
作
「
粋
」
、
釈
文
「
本
又
作

l
」。

院
本
作
「
癒
L

。

92 

一
一
伎
脚
展
開
如
買
円
借
蹄
朱
一
紘
一
間
奉
種
融
以
食
一
朗
人
蔭
鯨
介

ω 
院
本
釈
文
倶
保
「
齢
」
w

釈
交
「
木
亦
作
卜
L
。

93 

秋
艇
一
町
一
陣
一
肌
淳
一
糊
幾
一
間
ー
壁
掛
沸
弗
一
櫨
軒
先
腿
後
一
回
親
主
情
輩

94 

一
ザ
ヱ
取
駅
削
町
時
一
演
判
中
Uμ

純
一
間
紅
一
称
側
一
陣
共
恭
潰
一
宮
一
間
皐

山
MJ

r
l

、
阪
零
細
相
克
倶
傑
「
召
」
o

95 

〉
〉
肘
誰
=
一
一
旗
一
回
孔
填
一
帥
甚
隊
蹄
不
潰
創
刊
耕
一
郎
鄭
作
棲
但
宜

肱
求
向
、
総
文
従
吋
内
」
。

原
作
「
毛
」
、
拠
釈
文
改
。

ω(1) 

96 

在朕(1)

院原加沙
本作反反
釈来 iム
文母門
用 老苦

作瓦之
L土ー 少十ー

ー「 、 事占え

き争又恭
、喜美 稗
空母頁診

ミ盃糖
字 L 云郎
又本脱達

作宍粟反
止+t.o 米倉
。事也耳
ー--，羽

止之

色
豊
組
」
ヨ

酔
費
=
洛

f

位)(。

ー
い
岡
田
ル

F
h



音注総表

表例

1. P. 3383残巻に含まれる音注(反切及び直音その他〉を，切韻

方言の音韻体系に従って作った表の中に配置して示すO 表例はすべて

S.2729残巻の場合に準ずるo (pp.62-64参照〉

2. 46行「吃呑乞反気不」および64行「夢莫用崩不」における

「気不Jr崩不」は，各々の校註で記したように町香気反Jr莫崩反」

の音民議むめは非で、ある、ゐ意、と解される。 これらは「香気反Jr莫崩

反」として(これらの反切で表わされる讃音がたとえ誤りにせよ存在し

たものとして)表に列するO
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I 類

通語

主友 護 送 E設

幸喜 主宣孔 on奉22

講義制

争議孔 際 39

主主 者奪:ζ 主義 14 ?矯子し 書芸部 ず議長義 幸喜朗

号毒 てきごじ H蒙H 実ラ卒 。緩n

透 土ヱ '1fri1 2 

例 69

ヌ窓 社殿 車!I!i18 

客足 ;際然 。漆鵠

{ぷ
蘇木 絞 84

見 主主事宅 。重工 94

喜多 j鳥燦 屋 61

阪 重工 63

言工 94

U
J

一
* 

お r*J東韻字。 fゑJ筆談C類学。釈文「護霊感反， 徐徒冬反……，努又従冬

反J，今欽徐安事E又交配此。

(2) r笑J産額字。
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遇揖

模合 姥合 暮合

主彦 務補 湾 39

並 薄暗 旬 21 修補 。i事86

明 英主立 設 58 l閣。莫叫
端 東路 教 71

定 同胡 屠国

清 念故 錯 83

従 存都 W. 9 存素 昨 33

I~' 速故 遡 41

宋故 恕 68

見 工胡 。瓜 21 〔古〕 吾 91

工戸 賀 92

影 〔烏〕 於 63

暁 〔呼〕。乎回 荒故 。呼 56

匝 洪古 結 9

〔戸〕 思 9 57 
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蟹揖

判

P告開 海開 代開 同

透 湯来 部 23 台 33

車台 33

泥 〔乃〕 主酉 38 能代 能 47

~ 

精 則来 菩 20

則才 裁 70

見 剛慨 概 42

影 〔愛〕 i愛曲

暁 黒改 酪 29

泰開

〔太〕。大 1 27 69 

f士57

京蓋藷 45

-+58-



次合 賄合 隊合

者1 補侃 。憶 70 '" 

並 蒲来 陪 55 蒲賄 倍 92 蒲事 背 55

【保〕 背 70

明 木杯 首長 18 

透 推 71

来 轟 42

曲目-， 市

精 組雷 F書72

も笠 存雷 擢 72

影 烏罪 狼 43

匝 胡憤 潰 63 94 95 

司岨 J 唱> 臥占 . 、・ ， ・..吋 .t'.....・訓l ~. 

¥~竺でつべに三」 泰¥J
手首

並

蒲蓋施 22

i呼合協 45

-1::;'9 -:-



議

君事会 混合 思合 没合

字詰 ネ車問 手等部

g号 ;認II:l O~義 2S

議 86

〔門〕 機86

:jJ警部

書量 部者証 教28 鉛

定 後滋 屯 90 徒頓 ;援 74

議 そ子忽 本相

Jむ 〔童話字Jj)系 16

Jt 会主議 。混 τ 古本 表部

渓 若木 選34

初日
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出掛

寒関 主手荷 毒事言語 ~~喜

端 空芝公 単純 官室率 。窓越

〔藍JO{翠69
透 湯舟 塁率 79 鵠 義語録 。宝章 19

4λeヒ包 E野i主 燃す事

ラ長 芸界漆 務 96

J! 〔司n 王子 82 関5豆 挙手 82

渓 雰実務 手立 T 

箆 伝安 級事276 後言葉 議議 16
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キ亘合 緩合 換合 末合

' 

認 補末 扱 57

E年 普半 。伴 43

並 蒲安 。焚 77 蒲半 畔 8 蒲末 抜 9

伴 43 手友 26

魅 73

朋蔦 車主 '80

明 莫達 称 75

端 鍛 41

定 徒官 敦 28

B 

徒桓 敦 28

泥 奴管 援 40

来 主宰 65

精 綴 76

見 古乱 観 12

護 50

暁 呼乱 集 43

匝 胡乱 。笑 43

胡喚 。援 9

-1'62-



効揖

e 

豪 陪 号

明 星雲 31 5O 

透 y白54 87 

来 漆 41 努 1

清 慾到。造 40

，む 桑労・ 騒 81

素5tf 鯵 92 桑老 掃 59 〔去音J。掃 59

見 古万 皐 95

渓 苦老 橋 96

疑 五高 協 49 警 49

影 烏報 険 41

暁 呼到 耗 11

医 胡高 輩記 56

-1'63 -



果揖

歌開 容開 箇開

端 営佐 。悔 73

定 唐何 題 14

見 |剛賀小 32

二党合 果合 過合

幸吉 補摩 番 78 補我 簸 25

見 〔果〕 褒 38
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宕揖

唐関 蕩開 宕関 鐸開

幣 補各 持 40

明 〔莫〕 疾 65

透 湯洛 案 38

定 〔唐〕 崎 56 唐各 度 4

徒各 度 40

同各 度 60

泥 乃郎 豪邸

来 〔郎〕 2日P82 郎各 柴 1485 

。燦田

精 宰洛 {乍 4

則落 業 25

m且洛 重量 96

疑 我剛 印 2744 岸各 琴別

暁 諮各 盤 86

唐合 蕩合 宕合 鐸合

見 〔光〕 洗 88

渓 苦震 。郭 4

苦郭 年郭 83

匝 胡郭 穫 24
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流揖

侯 厚 侯

、

並 蒲侯 培日

明i 〔母〕 持 19 牡 26

精 予楼 諏 27

清 念走 趣 74

，心 股 14

戸副 -， .. 

見 古侯 鈎 10 83 工厚 苦言27 古豆 勾.31 

剛厚 指 70

匝『 〔侯〕 t侯30 P侯79 胡豆 後 93

τー咽ヨ

曽 揖

登開 等閑 階開 徳関

-，- 可咽'"哩‘ ・ M 

透 湯得 愚 92

泥 能 47

見 主主 24

登合 等合 山登合 徳合

割

並 蒲北旬 21

明 莫勝。夢"64， 

渓 |苦弘靭L83 I 

:b66-



威

翠 E山詫 基き メふ4ラ、

色" V崎 、 常時山W 呼 “一働砂川下.-‘ -.，."..~附叩釘 4柄、四 平戸内問戸、 v・n 、.>_.Hι‘句~ .，慣岬

il!話 一撚予詰 港開

透 土感 画監 29 

定 後予毎 篠宮156 舎を幸子 主基 49 

予吉絞 32

i努 主主義き 後部

f務74

景実 ぬZ事

経: 制感 。議議 29

主@Z.."



11 類

江捧

江 総 最年 喜義

者5 葱角 爆 65

善意 百首景t 豪華全

笈予宅 貌 93

知 者B角 {時記 66
(1) 

竹角 守家 94

後 憶角 議 13

議予奇 濯部

左七 意芝捉 数 45

長多 広角 。Eま62

阪 雲菱角 営 13

住)r姦り鶏母索。
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蟹揖

皆関 駿開 怪開

|側介療 91

佳開 蟹関 圭卜開

並 粋 96

生 酒田 |問。酒 59

見 歌頁 解 37 89 

影 厄貰 隆 20

l厄介(1) 陸 80

(1) I介」怪韻字。

出
佳合 蟹合 卦合

宏貰 王室 14

|¥¥¥1 ¥¥¥¥|  
匝 ド快訴快話印
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山揖

'r"-~明日 …| 器開 | 1 ~害関 | 
よl… l診一一 1 ---

~---T--~~----'--J-~--'-，-----:-...... ..---1-...~主澗~

A
B

ロ
-
-

精

一

一

-

一

ム

ロ

一

F

-
m
m
i
-
-
E
 

-

m

m

-

r

 

一

一

見

一

| 諌合 | 
|瓜怠串 7 1 

| 山合 | 産合 | 欄合 1: 

!三|蝦J O~ 80 1 -. .'1 ..r 
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教擁

，町 J・ ‘ 単咽

主主 強制匁 55 鵠

eJ.I 萌議 雪遺書e

娘 考委交 i奴47議 41

疑 護棄毒き 議終 12 37 80 

襲警 成ヨた 。休 55淡均

法問ヰ司、 今

王手'1-



f良揖

麻開 a馬関 ~W 関

明 ~.~ 11 

崇 j休沙 宜96

在加 宜96。)

見 皆牙 。i民 s 皆雅 f良 3 75 

塁手 29 椴 34

疑 顔嫁 。御 2

暁 呼嫁 嚇 70

匝 行家 Z段 3 行雅 夏 10 76 81 行嫁 。俄 37

(1) 1"在」従母字。

麻合 J馬合 市居合

渓 快瓜 宅子日

理署 荒瓜 03莞47

匝 華 76
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梗撤

E主喜善 緩関 教事詩 間関

き号 務宵 ~8 

議イ向 結 86

徹 蜜E怨 止尿 19 

f後 採点 教 s

受: 主主玖(1)後 77

見 i 笠谷 綴 67 幸子容 後 7579 

務 主幹5を

座 下皮 行事9

(1) 同仁l歌査員字。

お下関 放言語

八耕 O~ 68 I 
. 

裁

耕会 存え合 ~'Ii合を 書評合

見 ))l警護 滋 11

を託 議活L 紘訟
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成 謙 F色 f会

見 長智治 炎治

事室 毒ま滋 繍 89

季好 事堂 鍛 5甲

主主 生害時 主主 26

民a 〔甲〕 務 60

官宣 〕主総f(1) ;滋鵠

(1) r事jfJ餓類学。

一空宇基叩



IV 類

揺

~宅'0 l 普計 後 T

会議 ぺr分 まま 26

滋 ラミ令 梯 10 ラミ索 。刻 5 

ヌ芝 泊分 提酪 長選後 妙 85

泥 長手本L 。苦言若者

ラ長 零計 灰 12

業議 済礼 1事36

寄託 泌総 宛辛苦憐 50

d仁会 星分 機 '63 綴益事

安言十 襲警 6 

zzz霊

ZE---智咽
目
・
=
2
2・
2寮

暁

斉合 若手合 第五?

盛夏祭 欝 75

立ぎs-



出議

先静静 銃撃割 家事喜 清雲喜

者ま l補見循1醐
現 渓 51

誇塁 了年 童英マ494 了見 慰 51

定 際見 旬 81

従 背骨結 要素 90

，ふ 桑綴 洗 29 星見 先 93

語道 毒事列(1) 契 30

〔機〕 禁 30

影 豪華見 誌記 17

空室 1fIJ鮫 見， 58 

(1) r列J際競学，上字「護憲」属A警護。

効

護者 篠 襲撃

端

了桑 。量生 30

定 a桑J!il51 0蝋 56

釜 83

見 !持桑 91
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梗嬬

育関 m開 筏関 重易関

者1 i断恥|
明

• 
透 天歴易rr 5 

港，59

03:火93

疋{三 回経廷 59 回7'flJ.建 72 回歴糠 73

回丁窪田 1火93

| 倉亦巾9

暁|瀬了馨 35 1 

(1) 1"亦」昔韻字。

泡合 径合 錫合

匝j(，~r.>! oi'r.>! 41 

-]<77-



成揖

、

添 苦言 椋 a恰

端 丁箪 浩田

透 天箪 君主叫

精 子念 籍回 築協 。挟 31

市且念 諮 63

影 !燕筆援6
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A ・B.AB，類

止議

x関 総3g 室電関

務 A i糊 fキ39 主草総

務 A 〔警J 0終 64

主主 A 表質量子 1略的

!1JjA 民塁手 総 19 O~ヰ 51

3診 Z長室主 質問

絞殺 発禁事1 佼 92

警警 式去最 ~fli43 方面 33

主主氏 議 15

ヰ主 主主鼓 施 1 器喜多

易 8 52 60 

手資 終i沈 設上h5 ミ子演 綴 78

澄 E霊離 施 51

来 カ号変 営叩

さ色 金総

然活 彼f主 長義 86

並 B 主主義 ~ 被 34
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s1l喜善

字詰 A 

主主 A 綴災 続開比 85

綾 87

若手 A 懇夷 。後 4

襲警 A 宅建伊 O/j益事1

導主

首 尺jコ 議 92

尺支翁)話器 1

者ぎ 目立戸 。譲[;85 

守主 主主足 務 79

JI) 

澄

予長 1J之い)梨 27

手話 B 

き参滋

主主 B 

務 E 〔溺〕 関~77

(1) r塁J1上額字。
{必 「交Js芝繍字。
(3) r豪華Jil草童英字。
(4} r之j之該当評。

雷雲華 喜善

ヲ千里(1) 比 8 デ子安 刊tt: 66 

差薬去を 土色部

立案ヱ 建設 90

〔殴〕 義者 79

E皇室発(3) {致 34

カ致 校 26 l'佼草8

永きだ 。苦~ 63 災言葉 事告、 67

ヨ2美 務 28

司王様 奨 56

l!80-



支合 紙合 lt合

B

B

B

 

見

影

匝

京段 イ危 11 詑 46

〔如字〕 委 78 英修 。委 78

祭儀銭 35

脂合 旨合 至合

昌 春住 推 18

日 仁佳 絞 m

従 泉粋 津田

J心 萄佐 綬 82

邪 旬酔 軍港m

〔遂〕 隠 69

澄 直類 設 54

俸涙 。隊 95

生 管 96

見 B 饗美 究 46

渓 B 閤匿 横 6

群 B 権追 ~~ 67 
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襲

九九-----、~、町九~下¥~
¥九¥¥¥

祭長話

者tA 空手狭 護支鈴

主主 A 買民老た 弊 6

疑 A 魚建設 薮 22

Ii! Jミt!t 52 

官守 足立勢 ?太m

ネ 主主役 i法持

i兵役 吉正 49

予転 良詩書 柔道 z

カi滞 例 5

影 B 英怒 E基36 71 

¥ヘー よ~¥¥~  
弘、、句、w ¥ - -、¥也 、、、 祭会

宝震 長長手寄 数 69

B 長手鋭 筒 41 65 

清 耳元議 脆 80

Ji!， B 宗務・ 級品 85
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藤揖

民開議開 車会開 震関 質閲櫛開

幸吉 A 井蜜 湾 93

明 A 名賓 i民67 名忍 庖 74

〔民〕 i民67

極 18

書 式忍 知I62 

日 〔刃〕 籾 13

精 〔晋〕 播 32

，心 〔信〕 試 11

従 慈進 。王室(1)67 

澄 填曲 91951 

生 姓 69

僅 31 姑 85

明 B 武斌 絡 63

痛 67

耳語巾 受 94

(1) 此字庚韻徐刃反邪母，周組諜校勘記云「故宮本敦燈本王韻此字音疾刃反J，

「疾」従母字，此巻上字「慈」亦従母、今依王韻反切置此。
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官事会 主揮命 軍事合 務会

鈎 30

主堂 3長率事 諒 64

常 E来符 軍事 33

三手 署警必 ，鑓1564 94 

養寺 7‘滋 卒 48

，心〉 後全容 。匂 65 Z気ラ壬 潟 14 須俊 媛 1516 

街 84 〔竣〕 絞 54

邪 松季き 匂 88

三転 律匂 級同ヨi"13 

一1，84町



ばj

{白書喜 務言語 線開 産事関

瓶事手

~A 効列 ::r 7Z 
波 λ 〔議〕 綴錦

予言 千詰然 曲線 56 成設監 折 28

予言重量 折開

三手 不戦 後 53

主誌 怒議官、 銭円

，心 口延 量挙 9 媛、滋 裏手 9 

事務部

ま日 〔哲〕 持訪問

う長 力管 列 2

6 

~B 主主織 。携幻

渓 B F知?ll 協 47

疑耳 迎主語 n 

者iB 兵室長 JJIj 22 
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仙合 禰合 線合 遜合

|時濡~
|中慾俸 88 I 

i開撰 44 I 
群 B 主主員 。巻 42

匝 B 子万(1) 援 9

(1) [""万」願頭C類字。

効掃

管 笑

並 A 眺主主 票 43

章 之緩 沼 13

昌 尺主主 紹 89

常 成沼 紹 89

日 儒招 l 莞 49 而沼 援 45

全日 張主主 朝 20

澄 直小 肇 24

脇 49
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f段揖

麻関 馬関 jjf~ 開

章 之夜 柘 6

船 食夜 射 2

従 籍 21
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梗揖

清開 静関 効関 昔関

者tA 賓領 井 4 井益 昨日

l'llA 〔僻〕 昨臼 54

並 A 牌赤 砕 5

眺益 砕 5262 
/ 

88 

章 之石 炎 70

常 〔成〕 盛 27

羊 延呈 蔵 75 皆餅 頴 23 羊石 射 2

教 3

t易犯

梓 4989 

易 5181 

身長田

爽 81

i (亦〕 易 52

精 子亦 E昔29

将亦 イ昔 64 

〔如字〕 積 78

従 秦性 。清 42

Jむ 息領 省 7 息石 島 83

徹 勅貞 樫 5 L 澄 直昔 摘 63
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流撮

国道 悪品 幼

喜女主1/ 0体(1)47 

(1) i休J庚談話i::;t毅，十綴言語編所草案「切三Jr三五二j及う吉本王室鐘又要最芸遠鏡B綴，
古主震除。

後 ~G I 総
2控訴

t:譲渡 22 I ffiij語任 24

斡

例

法

従

子熔綾 12

七立総 28

完寒波 斡 38

霊堂 i隊林 況 55

米 I1]心玲 82

初 I1事j林務昔2

号室 B I 考書今 費支 g 資支怒 重量的
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威揖

盟 淡 艶 葉

章

|糊詔 61 I 

疑 B 宜捻 。殻 89

匝 B 祭主甘 炎 72
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曽犠

要~~ 接関 護霊塁塁

総 食設 策 77

。官事 81

常

安芸

Jil， 

室主 〔凝〕。疑前

影耳

手詰 B 

務 B

| 「て三¥二三ててi
鋭 BI 

日 191-

機関

威力 J綴 U

望号カ i渉関

己力 12 

牛カ 妻美 21

妻宅支喜 抑 37 5B~ 

係書。

2lS差益 副 20

車業合

兄謀議 減 15



C 類

通揖

東 董 送 屋

昌 倣 3377 

精 子六 B奴m

Jむ 息戎 窓 76

見 九六 鞠 41

己六 鞠 74

渓 起弓 湾 69

影 衣六 険 41

E者 覆 48
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鐙 腫 用 燭

章 朱勇 種 92 朱用 種 22

昌 春鍾 街 10

船 食欲 贋 76

常 殊容 。沫 36 〔萄〕。胸泊

羊 容厚 慾 16

清 |雌(1)
見 〔恭〕共 981 倶奉 翠 94

94 〔供〕。共同

〔扶〕。共 81

疑 元凶 阪 44

影 於容 機 z

〔薙〕 能 z

明

仕) r隻」江韻E類字
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止撮

之関 止開 志関

日日 尺志 長喜 42

日 〔而〕 柿 6

羊 羊之 話 16

邪 | 詳吏 0食 69 92 

来 輩出 88 痘 15

。
荘 菩 4 1告80 蓬 4

見 菱意 。近 77

〔記〕。近 77

渓 jd己 芭 16 23 

群 〔其〕 市民 33 

影 廃其 。宣車(1)91

(1) 此至韻B類字，此処与「犠J(恨声〉通，因譲之韻。釈文「於其反」亦合此。

徴開 尾関 未聞

群 勤衣 幾 4693 緋 82

影 〔衣〕 依 39 底資 依 40

〔展〕 依 40

暁 香気 主主 1 墜 37

01乞46

徴合 尾合

桑田

)jJho 

鬼

斐
子

亡

未合

当t27 

扶味 E手62

査 76
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過

主主関 話芸書 書籍掬

主者 宝章君主 学者 35

船 ゴ主汝 J予25

R 仁詩ま 茄 79
会

〔汝〕 f;J: 48 

主主‘ 七五発 処 84

毛主 怒昆 滋 72

4心 2ゑ与 済 35

受毛 カ3者 滋 78 災庶 銭加

主主 イlUJl主 ま立 55

3も 巳翁] 俗世

渓 起E号 概 5

事手 災呂 感 13 3毛主義 i立ま酪

涼 23

疑 言問 関 67 言主義 者経 2 
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度合 違憲会 選会

望雲 毒事E録 。斗 32 長長言動 注 16

〔宝刀 0432 

鐙E足。432

日 産手主 際 32

羊 〔刻字〕 捻 25 望李主 章表 91 縁部

務 減 27

主主 主設注 住 19

見 恭子 ぬ 91

疑 ヨi;'fl 費量 86

事室 喪主テ 好 21 際羽。証 86

凶子 喜子 58

字詰 主童 25 〔下書〕 。父 85 89 〔イナ〕 {事 77

主多 妃そ子 草学滋錦町鵠

立主 凡炎 滋 35 凡手守 イ専 26 45 
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諜揖

E空関 問、関 鰍開 ;乞開

群 其斬 近 47

疑 言詑 イ乞 11 

暁 香乞 迄 27

花 46

文合 吻合 間合 物合

暁 日軍君 葉 3674 

況云 ;擦 51

影 威文 蓮 71 宛 65

手首 甫云 鱗 41 〔弗〕。弗 1122 

44 82 

。沸 ω

a凶pヒ 芳文 t} 36 妃勿 。弗 18

被 19

務 44

〔放〕 務 44

並 扶文 寅 13 扶勿 排 11

漬 90

扶云 焚 73

扮 84

明 亡糞 開 4578 
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山揖

元関 院開 願開 月開

群 其建 健 55

疑 牛f匪 曜ま 39

影 央晩 躯 56

元合 院合 願合 月合

渓 丘遠 総 48

疑 愚主主 i況 9

〔原〕 娠 18

焼 況哀 議 47

匝 子元 援 10 子月 銭 39

垣 52

者1 甫哀 蕃 52

落 76剖

並 扶蓑 焚 79
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警察湾縁関養塁塁彦%o喜

{議 10fミ上

部

閉
山

6

同

時

出

制

緩

媛

詳

伴

内

血
率
緩

式

市

自
由
香
門
関
学

、議

lL..' 

長 10珍綴手長官8珍Etま詩

滋 定ま 34@:限努

防総ま設壁雲緩 asカ張車
ホ

66 楚亮初

際 29英語各若手

隣合 号室合 総会 談合

見 緩詩IJ(1)婆 30

C鎚〕 怒30

腕 C況J 0 J乙田部

P立 テ漆 主 a15 

8耳 娘役 関 1

，、

199吋

「高u察議関口字。)
 

噌
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読揖

アむ

重要、

同ηゐ3 市議i 儲卸

呂 l 而周 緩 25

芸界 ネ湾 者主 25

j的 JlPE数。鎗 43

事監 をIお 曾 43

邪

害設 勅紬 緩 91

米 1J潟 喜IDJ65 

袋、 色哲花 1受25

見

毒手 〔求〕 球 82

景ラ 立主牛 緩 13

於や 感 86

!il! 

警ま

診了

明 災害定後銭高9 91 

〔岩手〕 鮮 15

(1) rl露Jr豆Jj際競I芸員宅群。
(2) r寄金J侯韻I警語学。

有 持寄

議誌 54

; 指数。餓帥

百百又 主主 78

三手首 事通 80 盛呂8

詳多奪 褒 23

カ重文 線 42

議長叉 荻判明

チ救 滋 12 1.ゴ 87

議久 主堅持

重立茂{防護 21

芳豆(1)イト 57
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威 揖

凡 1s 発 乏

令凶子'< 敷患E 氾 16

並 扶i綾(1) 凡 48

(1) r殻」貫主韻字。

ヨ牛ム 俄 臓 業

(1) r凡」凡韻字。
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度切上字表

表例

1. P.3383残巻にあらわれる反切上字を， その韻母により分類し，

それを更に声母ごとに分けて表示する。表例は次の点の他はすべてS.27

29残巻のそれによる。 (pp.116ー118参照〉

2. 韻母排列の順序において，鐸関韻を唐音 E属に加え表では単に

「鐸 入」と記すO その音価が本論において j-aukjと推定される故

である。(沃韻jaukjは屋韻jAukjに合していたと見られる。)

3. 次の反切は，それがあらわしたじっさいの音にしたがって，その

韻母を変更する。

反 切 反切総表 反切上字表

莫侯 孟 6991 C類尤韻 I類侯韻 (侯平〉

子万 援 9 B類線韻合口 C類願韻合口 (元合去〉

事列 梨 30 N類屑韻開口 A類酵韻開口 (待関入〉

倉亦 戚 39 N類錫韻開口 AB類昔韻開口(昔関入〉
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E 類

期
間
ベ
立
附

2

2

反
の
却
章
一

J
「

パ

勺

一

官

民

崎
l
hげ
一

上

上

中

京

公

平

入

予

ぶ

入

品

京

市

ナ

湾

問

戸
同
一
旧
東
次
点
ゆ
次
会
同
提
iM

察

隊

一

渓

一

渓

援

問

符

A

月

間

引

開

問

線

開

下

尚

一

一

見

目

疑

開

品

開

川

学

一

品

単

一

平

上

一
綴
一

一

学

一

機

上

一

上

裕

母鳴戸

の
ん

安
一

占

山

山

中

京

一

上

本

一

千

上

入

一

千

ト

…

去

去

中

山

品

不

公

経

斉

一

漠

倹

潔

笈

震

友

友

次

車

検

事

常

一

新

一

極

彩

閥

一

議

使

見

渓

彩

欄

断

結

措

財

閥

総

ふ

子

一

平

一

様

一

威

一

一

様

後

務

務

持

時

並

仰と 学 i下字
声f翠
1:字霊長務|芦王寺 官一

切|求人 3 

字詰 i徳入

主義一
農王子

簿一

鐸入

幣 草案上

事詩 j事霊 平

2 

2 

平
上
品
川
品

開

間

関

鶴

間

然

、

楽

器

軌

郎

防

隊

機

平問問
一
宗

滋端

*平
東一 i ラ長 ;事築会議

来|絞fT5長
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上 町安
芦ま琴1-ー←ー
上学綴王寺

郡一

袋イラ王子

主霊 i詰喜一

際関本 I 四 1;察関平 2 

今見 J基調入

立議 容器関入

手軽 鋒入

Jt 弓乙 2 

妻家 J二

機会j二 死 家司Z 2 

ラ長 友会平

歌隊乎

E華街王子 íilr~ 空襲関支

~ 談王子

見 鋒入

問一 l 見 鋒入
費支王子 際 淡会主F

後一 l見 銭入
機会主子 i 泥 繁司Z 2 

鶏 会入

会議 冬王子

1 察室 署長合公

言語合王子

204 

j立学
戸唯一一一一
上手綴王寺

泥lZf!ケ平
総書高去

ラ長 員長

主義問ホ! 兇

l端 ヨ在、

淡合楽 肢 末会人

刻一 従 日自警喜子

来 P治関王子

3長 線入

jiUl- i采 It祭入
事築合Jュi ラ経 i友合平

I Jt I桓合上

i泥 j添支配

3 



上 字 下字 帰字 帰字反切 上 字 下字 帰字 帰字反切

声母 のペ
上字韻母 声母 韻母 類 数

声母 のベ

上字額母 芦母 査員母 類 数

済
倉一

羊 昔開入 AB
唐開平

定 登関去

匝 侯上

念ー 端 豪去

東平
見 車上 2 工- 匝 侯上

精 侯上
東平

匝 模合平

見 模合去 匝 模合上

従 在一 見 麻開平1[(崇母) 古一 端 豪平

日台関上
羊 オニ 平 C

模合上
匝 侯平 2 

定 侯去

存ー 端 東平

魂合平
端 模合平

匝 東平

影 魂合平

Jl) 模合去
手話 魂合上

来 友合平
来 桓合去 2 

JU 桑ー 来 豪平 疑 粛平 N

唐開平
来 豪上

廃 先関上 N
~ 
康ー

見 泰開去
唐開平

速一
見 模合去

屋入

肯一
匝 寒開平

登関上

宋ー
見 模合去

冬去

苦一 来 豪上

模合上
者1 魂合上 2 

蘇一 精 侯上 廃 鐸合入

模合平
明 屋入 見 鐸合入

匝 登合平
素一

模合去
疑
岸一

見 鐸入
寒関去

見 剛一 渓 日告閲去

唐開平 端 寒開去

我一
見 唐開平 2 

歌関上

匝 歌開去
五一

見 豪平 2 
模合上
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上 ナ~ 下字 帰字 帰字反切 上 十炉』 下字 帰字 帰字反切
声母 のベ 声母 のベ 1
上字韻母 芦母 責員母 類 数 上字官員母 声母 韻母 類 数

影
及一

見 泰開去
H台開平

見 友合去 3 

務 桓合去

烏- 字詰 豪去

模合平
端 合入

来 桓合去

l 見 鐸合入

来 屋入

従 1ff<..合上

廃
黒

見 胎関上
徳開入

呼ー 端 豪去

模合平 医 泰合去

来 桓合去

見 麻開去 E

虎
見 肴開平 II 2 

模合上

議一
見 鐸入

友合去

荒ー 渓 沃入

唐合平
見 模合去

見 麻合平 E

匝 恒ー 影 寒開平 2 

登開平
影 寒開去

洪ー
見 模合上

東平

胡ー 見 豪平

模合平
見 車上

定 侯去

見 東平 2 
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11 

子務ま迂
上 学 1下学 I綴字 ii機字1反の切ベ

年上宅ド雪黄母 問符萱員f字 額 数

要2
;八一

見認!耕平
数入

毛喜一
見 ~入

務3f

主主 診… 関 佳 5会

際平
総 湖上

字詰 総入
申~rm3f 1 影!時
事号警護主子 疑 麻関玉F

主主 え号 平 3 葬送 縁関上: 4 

E喜一
関
庚王子

Ji!. 覚入
廃問ーと

筋肉入 2 

芸高一
手話 昇率 ヨ長

事IF 王子
議ぎ I~S 入

皆言語是正

智 階入

香芝 務3f
耳太一

緋関上 ~ 11後限公 2 

者J 党入
瓜ー 阪 世田j合去

徽
重苦…

澄 賄側入
jと関去

麻合王子
限 姿会入

E設
絞…

並 防関入
庚澗司王

侠一
3も 立革命ヂ滋 l

炎合去

事量
Ji!. 覚人

江王子

1議…
Ji!. 号室 入

主工 去

疑 i護義一 見 持軍関去

釧j開平
鎗 ゑ去 3 

娘 平 2 
麻開予 見

彩 i-""一一 見 霊長関入
却月路公

Js- ~ 後関当ミ

会長 生一 使関j二

際関~V-
J悶ぷ 実関Jニ

家事関入 Ji!. 後間三た

い一一-1-ー…一

l!i!. 1釘3f
お，1.-

見|潔入
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[問
上字 ?語学 係学反切

のベ
よ字霊義母 声母 溺母 業費 数

襲警 講堂一 見 災関乎

奪三長 J! 成上

際 il 芸家襲警上 ~r.r ーと

行 R革開平

災関平 疑 獄路上 3 

，詰5 耳軍関当去

渓一 J! 党人
皆fi王子

種差 月末合去

援

長ま合去 景手 務会平

主量一
渓 夫会公

鰯合平

務会3f 渓 ι I ;た会去
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IV 類

上 字 下字 帰字 帰字反切 上 ナ~皐4
下字 帰字 帰字反切

声母 のベ 声母 のベ
上字韻母 声母 置員母 類 数 上字責員母d 声母 官員母 類 数

第|九平|来開|青上 務
済一

来 斉関上
斉開去

明 迷 見開 屑入

斉平
来開 錫入

袋一
匝 帖 A

先開平

従 前一 J心 斉開去 2 

端 了一 匝 斉開平
先開平

見 屑開入

背開平
泥 先開平 2 

見 先開去

定 添上

J~\ 星一 匝 斉開平 2 

背開平
見 先開去

疑 粛平 先-
来 錫開入

先開平

透 天ー 匝 斉開平

先開平
端 斉開去

影
勇喜一

見 先開去
斉開去

来 錫開入 3 燕ー 匝 斉開平

定 添上
先開平去

定 添上

定 回一 匝 斉開平
. 長炉~一

見 斉開去
先開去

先開平
見 背開平

端 背開平

廃
額一

向指 背開平
先関上

端 背関上
血ー

匝 斉合去
屑合去

来 錫開入 2 

疑 粛平 3 
匝
刑一

定 先開去
背開平

庭ー 端 斉関去

玄ー
見 青合平

先合平

背開平
見 先開去

泥l年日平|来 l斉関上
来11開平 l見 |斉開去
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A 類

上 十~ 下字 帰字 帰字反切l
芦母 のベ
上字設母 芦母 萱員母 類 数

有
賓ー

来開 清上
真平

井 並 支上 2 

清平
来開 脂上

章開 脂去

明 祭去

明 質入

影開 昔入

並 祭去
脂平

影閲 昔入 3 

羊 宵平

牌一

脂平
昌開 昔入

幸吉 支平

頻- 羊開 脂平 3 

真平
章閲 脂去

明 支平 2 

真平常開 仙上

名ー 手話 真平

清平
日開 真上

見i九開去 l来(際関入
在、Fh平|羊 i脂
疑|九叫来 l際関入

-210 



B 類

去

入

入

脂

降

職

開

開

閉

見

群

落
平

一
庚

兵

五-:-I-;-I~旨上
務 l亙ー
脂平

明 l脂上

智|職入

明|ヘ上!見開 1真平

見 l京一 群 liW開入

FiiJlil)l旨

支開平

影 |質問入

上 ナ炉~ 下字 帰字 帰字反切
戸母 のベ
上字査員母 声母 韻母 類 数!

建一
匝 イ山合平

脂合平

権一
生日 脂合平

仙合平

疑
且{一

来 盤上
支開平

迎ー
群 際関入

庚開平

影 英一 渓 祭開去 2 t， 

庚開平
者1 職開λ 2 ~ 

疑 支合去

廃 散- 影 宵平
主

侵平
見 総入

群 幽平

兄一
者1 職合入

庚合平

短 ~牢、- 疑 支合去

庚合平
群 E霊平
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C 類(居・牙喉音〕

下字 帰字 帰字反切 上 十ぷ£ 下字 帰字 帰字反切

声母 のベ

上字韻母 声母 置員母 類 数
芦母 のベ
上字額母 声母 責員母 類 数

字詰
封一

匝 虞平
鍾平

明
無ー

匝合 陽上
虞平

甫{ 見 1二上
武一

字詰 真平 B 2 
虞上

虞上 匝 文平
亡 務 徴上

匝合 元平 3 
陽平

智 文去 2 

主奈 妃- 匝 虞平 3 

徴平
明 物入 3 

見
三度一

影 之開去
陽開平

己ー 疑 魚開去

敷- 来 屋入 之関上
来 職閲入

虞平
明 尤去 来 屋入

見 凡去
九一

来 屋入
尤上

芳一 定 尤去

陽平
明 文平

恭一 匝 尤去 2 

鍾合平 匝 虞合平

並 凡 者1 虞平

凡平
者1 虞去 2 

倶ー
並 鐙合上

虞合平

証一
t心 薬合入

陽合去

扶ー 帯 徴平

虞平
明 微去

渓 起ー 見 魚開平

之関上
見 東平

明 文平 2 

匝 文平 2 

発
見 之関上 2 

陽開平

明 物入
丘一

回 元合上
尤平

匝合 元平
群 其ー 来 魚関上

疑 凡平 之開平
来 魚関上
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と 宅ド
戸王寺1-“一一…
上字談f号

数一

長主総与

魚一
重量! ゑ鈎平 | 

予長 機関入

影 告投開王子・

;祭路公 A

元関:5:J1.1 見

震予

JI.， 

3長

えこ平 来

玉ド

人

尤 3ド

書道 l::t 子

羊 l総合平

関 !元隠j二

子留母

3 

3 

警護

医

213 ~ 

上学 下京 帰宅手

上字額母 子窓際 議f事

機一 君手 之隠3ド

蒸関係
渓 後関上

薬}
朔 物合入

ま霊会、平

露支叩
月目 Jt合平

後会玉子

後一 渓 後関去 3 

縁関Zド
渓 迄筒入 2 

I 影 護室開人

後半 E三

Z韓関不 A

興一
予長 際関上

蒸関司王

辺一
iほ 虞合王子

室還をr:5:J1.

It<jr- 阪 5翼苦言王子

議設会王子
E立

見 文会平 2 

a 長立 文合王子

険会ゴミ !滋 元金子

デー 主主 ::t ゴミ 2 

縫合:5:J1.
見 数合 J::

JI.， 護主合去

芸道 元会込IL 2 

き思 元合一公

葬送 丹念入

タ見 際会支 2 



AB謹 .C類(舌@

十字i再|帰ナサ
週F詰 J::字置員ぼ 声紋 i綴母綴 i lrawl上字|沖問母 i二学績母 持母

全日 l 珍~~~I 楽(附乎
災関平 務線上

i主u iii' 
議言語人

2 
宵平

J魚肉~

来 i総会去 全日 傷害豊子

生音 薬入

号室入互
俊平

徽!勅~~ÄI 知 済問玉F- 平

翼翼努入 日 緩上
コじ 去

澄;:t平 i良一 ! 滋 |祭附
務委喜平 常 品

滋!u支一 ! ※ !交関乎
機関入 j疑Bι 脂路公

3長 夏草開平 3 

心 l管関入

予長 選議書義人
i務

俊平

IO 干雪 上

五ミ r訪A日よt品、 毅 !去

|然 i段入

イru合平 ヨミ I際会去 l 心

鋭合平 I霊堂 l i i蒸ぞを公 I r奴 f:i入工

来 告発 主f I 

'1※ iカ-機入I知 I交関長 没合入 I

言語 験問平 添三三 E
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上 字 下字 帰字 帰字 上 { 寸 下字 帰字 帰字反切
声母 のべ

上字韻母 戸母 霊員母 類 数
芦母 のベ
上字額母 声母 査員母 類 数

将一 清 支関上 日 東平

陽開平
羊 昔関入 萄-

章 脂合平
百字合平

T!P-
羊 尤平

職開入
須一

虞合平
邪 三U百子'.:-f>日if

足一
，心 虞合平

燭合入
羊 露合上 2 

精 露合去 2 

清 七一 羊 魚開平

質開入
羊 陽開平 2 牙日 詳ー 来 之開去 2 

来 粋入
陽開平

J心 尤去

促ー
生 鍾合平

燭合入

句一
精 脂合去

誇合平

取ー
Il，) 祭合去

虞合上
諒合平

鐙合平 じ

従
秦-

JL..¥ 清関去
真開平

燕 倶1) 来 之開平 2 

職開入
来 之開去

慈ー 章者 真開去
崇 魚関去

之開平
精 イ山開去

見

羊 麻開去
見 皆開去 E

来 魚関上
生 山開上 E

来 総入

泉ー
脂合去

イ/11合平
，心

J心 息- 活 仙関上 2 

初
楚

来 陽関去
魚関上

倉l
来 侵平

陽開去

職開入
来 清関上 よヌ立弓て

林一
生 麻開平 E

陽開平

常 昔開入

羊 魚関上

fたー
来 仙合上

陽開去

羊 陽開平 生 色
来 尤平

来 陽関去 4 職開入 精 脂合去
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上 { て十 下!学
陣織i一一…一一
上学霊長長ま 子控fま

~-
主主 i 真関エド 日 i n普潟三去

径一
常 l'交関去 2 

言者間平

寸汁
船 日未開去

之ー さ手
機関入 日 完全滅上

之関ぷ子 常 雲震 若草開法去 2 

ヨモ :'!f 燭会入

悶 宵
害警 まえー 常 災関1二

在夜 尤五反 奇襲隠入
常 交路上

憲一
日 魚原j二 字書 交関去

湯間王子

裕一

総合平
点字 E整会上

主義 陽開予

経一
E草食ーと

綴1'T子 ?者 緩開平

朱- s 祭会ゴミ
策喜善寺主 主書 星条関去

虞合本 金八 縫合平
議喜 長幸静喜入

幾分よ
3長 職問入

要議会5長
宝誌 資 j己

E草分王手 z '第一 日 イ山開平

之関上
5表 を愛隣平

民 i 尺~~ÀI 掌|蜘
音防入

言書 5雲間平

尤王子

議 |荻開会
字書一

室経 之t持活支

字書 陽隊長ミ E来一 長会 託事合平

羊 ?竜平 燦合平 I学 録会予
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上 十~ 下字 帰字 帰字反切
声母 のベ
上字額母 戸母 韻母 類 数

日 仁ー

真開平
常侵上

章 脂合平

而 章 陽開平

之開平
章 宵上

澄 侵去

章 カ平

匝 尤去

痔一 羊 祭合去 2 

燭合入
羊 仙合上 2 

意 虞合上

(需ー 章 際合入

虞合平
章 宵平

羊
延ー

澄 清開平
仙開平

Sノ的':i.- 常 支開去

清開平
娘 脂開平

書 祭開去

tI--
書 祭開去

之関上

羊ー 章 仙開去

陽開平
常 昔開入 9 

章 之開平

章 尤平

書 尤上 2 

上 字 下字 帰字 帰字反切
声母 のベ
上字額母 声母 韻母 類 数

管一
手話A 済合上

済合平

令Hコhーーー 帯A 術合入 3 

鐙合平
日 燭合入

掌 虞合上 2 

円，
ea

噌

aょっ“



s. 10 v.残巻

原本写真(一部)，校録表

S.10 V.に細字で、書かれた注を判読して校録表として掲げるO

注は拡大鏡でわずかに判読できるものが多いので，全体の写真を載せ

ても判読の当否を知っていただく用にはあまり立たないと思う O 一部分

の写真だけを，それに相当する S.lO(表面〕毛詩及傍護残巻の写真と並

べて掲載するO

写真は大英博物館から東洋文庫に寄贈されたマイクロフイノレムからの

複製によるO

校録表凡例

01行」即 S.10(表面〉毛詩与其俸重量残巻之行数，残欄之行亦算在内，共存97行，

拠被注字所見之行数記之。注文在其背面。

01本文」即 S.10 (表面)之被注字及其上下文。被注字下加ー標之。院本与釈文

閑文字之異同，弦不煩記。

01注文」即S.10V.上至今可識讃之字。有疑問之字下加?。其他記号皆依S.2729

残巻之例。

O識護S.10V.時， 使用17.5cmx11.5cm，30cmx20cm爾種影片(後者用光沢

紙)，以 16倍拡大鏡鉢識之。影片係大英博物館向東洋文庫寄贈之 microfilm複

製者。此外以大英博物館特寄之 xerox複写作参考。 xerox上之文字概比影片模

糊，但間有就 xerox綾可識者，校註中附言之。

01王重民」即木第序論~ 10所載 S.lOV.文献①王重民「敦:陸古籍叙録Jpp. 31~ 

32所録之注文。

o IS. 2729J即 S.2729残巻中対同一被注字之注文，今附載以便比較。
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芭2・園理由銅

行 篇 文 校 註 王室民 S.2729 
/ 

3 燕燕 仲氏任只 毛而林 同 毛平

11 勢~而熔 同 b~11 去

9 日月 畜我 11'''P1 呑六反 ¥ 呑六

14 終風 2童 咳也 肯代反 ¥ (放〉宵代

15 終風 ]法=其雷 勲尾反 熟鬼反 勲鬼

17 撃談 序 ~寺市平陳 子亮反 ¥ 子亮

19 撃鼓 撃鼓其鑓 湯 音湯 太郎

21 撃談 憂心有 't.t 勅中反 同 勅中

22 撃鼓 死生契悶 啓口反 ¥ 啓結
? 

{此前当書有毛音今不能看。 毛?真鄭息24 撃鼓 不我{言令 鄭息苦幸 ¥ 「杏」原作「云J，俗字。 振

26 凱風 俸 祭夏之長養 洛 ¥ 郎各

26 凱風 傍ー 柴夏之長養 f段 ¥ ¥ 
? 

27 凱風 赫心夫注 英騒反 同 英騎

29 凱風 雪量 1侵潤之 子任反 同 ¥ 

29 凱風 腕院黄鳥 口穎 ¥ 矧j烈1
フ

30 対主長住 序 軍旅数起 朔 音朔 堂E捉

l
N
H由

l



:(T 篇 文 校 註 1主重民 lS.2729 
31 雄鍛 羽世 k其羽 以 ilt反 同 (i1!!:)羊世

32 雄対t E室 伊常;作騎 烏難反 同 燕令

35 雄雑 不知徳行 下孟反下向 同 ¥ 

37 強有苦葉 害担有苦葉 存交反 {閣字中川」之部分作 符交反 ¥ 「云J，避唐太宗詩。

37 強有苦葉 済有深渉 組戻反 同 重量詣

37 告白有苦葉俸 強調之孤 胡故反 ¥ ¥ 

38 強有苦葉 浅則掲 憩 音憩 g~o {JU 

39 事自有苦葉 有欄i僚主主 上民新1反 {悶王氏作間，蓋誤識 莫t!'-il反 民姉
「上民」二字為一宇也。

39 害固有苦葉 有鷲生[k鳴 以小反 以上反 羊小

1/ 以水反 同 ¥ 

39 強有苦葉惇 依人以辞 皆誇反 同 皆誇

40 強有苦葉 済盈不濡机 辱朱反 詠朱反 辱朱

40 害d有苦葉 済主主不濡机 1s 「机」原作「腕」。 同 事Z

// 凡之上馨 同 凡之上座

40 強有苦葉 維鳴求其牡 莫厚反 ¥ 莫厚

40 抱有苦葉停|由聯以上 張流反 ¥ 卓流

40 害包有苦葉 f事 ?;jtl!島市求牡 母 ¥ ¥ 

4
M
M
O
f
 



イノ丁ー 篇 名 本 文 注 文 校 註 玉重民 S.2729 

41 強有苦葉 旭日始旦 許玉反 同 陣玉
戸、

41 強有苦葉雪量 隠陰陽而庭 材ー ¥ ¥ 

41 強有苦葉 主金氷未洋 l 殆 ¥ 唐改

42 強有背葉 人渉印否 昂 ¥ ¥ 

4ク 五剛反 同 (仰〉我剛

42 害包有苦菜 室量 而我印否 甫久反 同 甫久

42 事包有苦葉 市我濁否也 不 ¥ ¥ 

45 谷風 以陰以雨 l 宇喰反 ¥ ¥ 

45 谷風 f隠f免同心 民忍反田 k ¥ 名忍

45 谷風 以主主見諮怒者 軽戦反 同 車E戦

45 谷風 2童 釆聾釆非 盟 ¥ (華子〉妃風

45 谷風 釆壁釆非 敷尾反 敷反反 敷尾

霊須非努也 ¥ ¥ 45 谷風 停 敷空反

45 谷風 f事 皇須非季五也 ，勿 ¥ 亡弗

45 谷風 惇 下般謂根主主也 成 ¥ 下耕

45 谷風 2皇 蔓脊与宣之類 蒲!fiI' xerox上「蒲」字明顕。 ¥ ¥ 
P 

l
N
N
H
l
 



1丁- 篇 名 本 文 注 文 校 註 S 2729 

46 谷風 2室 以根悪之時 口誤 ¥ ¥ 
? 

47 谷風 俸 違離也 カ智反 ¥ ¥ 

47 谷風 薄送我畿 f斤 ¥ 懇衣

48 谷風 燕~新婚 口語耳 ¥ 燕瀬

49 谷風 淀主其UI: 殖 ¥ ¥ 

λy 成力反 ¥ 成力

49 谷風 淀=其祉 止 ¥ 真耳

50 谷風 2露 方消也 学 ¥ ¥ 

53 谷風 不我能畜 呑六反 同 (↑畜〉香六

53 谷風 反以我主号館~ 市?反 「市」下字似「由J，存疑。 ¥ 市白

53 谷風 頁用不隼 ヱ戸反 ¥ 工戸

53 谷風 頁用不侍 市又反 ¥ 市又

53 谷風 重量 隠蔽我之善 ヂf:老夫反 ¥ 井校

「」国「顔」字三得字54 谷風 主主 故与女顛覆 汝 注下原有「下旬同 ¥ ¥ 
疑当在次行「御」字」注下、

55 谷風 主主 京日瓶毒整 戸石反 今捌之。 ¥ 式石

55 谷風 我有旨蓄 勅六 勅六反 勅六

l
N
N
N
l
 



S.2729 総校コどi'l 文;オミ名5急.11' 

震を iヰ

¥ 

¥ 

音ード匂

呂EZ.

駁

二者ιぶ以

グ

幸子燦L55 

¥ ¥ 光キ苦渋お主主風56 

鰐IJJ費¥ 
¥ 

市首を反

主君¥ 「者金j渇Hヤ["1賞J，当3祭。業設キぎ泌キす演谷 E官、56 

ネz、
句、
町k

'1合E主管台校異孝

統治我熔

主子選え56 

‘ i役以lli:以後N.4芸風56 
j
N
N
ω
 ¥ tJ、j翌二反以 EI1/ 

委主式¥ ? 葬式 ]文

字午

{伊余波塁走谷風57 

¥ ¥ ード !弓←→[5 主主之2議三宅幸投58 

災褒¥ 5ゑ霊雲氏資街イゑ滋;タ路工主60 

官主主翼¥ 君主主要反ブ子治逮禁容ニと職1事絡 1;:60 

や言苦¥ 学諸N.連記与イ自き基総工主62 

¥ 

¥ 

話有毒事

¥ 

¥ 

同

HIl 

所 J毛皮

滅容反

;i!I!君主1'¥'‘市復ニZ

約一若手

戎

女悶

護立華道

主主

2議

終丘

旋 II:

路氏

63 

告義

63 



b。
心。
中弘

f戸I 

64 

66 

66 

68 

68 

69 

71 

71 

71 

71 

71 

71 

71 

71 

篇 名

箆丘

箆丘 俸

施丘

筒分

筒令

筒分 重量

筒分

筒令

筒分

筒分 停

筒分 俸

筒令 停

筒分 俸

i荷分 停

本 文 注

狐葵蒙戎 辱容反

始市愉楽 湯侯反

事室主日充耳 以救反

11 巳秀

商令旨 皆限反

在前上虎 a件

舎釆合舞 赦

赫如渥競 烏角反

赫如渥紡 章枇反

公言錫爵 祈

卑轄胞程 方銀反

卑草軍胞程 許隠

ノア
11:1郡

卑轄胞程 存交反

悶寺者 虎門反

間寺者 時志反

文 校 註 S.27 2 9 

同 ¥ 

¥ (総〕湯侯

同 ¥ 

羊秀反 詳秀

同 皆限

下同 ¥ ¥ 

¥ ¥ 

同 話l角

同 章 iii上

{原作間，庚韻云問
之俗字。 ¥ ¥ 

同 (昇〕井至

同 ¥ 

子郡二反 予郡

符交反 言多交

「虎」原作「席J.俗体。 ¥ 呼温

¥ 時世パ二与、
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71 領令 {挙 方、過一散 議主主詳反 (野)桑平反 霊震学

72 事事令 山有 側rtJ反 i刃 叙il仁

72 f話1令 際有 号宇 ¥ 緩了

72 簡を》 議話 後五位滋 子長 ¥ ¥ 

72 官話令 言語 与主張王佼也 学方 ¥ ¥ 

76 泉水 陸軍主i ロネし反 ¥ 、¥ 

76 泉水 飲 予車会 議芸能災 i湾 慈箭

76 長も 7}. 惇 頭立荷 絞 務 ¥ ¥ 

76 泉水 事事 話ilt濁哲学 字選ヨヒ反 ¥ 務末

78 長ミ水 毒薬務裁傘 行除災 、、 行機

78 泉水 草笛滋 去最 ¥ ¥ 

79 泉水 不般有害 司2 口 毛口仁〕 司三{辺議室反

庁 郷イ可剣 i湾 邸側割反

79 泉;a( 支女之会く歎 湯舟反 同 ¥ 

82 ;Jtrヲ 憂心 、> 隠 ¥ ¥ 

82 JIJI ;絞 ¥ 、 }態斤
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S 2729 i込Z童I ト

ιa
τ
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j交づ主t
 
?
 
x :;1丈

者Pi'j¥ ロゑ貧終~t rう82 

頻毒装務移災…抑波紋ゴ七|勺84 

補見!弓機兇 EZ世主言君主政き議ゴヒ門84 

、¥¥ 下関ì~ :'0:編施主主j七門84 

緩主存¥ 4長率以~H品i 概数1ヒ r~84 

毛古市滋鈴~務雷¥ 務l遡反主専務教主主ゴヒ r185 

¥ ¥ 自宅j1;B芝

fU雷&

主主一主導北内時5i

M出
品

i 名手字雷i河羽と予定綴JtF号86 

一鎚澗区芸向)1浪芸護反11 

¥ ¥ 慈奴&後混乱縛jヒ門86 

云イす¥ 
¥ 玉ミ Hlズ愛英語番~t m 87 

古豪策¥ 誇実oz:雨雲雪契;重量ゴヒ j氏87 

¥ ¥ 刻字j様子!汚ゴヒ風88 

¥ 護金茶話主主主ゴtJ孔88 

0110議事余

己カ

¥ 

ドj

徐

長苦力次

// 

只ゑ長老ゴヒ図、88 



校 註 |王重民[ S 2729 

88 北風 紙 ¥ ¥ 

89 北風 既忍只且 子官会反下同 ¥ 子余

89 北風 雨雪其雰 字非反 ¥ 敷非

90 北風 其虚其耳目 詳余反 ¥ ¥ 

90 北風 既 E亘只且 居力反 ¥ ¥ 

92 静女 静女其先f< 春朱 以 xerox綾可推讃。 ¥ 春朱

92 静女 E童 然後可畜 呑六反 ¥ 香六

93 静女 掻首蜘蹄J ?苦手反
f上字原作「自J，号是「桑」

¥ 素主事i或「素」之誤'I77J闘n而存
疑。下字又似「刀。

94 静女 f宰 生子月娠 辰字或誤為娠
j此項左下有一宇亦似

字或誤為辰 怨(辰娠〉字或誤「娠J，蓋街也，今閥之。 非。
此項「辰」字非是直音。

95 静女 悦惇女美 悦惇上毛容雪 (毛説容惇〉雪羊石

// fl'Ì~束鋭 二反 鄭束
同

悦惇女美 下羊石 悦倍石二反

λY 告予石反

95 静女 自牧騎|茎| 唐|歪i ¥ 回分

句、'目，-'"砕

l
M
N
叶

!



音注総表

表例

S.lOV.残巻に含まれる反切及び直音その他の音注を，切韻方言の音

韻体系に従って作った表の中に配置して示す。表例は S.2729残巻の場

合のそれに準ずる。 (pp.62-64参照〉
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E 類

様ぜを 終合 悪事合

見 ヱ戸 交 53

量移 惑鵠

殴 古語放 若草 37

野台湾 説話~ 代署長

窓 〔事務〕 主主 41

診ミ 育代後 14

l¥¥~ト~¥J 喜美喜罰

i直口怒 79

〔毅J(ll潰鵠

(1) r絵J泰識字。

混合 会 2党合

隠れ

-229-



山議

| 鞠 | 鞠 l 議開 i お隠 ( 

設|腕歎 79 I 
心鰐散す1 I i 
使 儲1Oi1S;79 j 

同 :緩合 ! 集合 1 末合 | 
ト I一一一!献殺

効撮

関 Iiもj~ 60 

i 心 I?努援 93 I 
rムゅ

石

華道 1(1'誌] 仁:jJ42 
n悶E 印 42

i 的 | 務合 ! ぉ l 

;kfト
-230-
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流揖

侯 厚 1民

明 莫厚 牡 40

〔母〕 牡 40

透 | 湯侯 0愉 66

II 類

江掃

聞数 30 I 

山 掃

1刷開 携関 諌開 3害関

山開 産開 1i'"~開 里吉開

効 揖

肴 巧 効

-231-



援措

持率関 馬関 話器開

〔鮫〕変 26(1) をま誇 綴 $9

部 隊競馬査員二号夢見母委設 f夏」学， {皮肉類際録f夏」下公「又台下J，1五与Jl:と念。

干更 主義

反事警 綬綴 快関 i絞首話

主主 I Ctloef:J行部 下:iili: 行 35

ヨ
事ヰ慢話 草kD司 欝容器

根本語 64

婆gfi

IV 類

蟹 捕

手持日高 諮問 重縁関

2芝 E禁ノ念 喜善 95

務 口礼 話専 76

影 烏重量 豪華 32

山揮

脅 補見

〔溺〕

淡 主主口 契 22

[r説

Eコ綴 。燕崎
口裏員 践 29
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長易関筏言語

撮

~~間寺号際

本?霊

寸

錫 71〔祈〕

類AB  

止

交関 議長潟 察関

民主導

ラ長 カ智 薬草 47

主主 〔紙〕 只s語

B賢官苦 E苦言語 望室関

1J11筆。率引

主手 以浅 主主 56

デ!一一一一一一[一…ー… 一f5ill'l ~ 60 | 

議

¥て~¥¥---------九¥¥¥ 祭器自

字詰 A 空手狭 c萩 58

2手 以fま 総 31 0長孝鵠

渓 B 〔慾〕 議議認

-233-
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。ちも 95東鋭ドー1¥¥l
主主務総関 事李総 震塁塁 実雪関櫛苦苦

Il)jA 民主立、 f寝45

J仁2 怠主宰 {1ま24

落 係rtJ 務 72

義李総線開

寸長

議制

銭 76

f向合 議会 議議会 総会

羊 警等霊堂 悦 95

，1) 〔旋〕 滋 78

線路{ぬ喜善

~蓄を

?誘山
一

l
づ
l争設

宵 笑

!則、議 39

れ|勝夫 21
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イ民 嬬

寸 麻開 馬関 ffi，~開

章 章f注 絡 71

書 〔赦〕 舎 69

〔務〕 舎 76

梗 撮

; 
済関 静開 効閲 背開

、

書 尺石 童生 55

告予石 。惇 95

常 〔成〕。玄 45

羊 羊石 惇 95

深掃

信 総

曽揖

蒸開 主丞開 護関 職閣

'常 〔殖〕淀 49

成力淀 49
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C 類

通揖

東 董 送 屋

徹 f中21 蓄 55

暁 呑六 蓄 9

畜 5392 

t号 〔型〕 豊 45

敷空(1)豊 45

並 〔服〕 復 62

(1) 1"空J1類東識字。

| 鍾合 i 腫合 i 用合 | 
日 |辱容 戎倒|

!許玉「
明 |武容 。蒙 64 I 

止措

之開 開止

「
t
l
J

圃

園

、

t
l
J

恰

=

新

r
i
l、
圃

圃

戸

i
，、

l
l
.
l
l
l
T
l
l
l
1
1よ
T
l
l
l
l
l
|

章

常

羊

=

群

暁

〔止〕祉 49

時志 。寺 71

訟 56

微関 開尾

I
l
l
1
1
4
1
1
1
1
1
1
1
1
 

畿 47
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微合 尾合 | 未合 | 

遇措

魚関 語開 御関

昌 〔件〕 庭 41 58 69 

日 〔汝〕。女日

羊 羊諸 与 62 〔預〕。与 72

〔倹〕。耶 88

精 子徐 且四

従 慈呂 氾 86

邪 〔徐〕。耶田

詳余 。耶 90

疑 |言呂 。御 55 御 55

契合 奨合 遇合

昌 春朱 妹 92

日 辱朱 濡 40

生 数 63

群 口矩 主主 82
恒 字幅T 雨 45

云付 雨 87

t号 〔字〕 1付51

並 蒲妻 。宮 45
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議撮

飲目話 隠滅 脈問 主援問

影|閣毅 82 I問。段 82 I 

文合 吻合 間合 号事会

I l勿〕芸V45 

統合 顔合 Jj合

言午運賃 毒事礼

唐F朝 務総 宕警護 鐸号号
‘生

精 子掬 終的

E華合 えヲfを 録会

:En 

涜 揖

:;t 有 書守

予言 市〉 機詰 市3と 告 53

当主 u主主 姿66

議; 巳秀 。

ま苛 5愛流 聯 40

者3 〔不;。否認 南久 42 
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戚 揖

凡 -m巳 発 乏

並

〔凡之上藤JljiFl40 
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皮切上字表

表例

S.10 V.残巻にあらわれる反切上字を， その韻母により分類し，そ

れを更に声母ごとに分けて表示する。表例はすべて S.2729.残巻のそ

れによる。 (pp.116-118参照〉
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I 類

上 字 下字 帰字 帰字反切
|声母 のペ
上字額母 戸母 置員母 類 数

都!九上同|先去 N

務|主上山|唐平

並 蒲ー 明 没入

模平
明 震去 C

明|莫平入 l 匝 1侯上

端 九合平 l 匝 l友合平

透 湯ー 端 寒開平

唐開平
匝 侯平

定|唐占開平| 匝|斉開平町

精 市且ー 匝 次合平

模合上
来 斉閲去 N

従|九合平[来|次合平

心|τ開平|匝!棚上
見 工- 匝 模合上
東平

古一
F宣 唐合平

模合上

渓|三関上| 定!日台関去

疑|五平合上l見 [唐開平
-241 

上字 下字 帰字
戸母 のベ
上字韻母 声母 韻母 類数

影 烏ー 見 覚入 E

模合平
見 斉開平lV

暁|虎手合上| 明 |魂合平

匝 何一 見 易関入

歌開平
¥ 泰開去

胡ー
見 模合去

模合平

n 類

見|皆ー

皆開平

匝 i日'一
麻関上 | 明 11実関去

:(丁-一
庚開平 ! 暁 |錯開入

IV ま買

上字 下字 帰字
声母

のベ
数

のぺ
上字額母 声母 韻母 類数

渓
啓一

斉関上



A 類

斗日三三
平|羊[支平

平i:[;;
渓|九開平|章|問去

B 類

C 類(居・牙喉音〉

明|徴上

上 ナ~ 下字 帰字 帰字反切
声母 のベ
上字額母声母誤母類数 i

並|九平l見|肴平 JId 
明|武三上[羊 l鍾平
見
居一

2 
魚開平

疑 元開平

暁 許- 疑 燭合入

魚関上
疑 元合去

揚開平 来
屋入 3 l' 

勲一

文合平 明
微合上

匝 { テー 羊 虞合去

虞合平
智 陽合平

去一
帯 虞合去

文合平

AB類・C類(舌。歯音〕

上 十~ 下字 帰字 帰字反切 t

声母 のベ i

上字査員母 芦母 査員母 類 数

央日|九開平|来|尤平

徹 勅ー 女日 東平

職関入
来 屋入

来
力一

職開入
知 支開去

-.242 -



声f号
上 字]下字T酔

両娯I両の数ペ
上字紙|持制

1:字 下学
持母
上号炉設f号 p経fま 議録

問 侵ヨ長 日 告発 王子

二主潟上 f車問'r2 之隠司王 澄
を受 去

i来 綴総ヨミ
長季一 主幹 鐙合平

香芝 慈一 経 イ'rli隠去
控場合入

縫合本

之雲警本
予長 魚路上

羊 以一 従 B接関去

Jむ、 森一 主主路公
機関平

之開1: 書 祭警護去 2 

宵 j二

5耳目
B-

ペノ ;お去
之開j二

J，I. 尤*
給会1:

務一 ! 
E露関守之 さ手 魚肉司王 ネー 字書 望者問入

経
事[1]-

J，I. 真喜善寺之
章表認入

主主
モ弘}

予長 競合去
磯関入

際関f 主主 ゑ審議ネ

今~ゴ~ーー守

'l去 燐合入
鍛合f

所一
君事 E実合ヨ長

魚関J:
鰭:上字不明の震切

主家
季一

麻開j二
i務関手

昌
若手…

支言 際会主子
.w事会王子

害警
f'ー 予言 合間入E旨関f

;魚開平
予言 苦闘人

議議会入
祭会決

常
月党一 ラ表 号機関入
済関乎

主主 二と開去

市一 ¥ !;:i二 守主

えこ路上 倒 1:尤決
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